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和通信
なごみ

　新緑の色増す季節
　行きかう人も明るくさわやか
　大空に鯉のぼりがはためいています。
　安田まちなみ交流館・和は 4 月より館長を配置、新体制で船出しました。職員一
同今まで以上にはりきっています。
　志国高知 幕末維新博関連企画展「其の後の海援隊士たち」益々好評です。県内外
から延期の要望の声が寄せられており、期間を6月30日まで延長することにいたし
ました。ぜひ、ご来館くださいませ、お待ちしています。

安田まちなみ交流館・和
開 館 時 間／午前9：00～午後5：00
企画展観覧料／200円
　　　　　　　（高校生以下、障害者手帳所持者無料）
定　休　日／水曜日
【※企画展開催期間中は無休】

安田町大字安田１６７４－１　☎・FAX 38-3047
安田町歴史･文化･観光ナビサイト　なごみの旅
　http://yasuda-nagomi.com/
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岡
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お父さん、お母さん、ありがとう！ぼく、1歳になりました。

大きく
　なったでしょ！

今月号では平成２９年４月生まれの子どもを紹介します。

とびっきりの笑顔でデビューです。

４月２０日生まれ

田之上　真広くん
（唐浜）父：健太さん
　　　  母：あゆみさん

よく食べよく笑う真広ちゃん
いつも笑顔をありがとう！！

ま ひろ
安
田
町
イメ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
安
田
朗
」

あ
ん
た
ろ
う

ⓒ
安
田
町
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平成30年度当初予算決定

一般会計予算 29億8,300万円（前年度対比5.8％増）

「安心・安全で活気のある
協働のまち やすだ」
の実現に向けて

一般会計29億8,300万円の内訳

平成30年度 会計別予算額 （単位：万円）

２９８,３００

５１,０５０

５,１２０

２１,６４０

４７０

３７６,５８０

１６,３００

△１０,１５０

△２５０

△７,３４０

△４７０

△１,９１０

５.８

△１６.６

△４.７

△２５.３

△５０.０

△０.５

特

　
　
　別

　
　
　会

　
　
　計

会 計 区 分

一 般 会 計

合　　　 計

予 算 額 増 減 額 増減率％

国　　保

後期高齢者

簡　　水

土地開発

　平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
を
家
計
に
例
え
る
と
、
年
収
21
万
1
千
円

の
家
庭
が
、
新
た
に
25
万
円
の
ロ
ー
ン
を
組
み
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
や

貯
金
の
取
り
崩
し
76
万
6
千
円
と
親
（
国
・
県
）
か
ら
の
仕
送
り

1
7
5
万
3
千
円
を
受
け
て
、
年
間
2
9
8
万
円
で
暮
ら
し
て
い
る
状

況
と
い
え
ま
す
。

視　　　点

歳 出
総　 額

29億8,300万円

経常的経費
78.7%

投資的経費
21.3%

その他
1億6,761万
6千円
5.5%

公債費
3億
1,443万3千円
10.5％

補助費等
6億2,509万7千円
21.0%

扶助費
6,510万
8千円
2.2%

物件費
5億8,983万8千円
19.8%

人件費
4億7,713万
6千円
16.0%

人件費
4億7,713万
6千円
16.0%

建設事業費等
6億3,407万1千円
21.3%

建設事業費等
6億3,407万1千円
21.3%

繰出金
1億970万
1千円
3.7%

地方譲与税・交付金 
7,435万円
2.5%

繰入金
5億2,645万円
17.6%

自主財源
32.8%

依存財源
67.2%

財産収入
1,154万2千円
0.4%

諸収入
1億1,894万
8千円
3.9%

その他
1億890万
6千円
3.8%地方交付税

12億円
40.2%

歳 入
総　 額

29億8,300万円

国庫支出金
1億9,279万
9千円
6.5%

町税
2億1,075万円
7.1%

町税
2億1,075万円
7.1%

県支出金
2億8,645万
5千円
9.6%

町債
2億
5,280万円
8.4%

□一般会計の目的別予算額

議会費

総務費

民生費

労働費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

災害復旧費

消防費

教育費

公債費

諸支出金

予備費

合計

26.6

16.0

9.1

8.1

1.5

10.9

5.0

7.3

10.5

5.0

100.0

49,898千円

740,567千円

476,517千円

50千円

272,684千円

242,455千円

45,658千円

308,576千円

16,680千円

149,928千円

218,738千円

314,433千円

141,816千円

5,000千円

2,983,000千円

内訳 構成比（％）予算額

　
予
算
は
、
行
政
を
進
め
る
う
え

で
の
計
画
表
で
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
経
済
の
再
生

を
最
優
先
課
題
と
位
置
づ
け
、「
経

済
再
生
な
く
し
て
財
政
健
全
化
な

し
」
を
基
本
と
し
、地
方
が
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
や
地
方
創
生
、
公
共

施
設
等
の
適
正
管
理
等
に
取
り
組

み
つ
つ
、
安
定
的
に
財
政
運
営
が

で
き
る
よ
う
地
方
財
政
措
置
を
行

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
に
お

い
て
は
引
き
続
き
、
厳
し
い
財
政

運
営
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
や
す

だ
ま
ち
づ
く
り
行
政
改
革
大
綱
」

に
即
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
る

と
と
も
に
、「
安
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
着
実

な
実
践
と
、
安
田
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
を
念
頭
に
お
い
た
地
域
振
興
の

積
極
的
な
推
進
や
移
住
促
進
、
生

活
基
盤
整
備
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

対
策
、
中
山
間
地
域
対
策
な
ど
の

重
要
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、

①
自
然
と
共
存
し
た
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り

②
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

③
健
康
で
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ

く
り

④
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
人
づ
く
り

⑤
み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

　
を
基
本
目
標
と
し
、
目
標
の
達

成
に
向
け
、

⑴
住
民
目
線
に
立
っ
た
・
住
民
と

共
に
歩
く
ま
ち
づ
く
り

⑵
農
業
振
興
を
核
と
し
た
活
力
あ

る
産
業
づ
く
り

⑶
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
基
盤

づ
く
り

⑷
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
た
い
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り

　
の
４
項
目
を
主
要
施
策
と
し
て
、

地
域
振
興
や
住
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
等
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資

質
向
上
を
目
指
し
、「
安
心
・
安
全

で
活
気
の
あ
る
協
働
の
ま
ち
　
や

す
だ
」
の
実
現
に
努
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
、
産
業
振
興
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
等
の

課
題
に
引
き
続
き
重
点
投
資

　
本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

総
額
は
２９
億
８
，３
０
０
万
円
で
昨

年
度
に
比
べ
１
億
６
，３
０
０
万
円

（
５.８
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
財
源
不
足
額
は
、
予
算
総
額
の

増
加
に
比
例
し
昨
年
度
よ
り
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
も
貯
金

で
あ
る
基
金
を
約
５
億
円
取
り
崩

す
こ
と
で
歳
入
の
不
足
を
賄
っ
て

い
ま
す
。
本
町
で
は
、
自
主
財
源

の
主
要
と
な
る
税
収
が
収
入
財
源

の
一
割
に
も
満
た
ず
、
歳
入
の
ほ

と
ん
ど
を
国
や
県
に
依
存
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　
地
方
債
の
償
還
額
が
ピ
ー
ク
期

を
超
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
町

の
財
政
は
以
前
よ
り
も
安
定
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
２５
年
度
か
ら

平
成
２７
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た

大
型
建
設
事
業
に
よ
り
地
方
債
残

高
が
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
国
・

県
の
事
業
や
基
金
等
の
財
源
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
、
的
確
な
見

通
し
の
も
と
、
持
続
的
で
健
全
な

財
政
運
営
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、

「
安
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
実
践
に
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
行
政
改
革
に
は
引
き

続
き
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
行

政
経
営
の
視
点
に
立
っ
て
、
町
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
様
々
な
課
題
に
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
方

一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

人
公
と
し
て
の
意
識
を
強
く
持
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
の
進

め
る
地
方
行
財
政
改
革
な
ど
に
よ

る
町
の
財
政
事
情
に
つ
い
て
も
格

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平成３０年度の一般会計と特別４会計の当初予算が３月の定例議会で成立

一般会計を中心にお知らせします
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平成30年度当初予算決定

一般会計予算 29億8,300万円（前年度対比5.8％増）

「安心・安全で活気のある
協働のまち やすだ」
の実現に向けて

一般会計29億8,300万円の内訳

平成30年度 会計別予算額 （単位：万円）

２９８,３００

５１,０５０

５,１２０

２１,６４０

４７０

３７６,５８０

１６,３００

△１０,１５０

△２５０

△７,３４０

△４７０

△１,９１０

５.８

△１６.６

△４.７

△２５.３

△５０.０

△０.５

特

　
　
　別

　
　
　会

　
　
　計

会 計 区 分

一 般 会 計

合　　　 計

予 算 額 増 減 額 増減率％

国　　保

後期高齢者

簡　　水

土地開発

　平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
を
家
計
に
例
え
る
と
、
年
収
21
万
1
千
円

の
家
庭
が
、
新
た
に
25
万
円
の
ロ
ー
ン
を
組
み
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
や

貯
金
の
取
り
崩
し
76
万
6
千
円
と
親
（
国
・
県
）
か
ら
の
仕
送
り

1
7
5
万
3
千
円
を
受
け
て
、
年
間
2
9
8
万
円
で
暮
ら
し
て
い
る
状

況
と
い
え
ま
す
。

視　　　点

歳 出
総　 額

29億8,300万円

経常的経費
78.7%

投資的経費
21.3%

その他
1億6,761万
6千円
5.5%

公債費
3億
1,443万3千円
10.5％

補助費等
6億2,509万7千円
21.0%

扶助費
6,510万
8千円
2.2%

物件費
5億8,983万8千円
19.8%

人件費
4億7,713万
6千円
16.0%

人件費
4億7,713万
6千円
16.0%

建設事業費等
6億3,407万1千円
21.3%

建設事業費等
6億3,407万1千円
21.3%

繰出金
1億970万
1千円
3.7%

地方譲与税・交付金 
7,435万円
2.5%

繰入金
5億2,645万円
17.6%

自主財源
32.8%

依存財源
67.2%

財産収入
1,154万2千円
0.4%

諸収入
1億1,894万
8千円
3.9%

その他
1億890万
6千円
3.8%地方交付税

12億円
40.2%

歳 入
総　 額

29億8,300万円

国庫支出金
1億9,279万
9千円
6.5%

町税
2億1,075万円
7.1%

町税
2億1,075万円
7.1%

県支出金
2億8,645万
5千円
9.6%

町債
2億
5,280万円
8.4%

□一般会計の目的別予算額

議会費

総務費

民生費

労働費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

災害復旧費

消防費

教育費

公債費

諸支出金

予備費

合計

26.6

16.0

9.1

8.1

1.5

10.9

5.0

7.3

10.5

5.0

100.0

49,898千円

740,567千円

476,517千円

50千円

272,684千円

242,455千円

45,658千円

308,576千円

16,680千円

149,928千円

218,738千円

314,433千円

141,816千円

5,000千円

2,983,000千円

内訳 構成比（％）予算額

　
予
算
は
、
行
政
を
進
め
る
う
え

で
の
計
画
表
で
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
経
済
の
再
生

を
最
優
先
課
題
と
位
置
づ
け
、「
経

済
再
生
な
く
し
て
財
政
健
全
化
な

し
」
を
基
本
と
し
、地
方
が
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
や
地
方
創
生
、
公
共

施
設
等
の
適
正
管
理
等
に
取
り
組

み
つ
つ
、
安
定
的
に
財
政
運
営
が

で
き
る
よ
う
地
方
財
政
措
置
を
行

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
に
お

い
て
は
引
き
続
き
、
厳
し
い
財
政

運
営
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
や
す

だ
ま
ち
づ
く
り
行
政
改
革
大
綱
」

に
即
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
る

と
と
も
に
、「
安
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
着
実

な
実
践
と
、
安
田
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
を
念
頭
に
お
い
た
地
域
振
興
の

積
極
的
な
推
進
や
移
住
促
進
、
生

活
基
盤
整
備
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

対
策
、
中
山
間
地
域
対
策
な
ど
の

重
要
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、

①
自
然
と
共
存
し
た
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り

②
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

③
健
康
で
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ

く
り

④
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
人
づ
く
り

⑤
み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

　
を
基
本
目
標
と
し
、
目
標
の
達

成
に
向
け
、

⑴
住
民
目
線
に
立
っ
た
・
住
民
と

共
に
歩
く
ま
ち
づ
く
り

⑵
農
業
振
興
を
核
と
し
た
活
力
あ

る
産
業
づ
く
り

⑶
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
基
盤

づ
く
り

⑷
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
た
い
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り

　
の
４
項
目
を
主
要
施
策
と
し
て
、

地
域
振
興
や
住
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
等
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資

質
向
上
を
目
指
し
、「
安
心
・
安
全

で
活
気
の
あ
る
協
働
の
ま
ち
　
や

す
だ
」
の
実
現
に
努
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
、
産
業
振
興
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
等
の

課
題
に
引
き
続
き
重
点
投
資

　
本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

総
額
は
２９
億
８
，３
０
０
万
円
で
昨

年
度
に
比
べ
１
億
６
，３
０
０
万
円

（
５.８
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
財
源
不
足
額
は
、
予
算
総
額
の

増
加
に
比
例
し
昨
年
度
よ
り
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
も
貯
金

で
あ
る
基
金
を
約
５
億
円
取
り
崩

す
こ
と
で
歳
入
の
不
足
を
賄
っ
て

い
ま
す
。
本
町
で
は
、
自
主
財
源

の
主
要
と
な
る
税
収
が
収
入
財
源

の
一
割
に
も
満
た
ず
、
歳
入
の
ほ

と
ん
ど
を
国
や
県
に
依
存
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　
地
方
債
の
償
還
額
が
ピ
ー
ク
期

を
超
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
町

の
財
政
は
以
前
よ
り
も
安
定
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
２５
年
度
か
ら

平
成
２７
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た

大
型
建
設
事
業
に
よ
り
地
方
債
残

高
が
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
国
・

県
の
事
業
や
基
金
等
の
財
源
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
、
的
確
な
見

通
し
の
も
と
、
持
続
的
で
健
全
な

財
政
運
営
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、

「
安
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
実
践
に
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
行
政
改
革
に
は
引
き

続
き
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
行

政
経
営
の
視
点
に
立
っ
て
、
町
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
様
々
な
課
題
に
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
方

一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

人
公
と
し
て
の
意
識
を
強
く
持
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
の
進

め
る
地
方
行
財
政
改
革
な
ど
に
よ

る
町
の
財
政
事
情
に
つ
い
て
も
格

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平成３０年度の一般会計と特別４会計の当初予算が３月の定例議会で成立

一般会計を中心にお知らせします
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一人当たりに使うお金は

109万676円
　　    　（人口 2,735人　平成30年2月1日 住基人口）

　町民一人当たりの一般会計予算額は、１,０９０,６７６円
になります。
　目的別の予算額は左記のとおりです。

議会費・総務費 289,018円
民生費・労働費 174,248円
衛生費 99,702円
農林水産業費 88,649円
商工費 16,694円
土木費・災害復旧費 118,924円
消防費 54,818円
教育費 79,977円
公債費 114,966円
諸支出金・予備費 53,680円
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4,000

5,000

百万円
【一般会計予算規模と町債残高の推移】

歳出額

町債残高

２５年度
３,１４５
２,８４０

２６年度
３,２６８
２,９８０

２７年度
３,３６５
３,２４４

３０年度当初
２,９８３
３,３０４

２９年度見込み
２,９７６
３,３４５

２８年度
３,２４３
３,３４８

※町が１年間に使うお金の総額を歳出といいます。30年度の歳出額は、前年度決算見込み額とほぼ同額
となっています。
　また、町の借金である町債の残高は、近年の大型建設事業の実施により増加に転じています。
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百万円

【基金現在高の推移】

財政調整基金
減債基金
その他特目基金
合　計

４７８
６３０
１,８４０
２,９４８

５０６
５５５
１,７９１
２,８５２

５３２
５３０
１,８０５
２,８６７

１６８
４５６
１,８６０
２,４８４

２５年度 ２６年度 ２７年度 ３０年度当初
４５１
４８０
１,９３７
２,８６８

２９年度見込み
５２２
５０５
１,９３４
２,９６１

２８年度

※町の貯金を基金といいます。財源不足を補うため、毎年度取り崩しています。
　30年度は一般会計で約5億円の基金を取り崩して年間の支出を賄おうとしています。

主要施策の概要平成30年度

活力ある産業づくり

みんなで進めるまちづくり

豊かな人間性を育む人づくり

 ・園芸用ハウス整備事業 820 万円

 ・新規就農総合支援事業 1,469 万円

 ・レンタル畜産施設等整備事業 4,440 万円

 ・鳥獣被害防止総合対策事業 909 万円

 ・安田の夢プラン推進事業 811 万円

 ・安田のファンづくり事業 347 万円

健康で共に生きるまちづくり
 ・中芸広域連合による保健、福祉の連携した総合
　的な事業推進 6,387 万円
 ・介護予防地域支援事業 229 万円
 ・少子化対策事業 569 万円
 ・地域福祉活動推進事業 4,077 万円
 ・高齢者等居宅生活相談事業 315 万円

 ・集落活動センター事業 1,345 万円
 ・開かれた町政推進事業 2,584 万円
 ・国土地籍調査事業 9,684 万円
 ・庁舎建設事業 1 億 3,636 万円
 ・まちづくり推進特別事業 2,000 万円

 ・教育版地域アクションプラン学力向上・
　体力向上プログラム 91 万円
 ・放課後子どもプラン推進事業 282 万円
 ・学校支援地域本部事業 136 万円
 ・志国高知幕末維新博関連事業 1,525 万円
 ・生涯学習・スポーツ活動推進事業 497 万円

自然と共存した快適な生活環境づくり
 ・社会資本整備総合交付金事業 2 億 4,000 万円

 ・南海トラフ地震対策事業 5,266 万円

 ・地域公共交通事業 309 万円

 ・定住促進事業 3,100 万円

 ・環境美化推進事業 673 万円

 ・合併処理浄化槽整備事業 475 万円
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※町の貯金を基金といいます。財源不足を補うため、毎年度取り崩しています。
　30年度は一般会計で約5億円の基金を取り崩して年間の支出を賄おうとしています。

主要施策の概要平成30年度

活力ある産業づくり

みんなで進めるまちづくり

豊かな人間性を育む人づくり

 ・園芸用ハウス整備事業 820 万円

 ・新規就農総合支援事業 1,469 万円

 ・レンタル畜産施設等整備事業 4,440 万円

 ・鳥獣被害防止総合対策事業 909 万円

 ・安田の夢プラン推進事業 811 万円

 ・安田のファンづくり事業 347 万円

健康で共に生きるまちづくり
 ・中芸広域連合による保健、福祉の連携した総合
　的な事業推進 6,387 万円
 ・介護予防地域支援事業 229 万円
 ・少子化対策事業 569 万円
 ・地域福祉活動推進事業 4,077 万円
 ・高齢者等居宅生活相談事業 315 万円

 ・集落活動センター事業 1,345 万円
 ・開かれた町政推進事業 2,584 万円
 ・国土地籍調査事業 9,684 万円
 ・庁舎建設事業 1 億 3,636 万円
 ・まちづくり推進特別事業 2,000 万円

 ・教育版地域アクションプラン学力向上・
　体力向上プログラム 91 万円
 ・放課後子どもプラン推進事業 282 万円
 ・学校支援地域本部事業 136 万円
 ・志国高知幕末維新博関連事業 1,525 万円
 ・生涯学習・スポーツ活動推進事業 497 万円

自然と共存した快適な生活環境づくり
 ・社会資本整備総合交付金事業 2 億 4,000 万円

 ・南海トラフ地震対策事業 5,266 万円

 ・地域公共交通事業 309 万円

 ・定住促進事業 3,100 万円

 ・環境美化推進事業 673 万円

 ・合併処理浄化槽整備事業 475 万円
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○農業生産基盤の整備
　活力ある産業づくりに向けた取り組みとして、「園芸用ハウス（研修用）」「農業用排水路」を整備しました。

安心・安全で活気のある協働の  　　　　　 まち “やすだ” を目指して

園芸用ハウス（研修用） 農業用排水路（東島地区）

町道西ノ久保池田線 避難路（西島地区）

○安全で安心できる生活基盤の整備
　災害に強いまちづくりを推進するため、町道の新設改良や避難路の整備を実施しています。

町道上町八幡線 町道唐浜西北線

町道安田唐浜線（グリーンベルト） 町道東谷神峯線（転落防止柵）

文化祭 安田の夢まつり

○体育・文化活動の推進
　町民の皆さんの交流や生きがいづくりを目的に、夏祭りや文化活動・体育活動のイベントを開催しました。

町民運動会 駅伝競走大会

○交通安全・防犯の取り組み
　安心・安全なまちづくりのため、グリーンベルトや転落防止柵の整備を行いました。
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４月１日付で、４人の町職員が採用されました。よろしくお願いします。

①氏名　②出身地　③所属　④抱負　⑤趣味など ①氏名　②出身地　③所属　④抱負　⑤趣味など

町新規採用職員を紹介します

おか  ざき　ひ　 か　 り

①岡﨑日花莉
②室戸市
③地域創生課
④早く安田町のことを知り町
民の皆様のお役に立てるよ
う精いっぱい頑張ります。

⑤趣味は音楽鑑賞で、好きな
バンドの曲をよく聴きま
す。おいしいもの巡り、食べ
ることが好きです。

かた  おか　あ　 き　 や

①片岡亜季也
②安田町（正弘）
③経済建設課
④早く仕事を覚えて安田町の
役に立てる職員となれるよ
う頑張っていきたいと思っ
ています。

⑤水泳

やま  もと　　  しょうへい

①山本　祥平
②愛媛県
③教育委員会
④各業務を早く身につけて、
みなさまに安心して仕事を
任せてもらえる職員になり
たいです。
⑤水泳、バレーボール、映画
鑑賞

たに  おか　　　  さ　 き

①谷岡　咲季
②安芸市
③町民生活課
④挨拶、笑顔を絶やさず、些細な
ことでも町民の方々が気持ちよ
く過ごすことができるようにし
ていきます。前向きに何事にも
挑戦し、初心を忘れず少しでも
早く仕事に慣れて安田町に貢献
できるように頑張っていきます。

⑤趣味は、小学５年の頃からやっ
ていた剣道です。体を動かすことが好きなので今も時々地元
の高校に行き汗を流しています。そして、旅行も趣味でいろん
な都道府県に観光に行ったりもしています。

地方創生人材支援制度により、平成３０年度から２年間林野
庁職員を振興監としてお迎えしました。

県庁から来ました
人事交流職員の上村です。

地域支援企画員の
増田です。

中芸広域連合から来ました、
保健師の手嶋です。

嘱託職員として
お世話になります。

かみ むら　　　ひろ ふみます  だ　　　ゆう すけ

①増田　勇介
②日高村
③地域支援企画員
④安田町のために頑張りま
す。
⑤釣り、ソフトボール

①上村　博文
②奈半利町
③地域創生課
④今までの経験がどこまで生
かせるかわかりませんが、
毎日を楽しみながら精いっ
ぱい頑張りたいと思いま
す。

⑤マラソン以外（笑）
　球技全般は見るのもするの
も好きですが、近年、体力

の衰えを痛感している典型的なアラフォー世代です。

林野庁から来ました、
振興監の竹﨑です。

高知県教育委員会から来ました、
西岡です。

たけ ざき　　　けい  こにし おか　　　ひさ  し　

①西岡　久司
②安田町（別所）
③教育委員会
④本年度から教育委員会で勤務させて
いただくことになりました。生まれ
育った安田町で働けるのも何かの縁
だと考えています。人口減少をはじ
めとする様々な課題のなか、安心・
安全で活気あるまちづくりに貢献で
きるよう、微力ではありますが精

いっぱい努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。
⑤釣り、家庭菜園など

①竹﨑　桂子
②須崎市
③経済建設課
④安田町の今とこれからに少
しでもお役に立てるように
頑張りたいと思います。ど
うぞよろしくお願いします！
⑤綺麗な風景を眺める、おい
しいものを食べる、旅行etc.

さわ  だ　　　　ち　 え

①澤田　千恵
②高知市
③町民生活課
（保健センター
看護師）
④今まで町外の
勤務しかして
いないので不

安もありますが、地域の皆様の手
助けになれるよう頑張りたいと
思っております。宜しくお願い致
します。
⑤スポーツ観戦、音楽鑑賞

て　しま　　　あつ　こ

①手嶋　敦子
②室戸市
③中芸広域連合保
健福祉課安田町
駐在保健師

④まずは少しで
も早く保健師
の顔を覚えて

もらえるよう、地域に出向いてい
きたいと思っております。微力では
ありますが、みなさんの健康づく
りにお役にたてるよう頑張ります
ので、よろしくお願いいたします。
⑤三度の食事より寝ることが好き
です

うち  かわ　　  ひろ ふみ

①内川　博史
② 安田町（安田）
③ 地 域 創生課
(日本遺産協
議会)

④ 「全ては100
年後の故郷の
ために」をモッ

トーに努力します。
⑤スポーツ観戦、読書

やま もと　 　 まこと

①山本　誠
②安田町（唐浜）
③安田まちなみ
交流館「和」
館長
④教育委員会勤
務時に古民家
再生事業で関

わった施設です。
　施設の活用や企画展の開催等に
よる町の活性化推進に取り組ん
でいきます。
⑤釣り

しま　だ　　　 よし　か

①島田　佳香
②徳島県
③教育委員会　
安田まちなみ交流館
「和」文化振興企画員
④現在、「志国高知 幕
末維新博」の地域会
場になっており全国
各地から多くの方が

訪れておりますが、終わった後も引き続き多くの方
に来ていただける企画展やイベントを開催してい
けるよう頑張りたいと思います。特に、地元の安田
小学校や安田中学校の生徒さんの課外授業での
来館や、安田町をはじめ中芸地区の方々が地元の
魅力を再発見できるような郷土の歴史等の掘り起
しをしつつ、高知県内外の方にも興味を持ってもら
える企画・イベントを考えていきたいです。
⑤映画（昔の映画、知られていない映画等何でも）、ピアノ演奏

いま  い　　　あき ひろ

①今井　章博
②高知市
③教育委員会　
安田まちなみ
交流館「和」文
化振興企画員

④「志国高知 幕
末維新博」の

地域会場である「和」で企画展の
お手伝いをしております。今年は
安田町が生んだ浄瑠璃の名人、竹
本土佐太夫を取り上げて盛り上
げていきたいと思っております。

⑤ギター、カラオケ、ブリキのおも
ちゃ収集
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４月１日付で、４人の町職員が採用されました。よろしくお願いします。

①氏名　②出身地　③所属　④抱負　⑤趣味など ①氏名　②出身地　③所属　④抱負　⑤趣味など

町新規採用職員を紹介します

おか  ざき　ひ　 か　 り

①岡﨑日花莉
②室戸市
③地域創生課
④早く安田町のことを知り町
民の皆様のお役に立てるよ
う精いっぱい頑張ります。
⑤趣味は音楽鑑賞で、好きな
バンドの曲をよく聴きま
す。おいしいもの巡り、食べ
ることが好きです。

かた  おか　あ　 き　 や

①片岡亜季也
②安田町（正弘）
③経済建設課
④早く仕事を覚えて安田町の
役に立てる職員となれるよ
う頑張っていきたいと思っ
ています。
⑤水泳

やま  もと　　  しょうへい

①山本　祥平
②愛媛県
③教育委員会
④各業務を早く身につけて、
みなさまに安心して仕事を
任せてもらえる職員になり
たいです。
⑤水泳、バレーボール、映画
鑑賞

たに  おか　　　  さ　 き

①谷岡　咲季
②安芸市
③町民生活課
④挨拶、笑顔を絶やさず、些細な
ことでも町民の方々が気持ちよ
く過ごすことができるようにし
ていきます。前向きに何事にも
挑戦し、初心を忘れず少しでも
早く仕事に慣れて安田町に貢献
できるように頑張っていきます。

⑤趣味は、小学５年の頃からやっ
ていた剣道です。体を動かすことが好きなので今も時々地元
の高校に行き汗を流しています。そして、旅行も趣味でいろん
な都道府県に観光に行ったりもしています。

地方創生人材支援制度により、平成３０年度から２年間林野
庁職員を振興監としてお迎えしました。

県庁から来ました
人事交流職員の上村です。

地域支援企画員の
増田です。

中芸広域連合から来ました、
保健師の手嶋です。

嘱託職員として
お世話になります。

かみ むら　　　ひろ ふみます  だ　　　ゆう すけ

①増田　勇介
②日高村
③地域支援企画員
④安田町のために頑張りま
す。

⑤釣り、ソフトボール

①上村　博文
②奈半利町
③地域創生課
④今までの経験がどこまで生
かせるかわかりませんが、
毎日を楽しみながら精いっ
ぱい頑張りたいと思いま
す。
⑤マラソン以外（笑）
　球技全般は見るのもするの
も好きですが、近年、体力

の衰えを痛感している典型的なアラフォー世代です。

林野庁から来ました、
振興監の竹﨑です。

高知県教育委員会から来ました、
西岡です。

たけ ざき　　　けい  こにし おか　　　ひさ  し　

①西岡　久司
②安田町（別所）
③教育委員会
④本年度から教育委員会で勤務させて
いただくことになりました。生まれ
育った安田町で働けるのも何かの縁
だと考えています。人口減少をはじ
めとする様々な課題のなか、安心・
安全で活気あるまちづくりに貢献で
きるよう、微力ではありますが精

いっぱい努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。
⑤釣り、家庭菜園など

①竹﨑　桂子
②須崎市
③経済建設課
④安田町の今とこれからに少
しでもお役に立てるように
頑張りたいと思います。ど
うぞよろしくお願いします！

⑤綺麗な風景を眺める、おい
しいものを食べる、旅行etc.

さわ  だ　　　　ち　 え

①澤田　千恵
②高知市
③町民生活課
（保健センター
看護師）
④今まで町外の
勤務しかして
いないので不

安もありますが、地域の皆様の手
助けになれるよう頑張りたいと
思っております。宜しくお願い致
します。

⑤スポーツ観戦、音楽鑑賞

て　しま　　　あつ　こ

①手嶋　敦子
②室戸市
③中芸広域連合保
健福祉課安田町
駐在保健師

④まずは少しで
も早く保健師
の顔を覚えて

もらえるよう、地域に出向いてい
きたいと思っております。微力では
ありますが、みなさんの健康づく
りにお役にたてるよう頑張ります
ので、よろしくお願いいたします。
⑤三度の食事より寝ることが好き
です

うち  かわ　　  ひろ ふみ

①内川　博史
② 安田町（安田）
③ 地 域 創生課
(日本遺産協
議会)
④ 「全ては100
年後の故郷の
ために」をモッ

トーに努力します。
⑤スポーツ観戦、読書

やま もと　 　 まこと

①山本　誠
②安田町（唐浜）
③安田まちなみ
交流館「和」
館長

④教育委員会勤
務時に古民家
再生事業で関

わった施設です。
　施設の活用や企画展の開催等に
よる町の活性化推進に取り組ん
でいきます。
⑤釣り

しま　だ　　　 よし　か

①島田　佳香
②徳島県
③教育委員会　
安田まちなみ交流館
「和」文化振興企画員
④現在、「志国高知 幕
末維新博」の地域会
場になっており全国
各地から多くの方が

訪れておりますが、終わった後も引き続き多くの方
に来ていただける企画展やイベントを開催してい
けるよう頑張りたいと思います。特に、地元の安田
小学校や安田中学校の生徒さんの課外授業での
来館や、安田町をはじめ中芸地区の方々が地元の
魅力を再発見できるような郷土の歴史等の掘り起
しをしつつ、高知県内外の方にも興味を持ってもら
える企画・イベントを考えていきたいです。
⑤映画（昔の映画、知られていない映画等何でも）、ピアノ演奏

いま  い　　　あき ひろ

①今井　章博
②高知市
③教育委員会　
安田まちなみ
交流館「和」文
化振興企画員
④「志国高知 幕
末維新博」の

地域会場である「和」で企画展の
お手伝いをしております。今年は
安田町が生んだ浄瑠璃の名人、竹
本土佐太夫を取り上げて盛り上
げていきたいと思っております。
⑤ギター、カラオケ、ブリキのおも
ちゃ収集
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④
初
め
て
安
田
町
に
来
ま
し
た
。

ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
す
が
、
仕
事
も
地
域
の
こ
と

も
貪
欲
に
学
び
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

⑤
特
に
無
い
で
す
が
、「
よ
く
食
べ
、

よ
く
寝
る
、
時
に
よ
く
飲
む
！！
」

が
モ
ッ
ト
ー
！
で
す
。

①
福
留

　純
一

②
高
知
市
（
香
南
市
立
香
我
美
小

学
校
）

③
全
学
年
　
音
楽

④
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
安
田
中
学

校
に
６
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

　
安
田
は
景
色
が
良
く
て
、
音
楽

室
か
ら
感
じ
る
安
田
川
の
せ
せ

ら
ぎ
の
音
が
と
て
も
心
地
よ
く

懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今

年
は
馬
路
中
学
校
が
ベ
ー
ス
校

な
の
で
安
田
中
は
毎
週
木
曜
日

し
か
来
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で

す
が
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
楽
器
演
奏
　（
芸
西
村
吹
奏
楽

団
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
担
当
で

す
）

　
釣
り

　①
竹
田

　
　愛

②
中
土
佐
町
（
な
し
）

③
な
し

④
元
気
に
頑
張
り
ま
す
！
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

⑤
体
を
動
か
す
こ
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル

①
酒
井

　佳
織

②
福
岡
県
（
な
し
）

③
栄
養
教
諭

④
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
待
ち
望
む

よ
う
な
安
全
で
お
い
し
い
給
食

を
作
り
た
い
で
す
！

⑤
お
菓
子
づ
く
り
、
お
笑
い
を
み

る
①
松
岡

　
　整

②
高
知
市
（
室
戸
市
立
室
戸
小
学

校
）

③
な
し

④
安
田
町
の
未
来
の
た
め
に
、
が

ん
ば
り
ま
す
！

⑤
バ
ス
ケ
、
映
画
鑑
賞

①
山
﨑
英
里
香

②
香
南
市
（
安
芸
市
立
土
居
小
学

校
）

③
事
務

④
精
い
っ
ぱ
い
、
が
ん
ば
り
ま
す
！

⑤
読
書
、
写
真
を
撮
る
こ
と

①
中
澤

　美
和

②
香
南
市
（
香
南
市
立
佐
古
小
学

校
）

③
な
し

④
安
田
町
の
こ
と
を
早
く
知
り
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
仲
良
く

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

⑤
ス
キ
ー
、
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
る
こ
と

①
安
岡

　未
紗

②
高
知
市
（
香
美
市
立
鏡
野
中
学

校
）

③
１
年
副
担
任
　
英
語

④
安
田
の
希
望
の
キ
ラ
星
た
ち
が

し
っ
か
り
自
分
た
ち
の
未
来
を

切
り
開
い
て
い
け
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

⑤
映
画
を
見
る
こ
と
（
海
外
ド
ラ

マ
を
家
で
見
る
の
も
好
き
で
す
）

①
伊
藤

　
　正

②
奈
半
利
町
（
な
し
）

③
２
年
副
担
任
　
国
語

④
実
家
も
近
く
親
し
み
の
あ
る
安

田
中
学
校
で
生
徒
と
学
べ
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
一
日

で
も
早
く
生
徒
の
こ
と
を
知
り
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
支
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

⑤
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

①
北
川

　睦
美

②
高
知
（
田
野
町
立
田
野
中
学
校
）

③
教
頭
　
国
語

④
自
然
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
環
境

の
も
と
、
安
田
町
の
未
来
を
担

う
生
徒
た
ち
の
青
春
の
一
ペ
ー

ジ
に
花
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域

を
知
り
、
安
田
中
の
教
頭
と
し

て
チ
ー
ム
安
田
町
の
一
員
と
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑤
芸
術
鑑
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の

ほ
か
、
書
道
な
ど
を
少
し…

…

。

①
門
田

　悠
暉

②
安
芸
市
（
学
校
法
人 

英
数
学
館 

並
木
学
院
高
等
学
校
）

③
２
年
担
任
　
保
健
体
育

④
中
学
校
で
の
勤
務
は
初
め
て
で

す
が
、
安
田
町
の
輝
か
し
い
子

ど
も
た
ち
が
大
き
く
成
長
し
、

将
来
の
日
本
を
担
う
人
物
に
な

る
よ
う
に
精
い
っ
ぱ
い
サ
ポ
ー

ト
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

⑤
ギ
タ
ー
演
奏
、
ゴ
ル
フ
な
ど

①
益
永

　
　和

②
高
知
市
（
香
南
市
立
夜
須
中
学

校
）

③
１
年
副
担
任
　
数
学

④
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
生
き

生
き
と
輝
い
て
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
安
田
町
に
来

る
の
は
初
め
て
で
す
が
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
ド
ラ
イ
ブ
、
カ
フ
ェ
巡
り

①
田
島

　弘
子

②
南
国
市
（
南
国
市
立
大
湊
小
学

校
）

③
事
務

2018年度
安田ニューフェイス！
　春の教職員人事異動に伴い、町内の小中学校
の教職員に異動がありました。
　転出、退職された先生、本当にありがとうご
ざいました。
　転入された先生につきましては、次のとおり
紹介します。
①氏名　②出身地（前任校）　③担当学年・教
科など　④抱負　⑤趣味など

や
す
お
か
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ま
さ
き
え

　り

　か

な
か
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の
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安
田
小
学
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④
初
め
て
安
田
町
に
来
ま
し
た
。

ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
す
が
、
仕
事
も
地
域
の
こ
と

も
貪
欲
に
学
び
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

⑤
特
に
無
い
で
す
が
、「
よ
く
食
べ
、

よ
く
寝
る
、
時
に
よ
く
飲
む
！！
」

が
モ
ッ
ト
ー
！
で
す
。

①
福
留

　純
一

②
高
知
市
（
香
南
市
立
香
我
美
小

学
校
）

③
全
学
年
　
音
楽

④
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
安
田
中
学

校
に
６
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

　
安
田
は
景
色
が
良
く
て
、
音
楽

室
か
ら
感
じ
る
安
田
川
の
せ
せ

ら
ぎ
の
音
が
と
て
も
心
地
よ
く

懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今

年
は
馬
路
中
学
校
が
ベ
ー
ス
校

な
の
で
安
田
中
は
毎
週
木
曜
日

し
か
来
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で

す
が
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
楽
器
演
奏
　（
芸
西
村
吹
奏
楽

団
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
担
当
で

す
）

　
釣
り

　①
竹
田

　
　愛

②
中
土
佐
町
（
な
し
）

③
な
し

④
元
気
に
頑
張
り
ま
す
！
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

⑤
体
を
動
か
す
こ
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル

①
酒
井

　佳
織

②
福
岡
県
（
な
し
）

③
栄
養
教
諭

④
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
待
ち
望
む

よ
う
な
安
全
で
お
い
し
い
給
食

を
作
り
た
い
で
す
！

⑤
お
菓
子
づ
く
り
、
お
笑
い
を
み

る
①
松
岡

　
　整

②
高
知
市
（
室
戸
市
立
室
戸
小
学

校
）

③
な
し

④
安
田
町
の
未
来
の
た
め
に
、
が

ん
ば
り
ま
す
！

⑤
バ
ス
ケ
、
映
画
鑑
賞

①
山
﨑
英
里
香

②
香
南
市
（
安
芸
市
立
土
居
小
学

校
）

③
事
務

④
精
い
っ
ぱ
い
、
が
ん
ば
り
ま
す
！

⑤
読
書
、
写
真
を
撮
る
こ
と

①
中
澤

　美
和

②
香
南
市
（
香
南
市
立
佐
古
小
学

校
）

③
な
し

④
安
田
町
の
こ
と
を
早
く
知
り
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
仲
良
く

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

⑤
ス
キ
ー
、
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
る
こ
と

①
安
岡

　未
紗

②
高
知
市
（
香
美
市
立
鏡
野
中
学

校
）

③
１
年
副
担
任
　
英
語

④
安
田
の
希
望
の
キ
ラ
星
た
ち
が

し
っ
か
り
自
分
た
ち
の
未
来
を

切
り
開
い
て
い
け
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

⑤
映
画
を
見
る
こ
と
（
海
外
ド
ラ

マ
を
家
で
見
る
の
も
好
き
で
す
）

①
伊
藤

　
　正

②
奈
半
利
町
（
な
し
）

③
２
年
副
担
任
　
国
語

④
実
家
も
近
く
親
し
み
の
あ
る
安

田
中
学
校
で
生
徒
と
学
べ
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
一
日

で
も
早
く
生
徒
の
こ
と
を
知
り
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
支
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

⑤
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

①
北
川

　睦
美

②
高
知
（
田
野
町
立
田
野
中
学
校
）

③
教
頭
　
国
語

④
自
然
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
環
境

の
も
と
、
安
田
町
の
未
来
を
担

う
生
徒
た
ち
の
青
春
の
一
ペ
ー

ジ
に
花
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域

を
知
り
、
安
田
中
の
教
頭
と
し

て
チ
ー
ム
安
田
町
の
一
員
と
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑤
芸
術
鑑
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の

ほ
か
、
書
道
な
ど
を
少
し…

…

。

①
門
田

　悠
暉

②
安
芸
市
（
学
校
法
人 

英
数
学
館 

並
木
学
院
高
等
学
校
）

③
２
年
担
任
　
保
健
体
育

④
中
学
校
で
の
勤
務
は
初
め
て
で

す
が
、
安
田
町
の
輝
か
し
い
子

ど
も
た
ち
が
大
き
く
成
長
し
、

将
来
の
日
本
を
担
う
人
物
に
な

る
よ
う
に
精
い
っ
ぱ
い
サ
ポ
ー

ト
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

⑤
ギ
タ
ー
演
奏
、
ゴ
ル
フ
な
ど

①
益
永

　
　和

②
高
知
市
（
香
南
市
立
夜
須
中
学

校
）

③
１
年
副
担
任
　
数
学

④
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
生
き

生
き
と
輝
い
て
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
安
田
町
に
来

る
の
は
初
め
て
で
す
が
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
ド
ラ
イ
ブ
、
カ
フ
ェ
巡
り

①
田
島

　弘
子

②
南
国
市
（
南
国
市
立
大
湊
小
学

校
）

③
事
務

2018年度
安田ニューフェイス！
　春の教職員人事異動に伴い、町内の小中学校
の教職員に異動がありました。
　転出、退職された先生、本当にありがとうご
ざいました。
　転入された先生につきましては、次のとおり
紹介します。
①氏名　②出身地（前任校）　③担当学年・教
科など　④抱負　⑤趣味など

や
す
お
か

　

  

み

　さ

ふ
く
ど
め

　じ
ゅ
ん
い
ち

い 

と
う

　
　
　

 

せ
い

た
け 

だ

　
　
　

  

あ
い

さ
か 

い

　
　

  

か 

お
り

ま
つ
お
か

　
　

  

ひ
と
し

や
ま
さ
き
え

　り

　か

な
か
ざ
わ

　
　み

　わ

き
た
が
わ

　

 

む
つ 

み

か
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た

　
　ゆ
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き

ま
す
な
が

　
　

  

の
ど
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ま

　

 

ひ
ろ 

こ

安
田
中
学
校

安
田
小
学
校
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平成30年度　町職員人事異動
平成30年4月1日付

経済建設課

高知県

出納室
中山支所
議会事務局

町民生活課

経済建設課
教育委員会

教育委員会

総務課

経済建設課
教育委員会
地域創生課
総務課

経済建設課
地域創生課
総務課
総務課
総務課

町民生活課
出納室

竹 﨑 　 桂 子

川 渕 　 一 也

有 岡 　 憲 作
中 野 　 彰 久
竹 内 　 良 和

町 田 　 知 枝

今 村 　 明 人
西 岡 　 久 司

清 岡 　 智 子

公 文 　 浩 司

窪 田 　 陽 二
今 村 　 明 子
上 村 　 博 文
有 澤 　 朋 哉
西 尾 　 辰 徳
西 山 　 直 樹
白 石 　 敦 世
南 　 幸 太 郎
髙 松 　 拓 也
小 松 　 靖 典
小 松 　 洋 美

職 　 　 名 所 　 　 属 氏 　 　 名

女

男

男
男
男

女

男
男

女

男

男
女
男
男
男
男
女
男
男
男
女

林野庁森林整備部研究指導課
保護企画班企画係長
町民生活課長兼保健センター所長
兼高齢者福祉センター所長
議会事務局長
中芸広域連合介護サービス課長
経済建設課長
教育次長兼社会教育課長
兼文化センター所長
経済建設課長補佐兼農地主監
馬路中学校教頭

会計管理者

総務課長補佐
兼支所長兼中山公民館館長
経済建設課係長
教育委員会主幹
高知県市町村振興課主幹
総務課主幹
総務課主幹
地域創生課主幹
総務課主事
高知県市町村振興課主査（研修）
総務課主事
高知県中山間地域対策課主査（交流）
町民生活課主事

前 　 　 任性 別

◎出向等

西 岡 　 　 律

小 島 　 　 恵

山 本 　 音 大

小 松 　 沙 耶

小 松 　 周 平

久 保 　 匡 史

課 長 補 佐

保　健　師

主 　 　 査

高知県計画推進課主査

主 　 　 事

主 　 　 事

職 　 　 名 所 　 　 属 氏 　 　 名

女

女

男

女

男

男

中芸広域連合（町民生活課主監）

中芸広域連合（町民生活課保健師）

経済建設課主査兼農地主事

町民生活課主事

中芸広域連合（町民生活課主事）

地域創生課主事

前 　 　 任性 別
中芸広域連合
（町民生活課）
中芸広域連合
（町民生活課）
中芸広域連合
（町民生活課）
高知県派遣
（総務課）
中芸広域連合
（町民生活課）

高知県東部観光協議会
（地域創生課）

◎新規採用者

山 本 　 祥 平
片 岡 亜 季 也
谷 岡 　 咲 季
岡 﨑 日 花 莉

主 　 　 事
主 　 　 事
主 　 　 事
主 　 　 事

職 　 　 名 所 　 　 属 氏 　 　 名
男
男
女
女

平成30年4月1日採用
平成30年4月1日採用
平成30年4月1日採用
平成30年4月1日採用

性 別 備 　 　 考
教 育 委 員 会
経 済 建 設 課
町 民 生 活 課
地 域 創 生 課

◎再任用

西 山 　 知 成
職 　 　 名 所 　 　 属 氏 　 　 名

男 専門員（再任用）
前 　 　 任性 別

経済建設課専門員（再任用）

町
　
長
 

黒
岩
　
之
浩

副
町
長
 

南
　
　
順
一

教
育
長
 

内
川
　
一
則

議
会
事
務
局
 
☎
3
8
–
5
1
7
1

局
長
 

竹
内
　
良
和

総
務
課
 

☎
3
8
–
6
7
1
1

課
長
 

西
岡
　
正
貴

課
長
補
佐
 

公
文
　
浩
司

係
長
 

手
島
　
一
憲

係
長
 

有
澤
　
朋
哉

財
政
係
 

南
　
幸
太
郎

国
保
税
係
 

白
石
　
敦
世

住
民
税
・
軽
自
動
車
税
係

髙
松
　
拓
也

【
高
知
県
へ
出
向
】

高
知
県
計
画
推
進
課
へ
派
遣小

松
　
沙
耶

出
納
室
 

☎
3
8
–
2
4
0
0

会
計
管
理
者
 

有
岡
　
憲
作

出
納
係
 

小
松
　
洋
美

選
挙
管
理
委
員
会
 ☎3
8
–
6
7
1
1

書
記
長
 

公
文
　
浩
司

書
記
 

手
島
　
一
憲

書
記
 

有
澤
　
朋
哉

書
記
 

南
　
幸
太
郎

書
記
 

髙
松
　
拓
也

書
記
 

田
村
　
茉
由

町
民
生
活
課
 
☎
3
8
–
6
7
1
2

課
長
 

町
田
　
知
枝

課
長
補
佐
兼
福
祉
館
長
 
小
島
　
貴
介

係
長
 

齊
藤
　
理
恵

環
境
衛
生
係
 

齊
藤
　
一
成

後
期
高
齢
者
医
療
係
 

小
松
　
靖
典

国
民
健
康
保
険
係
 

南
　
　
昌
宏

戸
籍
・
障
害
福
祉
係
 

田
村
　
茉
由

住
基
・
年
金
係
 

谷
岡
　
咲
季

（
新
採
）

保
健
師
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）手

嶋
　
敦
子

地
域
創
生
課
 
☎
3
8
–
6
7
1
3

課
長
 

中
川
　
　
剛

課
長
補
佐
 

竹
内
　
　
律

係
長
 

西
山
　
直
樹

係
長
 

上
村
　
博
文

観
光
係
 

中
野
亜
由
美

広
報
係
 

岡
﨑
日
花
莉

（
新
採
）

経
済
建
設
課
 
☎
3
8
–
6
7
1
4

振
興
監
 

竹
﨑
　
桂
子

課
長
 

今
村
　
明
人

課
長
補
佐
 

窪
田
　
陽
二

係
長
 

西
尾
　
辰
徳

農
業
・
住
宅
係
 

小
松
　
伸
昌

土
木
・
水
産
係
 

横
山
　
和
幸

水
道
・
国
土
調
査
 

髙
井
　
　
勉 

林
業
・
水
産
係
 

片
岡
亜
季
也

（
新
採
）

専
門
員
 

西
山
　
知
成

農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
3
8
–
6
7
1
4

農
業
委
員
会
農
地
主
監
（
兼
務
）

窪
田
　
陽
二

農
業
委
員
会
農
地
係
長
（
兼
務
）

西
尾
　
辰
徳

教
育
委
員
会
事
務
局

 

☎
3
8
–
5
7
1
1

教
育
次
長
兼
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

清
岡
　
智
子

社
会
教
育
課
長
 

西
岡
　
久
司

係
長
 

今
村
　
明
子

社
会
教
育
・
体
育
係
 

中
島
　
明
彦

社
会
教
育
係
 

錢
谷
　
　
健

社
会
教
育
・
体
育
係
 

山
本
　
祥
平

（
新
採
）

研
修
教
諭
 

篠
原
　
有
紀

安
田
さ
く
ら
園
 ☎
3
8
–
6
6
1
8

園
　
　
長
 

隅
田
美
予
子

副 

園 

長
 

有
岡
　
　
公

保
育
教
諭
　
　

　
　
０
歳
児
担
任
 

南
　
　
佐
織

　
　
１
歳
児
担
任
 

中
野
　
聖
文

　
　
２
歳
児
担
任
 

南
　
　
碧
衣

　
　
３
歳
児
担
任
 

小
松
　
知
世

　
　
４
歳
児
担
任
 

伊
吹
　
真
弥    

　
　
５
歳
児
担
任
 

松
本
　
　
愛

調 

理 

員
 

岡
林
　
貴
子 

　
　

　
　
　
　
　

安
田
小
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場

 

☎
3
8
–
6
2
6
1

場
長
 

清
岡
　
智
子

調
理
員
 

横
田
　
美
沙

 

小
笠
原
佳
枝

中
山
支
所
 

☎
3
9
–
2
0
0
8

支
所
長
 

中
野
　
彰
久

窓
口
係
 

長
野
　
早
苗

平
成
30
年
度

職
　員
　配
　置

振　興　監

総務部財政課企画監

会計管理者
支所長兼中山公民館館長

局 　 　 長
課長兼保健センター所長
兼高齢者福祉センター所長

課 　 　 長
社会教育課長
教 育 次 長

兼文化センター所長

課 長 補 佐

課長補佐兼農地主監
係 　 　 長
係 　 　 長
係 　 　 長
係長兼農地係長
係 　 　 長
主 　 　 査
主 　 　 査
主 　 　 査
主 　 　 査

出納室主事兼総務課主事
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平成30年度　町職員人事異動
平成30年4月1日付

経済建設課

高知県

出納室
中山支所
議会事務局

町民生活課

経済建設課
教育委員会

教育委員会

総務課

経済建設課
教育委員会
地域創生課
総務課

経済建設課
地域創生課
総務課
総務課
総務課

町民生活課
出納室

竹﨑　桂子

川渕　一也

有岡　憲作
中野　彰久
竹内　良和

町田　知枝

今村　明人
西岡　久司

清岡　智子

公文　浩司

窪田　陽二
今村　明子
上村　博文
有澤　朋哉
西尾　辰徳
西山　直樹
白石　敦世
南　幸太郎
髙松　拓也
小松　靖典
小松　洋美

職 　 　 名 所 　 　 属 氏 　 　 名

女

男

男
男
男

女

男
男

女

男

男
女
男
男
男
男
女
男
男
男
女

林野庁森林整備部研究指導課
保護企画班企画係長
町民生活課長兼保健センター所長
兼高齢者福祉センター所長
議会事務局長
中芸広域連合介護サービス課長
経済建設課長
教育次長兼社会教育課長
兼文化センター所長
経済建設課長補佐兼農地主監
馬路中学校教頭

会計管理者

総務課長補佐
兼支所長兼中山公民館館長
経済建設課係長
教育委員会主幹
高知県市町村振興課主幹
総務課主幹
総務課主幹
地域創生課主幹
総務課主事
高知県市町村振興課主査（研修）
総務課主事
高知県中山間地域対策課主査（交流）
町民生活課主事

前 　 　 任性 別

◎出向等

西岡　　律

小島　　恵

山本　音大

小松　沙耶

小松　周平

久保　匡史

課 長 補 佐

保　健　師

主 　 　 査

高知県計画推進課主査

主 　 　 事

主 　 　 事

職 　 　 名 所 　 　 属 氏 　 　 名

女

女

男

女

男

男

中芸広域連合（町民生活課主監）

中芸広域連合（町民生活課保健師）

経済建設課主査兼農地主事

町民生活課主事

中芸広域連合（町民生活課主事）

地域創生課主事

前 　 　 任性 別
中芸広域連合
（町民生活課）
中芸広域連合
（町民生活課）
中芸広域連合
（町民生活課）
高知県派遣
（総務課）
中芸広域連合
（町民生活課）

高知県東部観光協議会
（地域創生課）

◎新規採用者

山本　祥平
片岡亜季也
谷岡　咲季
岡﨑日花莉

主 　 　 事
主 　 　 事
主 　 　 事
主 　 　 事

職 　 　 名 所 　 　 属 氏 　 　 名
男
男
女
女

平成30年4月1日採用
平成30年4月1日採用
平成30年4月1日採用
平成30年4月1日採用

性 別 備 　 　 考
教 育 委 員 会
経 済 建 設 課
町 民 生 活 課
地 域 創 生 課

◎再任用

西山　知成
職 　 　 名 所 　 　 属 氏 　 　 名

男 専門員（再任用）
前 　 　 任性 別

経済建設課専門員（再任用）

町
　
長
 

黒
岩
　
之
浩

副
町
長
 

南
　
　
順
一

教
育
長
 

内
川
　
一
則

議
会
事
務
局
 
☎
3
8
–
5
1
7
1

局
長
 

竹
内
　
良
和

総
務
課
 

☎
3
8
–
6
7
1
1

課
長
 

西
岡
　
正
貴

課
長
補
佐
 

公
文
　
浩
司

係
長
 

手
島
　
一
憲

係
長
 

有
澤
　
朋
哉

財
政
係
 

南
　
幸
太
郎

国
保
税
係
 

白
石
　
敦
世

住
民
税
・
軽
自
動
車
税
係

髙
松
　
拓
也

【
高
知
県
へ
出
向
】

高
知
県
計
画
推
進
課
へ
派
遣小

松
　
沙
耶

出
納
室
 

☎
3
8
–
2
4
0
0

会
計
管
理
者
 

有
岡
　
憲
作

出
納
係
 

小
松
　
洋
美

選
挙
管
理
委
員
会
 ☎3
8
–
6
7
1
1

書
記
長
 

公
文
　
浩
司

書
記
 

手
島
　
一
憲

書
記
 

有
澤
　
朋
哉

書
記
 

南
　
幸
太
郎

書
記
 

髙
松
　
拓
也

書
記
 

田
村
　
茉
由

町
民
生
活
課
 
☎
3
8
–
6
7
1
2

課
長
 

町
田
　
知
枝

課
長
補
佐
兼
福
祉
館
長
 
小
島
　
貴
介

係
長
 

齊
藤
　
理
恵

環
境
衛
生
係
 

齊
藤
　
一
成

後
期
高
齢
者
医
療
係
 

小
松
　
靖
典

国
民
健
康
保
険
係
 

南
　
　
昌
宏

戸
籍
・
障
害
福
祉
係
 

田
村
　
茉
由

住
基
・
年
金
係
 

谷
岡
　
咲
季

（
新
採
）

保
健
師
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）手

嶋
　
敦
子

地
域
創
生
課
 
☎
3
8
–
6
7
1
3

課
長
 

中
川
　
　
剛

課
長
補
佐
 

竹
内
　
　
律

係
長
 

西
山
　
直
樹

係
長
 

上
村
　
博
文

観
光
係
 

中
野
亜
由
美

広
報
係
 

岡
﨑
日
花
莉

（
新
採
）

経
済
建
設
課
 
☎
3
8
–
6
7
1
4

振
興
監
 

竹
﨑
　
桂
子

課
長
 

今
村
　
明
人

課
長
補
佐
 

窪
田
　
陽
二

係
長
 

西
尾
　
辰
徳

農
業
・
住
宅
係
 

小
松
　
伸
昌

土
木
・
水
産
係
 

横
山
　
和
幸

水
道
・
国
土
調
査
 

髙
井
　
　
勉 

林
業
・
水
産
係
 

片
岡
亜
季
也

（
新
採
）

専
門
員
 

西
山
　
知
成

農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
3
8
–
6
7
1
4

農
業
委
員
会
農
地
主
監
（
兼
務
）

窪
田
　
陽
二

農
業
委
員
会
農
地
係
長
（
兼
務
）

西
尾
　
辰
徳

教
育
委
員
会
事
務
局

 

☎
3
8
–
5
7
1
1

教
育
次
長
兼
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

清
岡
　
智
子

社
会
教
育
課
長
 

西
岡
　
久
司

係
長
 

今
村
　
明
子

社
会
教
育
・
体
育
係
 

中
島
　
明
彦

社
会
教
育
係
 

錢
谷
　
　
健

社
会
教
育
・
体
育
係
 

山
本
　
祥
平

（
新
採
）

研
修
教
諭
 

篠
原
　
有
紀

安
田
さ
く
ら
園
 ☎
3
8
–
6
6
1
8

園
　
　
長
 

隅
田
美
予
子

副 

園 

長
 

有
岡
　
　
公

保
育
教
諭
　
　

　
　
０
歳
児
担
任
 

南
　
　
佐
織

　
　
１
歳
児
担
任
 

中
野
　
聖
文

　
　
２
歳
児
担
任
 

南
　
　
碧
衣

　
　
３
歳
児
担
任
 

小
松
　
知
世

　
　
４
歳
児
担
任
 

伊
吹
　
真
弥    

　
　
５
歳
児
担
任
 

松
本
　
　
愛

調 

理 

員
 

岡
林
　
貴
子 

　
　

　
　
　
　
　

安
田
小
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場

 

☎
3
8
–
6
2
6
1

場
長
 

清
岡
　
智
子

調
理
員
 

横
田
　
美
沙

 

小
笠
原
佳
枝

中
山
支
所
 

☎
3
9
–
2
0
0
8

支
所
長
 

中
野
　
彰
久

窓
口
係
 

長
野
　
早
苗

平
成
30
年
度

職
　員
　配
　置

振　興　監

総務部財政課企画監

会計管理者
支所長兼中山公民館館長

局 　 　 長
課長兼保健センター所長
兼高齢者福祉センター所長

課 　 　 長
社会教育課長
教 育 次 長

兼文化センター所長

課 長 補 佐

課長補佐兼農地主監
係 　 　 長
係 　 　 長
係 　 　 長
係長兼農地係長
係 　 　 長
主 　 　 査
主 　 　 査
主 　 　 査
主 　 　 査

出納室主事兼総務課主事
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３
月
２５
日
、
第
１０
回
清

流
安
田
川
ウ
ォ
ー
ク
（
町

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
実
行

委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
暖
か
い
春
の

陽
ざ
し
と
桜
が
咲
き
誇
る

な
か
、
約
１２
㎞
の
コ
ー
ス

に
町
内
外
か
ら
１４２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
講
習
を
受
け
、
参

加
者
は
身
体
と
心
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
参
加
者
全
員
で

「
え
い
！
」「
え
い
！
」

「
お
ー
！
」
と
威
勢
よ

く
掛
け
声
を
あ
げ
、
町

文
化
セ
ン
タ
ー
を
出

発
。

　
昼
食
場
所
の
旧
中
山

小
中
学
校
体
育
館
で

は
、
中
山
合
同
女
性
部

に
よ
る
、
山
芋
汁
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
味
工
房
じ
ね
ん
で

は
、
手
作
り
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
味
わ
い
な

が
ら
、
参
加
者
は
、
安

田
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
楽

し
み
、
他
の

参
加
者
と
も

親
睦
を
深
め
、

思
い
思
い
の

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
、
清
々

し
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
マ
ン
ゴ
ー
大
福

「
安
田
の
白
い
夢
」
を
参
加

者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

本
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　
今
回
、
コ
ー
ス
の
清
掃

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
Ｊ

Ａ
土
佐
あ
き
青
壮
年
部
安

田
支
部
・
東
島
自
治
会
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
大
会

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

硬
式
空
手
　
組
手

　
幼
年
年
中
の
部

　
　
準
優
勝
　
松
本
　
　
将

　
　
第
３
位
　
黒
岩
　
怜
央

　
　
第
３
位
　
安
岡
龍
乃
介

　
小
学
生
女
子
３
年
の
部

　
　
準
優
勝
　
中
島
　
悠
愛

　
　
第
３
位
　
安
岡
穂
乃
夏

　
小
学
生
女
子
５
年
の
部

　
　
優
　
勝
　
黒
岩
　
美
佑

　
　
第
３
位
　
中
島
　
愛
琶

　
小
学
生
女
子
６
年
の
部

　
　
優
　
勝
　
豊
田
　
希
花

　
小
学
生
男
子
６
年
の
部

　
　
準
優
勝
　
豊
田
　
琉
万

　
　
敢
闘
賞
・
奨
励
賞

　
　
　
　
　
　
岳
本
　
幸
星

沖
縄
又
吉
古
武
道

　
小
学
３
・
４
年
生
の
部

　
　
準
優
勝
　
安
岡
穂
乃
夏

沖
縄
古
武
道

　
小
学
３
・
４
年
生
の
部

　
　
優
　
勝
　
安
岡
穂
乃
夏

　
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　
　
優
　
勝
　
豊
田
　
希
花

　
　
準
優
勝
　
黒
岩
　
美
佑

　
有
級
の
部

　
　
優
　
勝
　
丘
本
　
　
保

　
３
月
１１
日
に
「
第
８
回
高
知

県
東
部
硬
式
空
手
道
選
手
権
大

会
・
沖
縄
又
吉
古
武
道
高
知
県

東
部
選
手
権
大
会
・
沖
縄
古
武

道
高
知
県
東
部
選
手
権
大
会
」

が
結
い
の
丘
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
県
内
外
か
ら
、
過
去
最
多
と

な
る
２１２
人
の
選
手
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、
本
町
の
拳
法
教
室
生

（
志
道
館
）
も
健
闘
し
ま
し
た

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　安
田
川
の
自
然
を
満
喫
！

盛
況
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会あ

ん 

た

本町の教室生大健闘

つれ  づれ

～中山はどんどん元気になりゆうで～徒然なかやま 安田町ふるさと応援隊・5月のお便り安田町ふるさと応援隊・5月のお便り
つれ  づれ

集落活動センターなかやま・応援隊へのお問い合わせ、ご意見、ご要望は、
　　　　　   　☎３０－１７５０、FAX30－1826までお気軽に！ ^○^

☆中山健康教室開催中☆ 
　内容は「ピラティス」という健康体操です。
　ドイツ人の看護師さんが考えたエクササイズで年齢や運動経験に関係なく、どなたでも安心して行える運動で
す。日程は５月７日（月）、５月２１日（月）、時間は１９：００～２０：００まで。場所は集落活動センターなかやまの活動室
です。参加費は無料、運動のできる服装で、床に敷く用のバスタオルや運動後の飲み物等を持参してください。

安田小学生の椎茸駒打ち体験
　３月１５日、集落活動センターで安田小学校の２年生（現３年生）が、毎年恒例となった椎茸の種駒打ち体験を行いま
した。地元の方を講師に招き、
椎茸の生態を教わりながら、
３０本ほどのクヌギの木に種駒
を植え付けました。
　この催しは毎年３月に、中山
を元気にする会主催で行われ
ている行事で、２年後に成長し
た椎茸は、児童たちの元へ届
けられる予定になっています。

☆コミュニティカフェ・よってん屋の営業日☆ よってん屋の5月の開催は、15日（火）・25日（金）です。
お気軽にお越しください。

椎茸駒打ち体験の風景、みんな頑張って植え付けしてますね！

　４月５日に開催された安田町庁舎建設検討委員
会に、新庁舎建設事業の契約内容等について報
告・説明を行いました。
　会議では、町執行部から事業実施の経過や設
計施工プロポーザルの実施結果等を報告したほ
か、事業受注者も出席し、プロポーザルの提案
内容や今後の事業実施計画等について説明を行
い、委員からは、アクセス道路や周辺住民対応
等について意見が出されました。
　今後のスケジュールとしては、夏頃に住民説
明会やワークショップ、パブリックコメント（意
見公募）を実施する計画としており、皆さまか
ら様々なご意見をお寄せいただき、より良い庁
舎づくりを進めていきたいと考えております。

安田町庁舎建設検討委員会に
新庁舎建設事業の契約内容等を報告しました。
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３
月
２５
日
、
第
１０
回
清

流
安
田
川
ウ
ォ
ー
ク
（
町

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
実
行

委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
暖
か
い
春
の

陽
ざ
し
と
桜
が
咲
き
誇
る

な
か
、
約
１２
㎞
の
コ
ー
ス

に
町
内
外
か
ら
１４２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
講
習
を
受
け
、
参

加
者
は
身
体
と
心
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
参
加
者
全
員
で

「
え
い
！
」「
え
い
！
」

「
お
ー
！
」
と
威
勢
よ

く
掛
け
声
を
あ
げ
、
町

文
化
セ
ン
タ
ー
を
出

発
。

　
昼
食
場
所
の
旧
中
山

小
中
学
校
体
育
館
で

は
、
中
山
合
同
女
性
部

に
よ
る
、
山
芋
汁
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
味
工
房
じ
ね
ん
で

は
、
手
作
り
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
味
わ
い
な

が
ら
、
参
加
者
は
、
安

田
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
楽

し
み
、
他
の

参
加
者
と
も

親
睦
を
深
め
、

思
い
思
い
の

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
、
清
々

し
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
マ
ン
ゴ
ー
大
福

「
安
田
の
白
い
夢
」
を
参
加

者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

本
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　
今
回
、
コ
ー
ス
の
清
掃

に
ご
協
力
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だ
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Ｊ
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佐
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安
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支
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・
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島
自
治
会
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
大
会

運
営
に
ご
協
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た
だ
き

ま
し
た
皆
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ん
に
お
礼
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上
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ま
す
。
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有
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３
月
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日
に
「
第
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回
高
知
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空
手
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大

会
・
沖
縄
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道
高
知
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部
選
手
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大
会
・
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縄
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武

道
高
知
県
東
部
選
手
権
大
会
」

が
結
い
の
丘
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
県
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か
ら
、
過
去
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な
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人
の
選
手
が
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を
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げ
、
本
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の
拳
法
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（
志
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）
も
健
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し
ま
し
た

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　安
田
川
の
自
然
を
満
喫
！

盛
況
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会あ

ん 

た

本町の教室生大健闘

つれ  づれ

～中山はどんどん元気になりゆうで～徒然なかやま 安田町ふるさと応援隊・5月のお便り安田町ふるさと応援隊・5月のお便り
つれ  づれ

集落活動センターなかやま・応援隊へのお問い合わせ、ご意見、ご要望は、
　　　　　   　☎３０－１７５０、FAX30－1826までお気軽に！ ^○^

☆中山健康教室開催中☆ 
　内容は「ピラティス」という健康体操です。
　ドイツ人の看護師さんが考えたエクササイズで年齢や運動経験に関係なく、どなたでも安心して行える運動で
す。日程は５月７日（月）、５月２１日（月）、時間は１９：００～２０：００まで。場所は集落活動センターなかやまの活動室
です。参加費は無料、運動のできる服装で、床に敷く用のバスタオルや運動後の飲み物等を持参してください。

安田小学生の椎茸駒打ち体験
　３月１５日、集落活動センターで安田小学校の２年生（現３年生）が、毎年恒例となった椎茸の種駒打ち体験を行いま
した。地元の方を講師に招き、
椎茸の生態を教わりながら、
３０本ほどのクヌギの木に種駒
を植え付けました。
　この催しは毎年３月に、中山
を元気にする会主催で行われ
ている行事で、２年後に成長し
た椎茸は、児童たちの元へ届
けられる予定になっています。

☆コミュニティカフェ・よってん屋の営業日☆ よってん屋の5月の開催は、15日（火）・25日（金）です。
お気軽にお越しください。

椎茸駒打ち体験の風景、みんな頑張って植え付けしてますね！

　４月５日に開催された安田町庁舎建設検討委員
会に、新庁舎建設事業の契約内容等について報
告・説明を行いました。
　会議では、町執行部から事業実施の経過や設
計施工プロポーザルの実施結果等を報告したほ
か、事業受注者も出席し、プロポーザルの提案
内容や今後の事業実施計画等について説明を行
い、委員からは、アクセス道路や周辺住民対応
等について意見が出されました。
　今後のスケジュールとしては、夏頃に住民説
明会やワークショップ、パブリックコメント（意
見公募）を実施する計画としており、皆さまか
ら様々なご意見をお寄せいただき、より良い庁
舎づくりを進めていきたいと考えております。

安田町庁舎建設検討委員会に
新庁舎建設事業の契約内容等を報告しました。
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日本遺産協議会の新年度事業について
幹事会・総会を開催しました！

　３月２２日に日本遺産協議会の幹事会、３月２７日に総会を開催しました。総会では、各地域の代表者らが集ま

り、平成３０年度の取り組みや予算の協議が行われ、承認されました。昨年度手作り体験や見学ツアーなどを行い、

大変好評を頂いた「ゆずＦｅｓ」の開催やＢＳ-ＴＢＳの人気番組「日本遺産」での放送、日本遺産サミットなどへ

の参加やブース出店など、中芸の魅力をより多くの人に伝える活動を続 と々行う予定です。新年度となり、新たな

１年も中芸の日本遺産の魅力を県内外の方に発信していきますのでよろしくお願いいたします。

・日本遺産事務局の事業執行新体制についてお知らせ
　中芸５町村の連携をより深め、日本遺産の魅力をさらに発信すべ

く、４月１日から事務局を中芸広域体育館内に移転し、事務局員とし

て各町村から駐在職員を配置しました。駐在職員は以下の４人とな

ります。誠心誠意取り組ませていただきますのでよろしくお願いいたし

ます。

　【中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局】

　事務局長　　 内川 博史　（安田町：前列左）

　事務局次長　 吉田 宗明　（北川村：前列右）

　事務局員　　 高橋 晃　　（馬路村：後列右）

　事務局員　　 成岡 雅歩　（奈半利町：後列左）

問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

　　　　　　　（中芸広域体育館内）　☎30-1865

　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX30-1866

　　　　　　　e-mail: yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp

日本遺産
Story #051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.10～

•高知の特産品振興、応援しています！
•かつて四国に住んだことがあり、高知県にも何度も行ったことがあります。太陽の光
がさんさんと降り注ぐ南国。御町のますますのご発展をお祈りしています。

•高知は自然も人も良い土地。後世に豊かな自然と日本の情景を残してください。
•地域の発展が日本を救う！
•去年も縁あって寄附しました。いつか安田町行ってみたいです。安田朗可愛いです。
•Ｔｗｉｔｔｅｒで見つけて可愛さに惚れました。グッズが当たらなかったので、ぜひ手に入れたいと
思いこちらに納税させていただきます。
•これからもおいしい野菜を作ってください。
•安田朗君にいつもおいしい物を教えてもらって、楽しみが増えたよ。２月にはまるごと高知に来てくれてあり
がとう。また東京に来てくれる日を楽しみにしています。これからも安田朗君と安田町を応援しています。

•ぜひ美しい街を作ってください。
•去年も安田町へふるさと納税しました。可愛い安田朗君に癒やされます。ぜひ安田朗君の活動に生かしていた
だければと思います。
•金額が少ないですが、活用してください。地球の豊かな自然を守り育む知恵を大切に、これからもおいしいお
品をおすそ分けいただけますように。

ふるさと納税寄附者の皆さんからの応援メッセージを紹介します
平成30年3月の
応援メッセージ

　
３
月
１８
日
、
第
９
回
じ
ね
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じ
ょ
カ
ッ
プ
ｉｎ
安
田
ペ
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催
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安
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中
学
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グ
ラ
ウ
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催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
大
会
は
３
人
１
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の
ト
リ
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ル
で
、
本
町
か
ら
は
、
２
チ
ー
ム

が
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し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
も
良
く
県
内
外

か
ら
２０
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦

を
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り
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げ
、
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タ
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を
通
じ

て
交
流
と
親
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を
深
め
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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３
位
　
琴
ヶ
浜
　
　
（
芸
西
）
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﨑
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じねんじょカップ in 安田ペタンク大会

　３月２５日愛媛県松山市で開催された「お城下スプリングフェスタ
２０１８」に、安田町のキャラクター安田朗が参加し、まちなかラリー
イベントや特産品の販売を行いました。
　当日は、松山市中心街にある通りを歩行者天国にして、ひめきゅ
んフルーツ缶やくまモンのステージなどが行われ、安田朗もキャラ
クターのモチーフとなった特産品や、安田朗グッズについて紹介し
ました。
　愛媛県のキャラクターみきゃんのラリーイベントでは、安田朗が
ラリーシールや町のパンフレットを配付し、休日の家族連れや四国

内外から訪れたキャラクターファンの方と、一緒に写真を撮ったり、新しく発売されたグッズ等を販売し、安田町を
広くＰＲしました。
　また、４月１日東京都品川で行われたアイドル歌手、寺嶋由芙さん
のコンサートでは、安田朗が、開演前にグリーティングやノベルティ
の配付を行い、ステージでは、自己紹介や楽曲にあわせてダンスも
披露しました。
　コンサートに訪れた方から、「安田朗が出演すると聞いたから、来た
よ！」、「安田朗って安田川の鮎がモチーフなんだね。」と声をかけても
らったり、写真撮影や触れ合いを楽しみながら、安田町をＰＲしました。

安田朗が愛媛県・東京都で安田町をPR安田朗が愛媛県・東京都で安田町をPR
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日本遺産協議会の新年度事業について
幹事会・総会を開催しました！

　３月２２日に日本遺産協議会の幹事会、３月２７日に総会を開催しました。総会では、各地域の代表者らが集ま

り、平成３０年度の取り組みや予算の協議が行われ、承認されました。昨年度手作り体験や見学ツアーなどを行い、

大変好評を頂いた「ゆずＦｅｓ」の開催やＢＳ-ＴＢＳの人気番組「日本遺産」での放送、日本遺産サミットなどへ

の参加やブース出店など、中芸の魅力をより多くの人に伝える活動を続 と々行う予定です。新年度となり、新たな

１年も中芸の日本遺産の魅力を県内外の方に発信していきますのでよろしくお願いいたします。

・日本遺産事務局の事業執行新体制についてお知らせ
　中芸５町村の連携をより深め、日本遺産の魅力をさらに発信すべ

く、４月１日から事務局を中芸広域体育館内に移転し、事務局員とし

て各町村から駐在職員を配置しました。駐在職員は以下の４人とな

ります。誠心誠意取り組ませていただきますのでよろしくお願いいたし

ます。

　【中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局】

　事務局長　　 内川 博史　（安田町：前列左）

　事務局次長　 吉田 宗明　（北川村：前列右）

　事務局員　　 高橋 晃　　（馬路村：後列右）

　事務局員　　 成岡 雅歩　（奈半利町：後列左）

問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

　　　　　　　（中芸広域体育館内）　☎30-1865

　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX30-1866

　　　　　　　e-mail: yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp

日本遺産
Story #051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.10～

•高知の特産品振興、応援しています！
•かつて四国に住んだことがあり、高知県にも何度も行ったことがあります。太陽の光
がさんさんと降り注ぐ南国。御町のますますのご発展をお祈りしています。

•高知は自然も人も良い土地。後世に豊かな自然と日本の情景を残してください。
•地域の発展が日本を救う！
•去年も縁あって寄附しました。いつか安田町行ってみたいです。安田朗可愛いです。
•Ｔｗｉｔｔｅｒで見つけて可愛さに惚れました。グッズが当たらなかったので、ぜひ手に入れたいと
思いこちらに納税させていただきます。
•これからもおいしい野菜を作ってください。
•安田朗君にいつもおいしい物を教えてもらって、楽しみが増えたよ。２月にはまるごと高知に来てくれてあり
がとう。また東京に来てくれる日を楽しみにしています。これからも安田朗君と安田町を応援しています。

•ぜひ美しい街を作ってください。
•去年も安田町へふるさと納税しました。可愛い安田朗君に癒やされます。ぜひ安田朗君の活動に生かしていた
だければと思います。
•金額が少ないですが、活用してください。地球の豊かな自然を守り育む知恵を大切に、これからもおいしいお
品をおすそ分けいただけますように。

ふるさと納税寄附者の皆さんからの応援メッセージを紹介します
平成30年3月の
応援メッセージ
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じねんじょカップ in 安田ペタンク大会

　３月２５日愛媛県松山市で開催された「お城下スプリングフェスタ
２０１８」に、安田町のキャラクター安田朗が参加し、まちなかラリー
イベントや特産品の販売を行いました。
　当日は、松山市中心街にある通りを歩行者天国にして、ひめきゅ
んフルーツ缶やくまモンのステージなどが行われ、安田朗もキャラ
クターのモチーフとなった特産品や、安田朗グッズについて紹介し
ました。
　愛媛県のキャラクターみきゃんのラリーイベントでは、安田朗が
ラリーシールや町のパンフレットを配付し、休日の家族連れや四国

内外から訪れたキャラクターファンの方と、一緒に写真を撮ったり、新しく発売されたグッズ等を販売し、安田町を
広くＰＲしました。
　また、４月１日東京都品川で行われたアイドル歌手、寺嶋由芙さん
のコンサートでは、安田朗が、開演前にグリーティングやノベルティ
の配付を行い、ステージでは、自己紹介や楽曲にあわせてダンスも
披露しました。
　コンサートに訪れた方から、「安田朗が出演すると聞いたから、来た
よ！」、「安田朗って安田川の鮎がモチーフなんだね。」と声をかけても
らったり、写真撮影や触れ合いを楽しみながら、安田町をＰＲしました。

安田朗が愛媛県・東京都で安田町をPR安田朗が愛媛県・東京都で安田町をPR
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　今回は“眠り”についてご紹介します。ストレスも感じやすいこの時期。
　睡眠が不足すると、いらいらしたり、眠くなったり、元気がなくなったりして、日常生活に悪影響を及ぼすことも…。
　１日中、活発に動いた脳は、“眠り”によって休息します。そして、眠っている間に、体内では新陳代謝が高まり、
免疫細胞が体内を点検するなど、体のメンテナンス作業が行われています。環境を整え、質の高い睡眠をとって、
心身を十分に休めましょう。

◎睡眠の質を高めるために
朝　毎日同じ時刻に起床して朝日を浴び、体内時計をスイッチオン！
　「睡眠と覚醒」のリズムを整える、イチバンの方法は、朝起きたときに日光を浴びること。太陽光のもつ

強い覚醒作用が、脳をパッチリ目覚めさせてくれるのです。

　できるだけ同じ時刻に起床し、朝の光を全身で受けとめましょう。

　

昼　適度な運動を取り入れよう！
　適度な体の疲労が寝つきを促してくれます。ウォーキングやジョギングが有効で、２０～３０分間行うのが

お勧めです。仕事の都合でまとまった時間をとれない方は、寝る前に布団の上でストレッチをして筋肉を

ほぐし、体をリラックスさせてあげるとよいでしょう。

　

夜　ぬるめの入浴、音楽、香り、ストレッチングなどで就寝前にリラックス♪
　眠る１～２時間前にすることを習慣づけておくと、身体も脳も眠りの準備に入りやすくなります。好きな

本を読んだり、音楽を聴いたりと、ゆったりした気分で過ごしましょう。

　眠りにつくとき、体の深部の体温は、代謝量を抑えようとして低下します。体温が低下し安静状態にな

ると自然に眠たくなるのです。お風呂に入ると、体の表面温度は上がるものの、逆に深部の体温は下がり

内臓の働きも鈍くなります。

　入浴が深部体温を下げるキッカケとなり心地よく眠れるのです。

　

布団に入る3時間前には食べない！
　代謝機能が低下している睡眠中に胃腸を働かせると、エネルギーがそちらに消費されるため深い睡眠が

とれなくなります。タンパク質や脂肪の消化には２～３時間要することを頭において、食事をとる時間に注

意しましょう。

▶睡眠と食欲の関係
　睡眠不足になると、食欲を増進させる働きを持つグレリンという物質が分泌され、反対に食欲を抑え
るレプチンが減少して食べ過ぎを招きます。要注意！！

問い合わせ先　町保健センター　☎３８－６６７８　FAX38－6679

健 康 手 帳

よりよい睡眠をとるために　

　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、毎月１回「町長
室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。
　日ごろ感じていることや役場への提言など、皆さんのご意見をお聞かせください。

5月の「町長室開放日」及び
町長中山支所勤務日について

　◆町長室開放日　　5月16日（水） 　◆中山支所勤務日　　5月25日（金）
　◎基　準　時　間 午前１０：００から１２：００まで ／ 午後２：００から５：００まで

　※来客の状況により、若干お待ちいただく場合がありますのでご了承ください。

　今年も9月1日の佳日に県内5会場で、高知新聞社・RKC高知放送・高知新聞社会福祉事業団の主催によ

る、「金婚夫婦祝福式典」を次のとおり実施します。

資　　　　　格　昭和43年1月1日から同年12月31日までに婚姻届をしている高知県在住のご夫婦（それ以前の届け

出でも初めて申し込む方は可）

※事情により婚姻届が遅れた方は係にご相談ください。

式　典　日　時　平成30年9月1日（土）午後2時開始

場　　　　　所　安芸市 ホテルタマイ（対象市町村：安芸市、室戸市、安芸郡全町村）

内　　　　　容　関係各位からご祝辞をいただき、祝辞状やおよろこびの品々を贈呈して祝福します。

参加者への通知　8月上旬ごろに直接ハガキでご案内します。

申し込み方法　便箋あるいは申し込み用紙に ①氏名（ふりがな）②生年月日　③年齢　④職業　⑤郵便番号　

⑥住所　⑦電話番号　⑧結婚記念日　⑨氏名等の新聞掲載の可否を明記し、郵送またはご持参く

ださい。インターネット（スマートフォン、タブレット端末、パソコン）からも申し込みできます。

※申し込み用紙およびインターネットによる申し込みは、高知新聞企業ホームページ

（https：//www.kochi-sk.co.jp/event/kinkon/html）で詳細をご確認ください。

申し込み期限　平成30年6月18日（月）まで（必着）

※個人情報の取り扱いに関して

応募の際にご記入いただいた個人情報は、高知新聞紙面での氏名・市町村名の紹介、運営上の管

理及び本人への連絡の用途に限り利用いたします。

申し込み、問い合わせ

〒780-8666　高知市本町3丁目2-15

株式会社 高知新聞企業 事業企画部内「金婚式」係

　担当　山﨑裕一郎

☎088-825-4328　FAX 088-825-4323

E-mail y-yamasaki@kochi-sk.co.jp

第61回 金婚夫婦祝福式典のお知らせ



⑲ ⑱広 報 や す だ 平成30年（2018） 5 月 1 日 広 報 や す だ 平成30年（2018） 5 月 1 日No.629No.629

　今回は“眠り”についてご紹介します。ストレスも感じやすいこの時期。
　睡眠が不足すると、いらいらしたり、眠くなったり、元気がなくなったりして、日常生活に悪影響を及ぼすことも…。
　１日中、活発に動いた脳は、“眠り”によって休息します。そして、眠っている間に、体内では新陳代謝が高まり、
免疫細胞が体内を点検するなど、体のメンテナンス作業が行われています。環境を整え、質の高い睡眠をとって、
心身を十分に休めましょう。

◎睡眠の質を高めるために
朝　毎日同じ時刻に起床して朝日を浴び、体内時計をスイッチオン！
　「睡眠と覚醒」のリズムを整える、イチバンの方法は、朝起きたときに日光を浴びること。太陽光のもつ

強い覚醒作用が、脳をパッチリ目覚めさせてくれるのです。

　できるだけ同じ時刻に起床し、朝の光を全身で受けとめましょう。

　

昼　適度な運動を取り入れよう！
　適度な体の疲労が寝つきを促してくれます。ウォーキングやジョギングが有効で、２０～３０分間行うのが

お勧めです。仕事の都合でまとまった時間をとれない方は、寝る前に布団の上でストレッチをして筋肉を

ほぐし、体をリラックスさせてあげるとよいでしょう。

　

夜　ぬるめの入浴、音楽、香り、ストレッチングなどで就寝前にリラックス♪
　眠る１～２時間前にすることを習慣づけておくと、身体も脳も眠りの準備に入りやすくなります。好きな

本を読んだり、音楽を聴いたりと、ゆったりした気分で過ごしましょう。

　眠りにつくとき、体の深部の体温は、代謝量を抑えようとして低下します。体温が低下し安静状態にな

ると自然に眠たくなるのです。お風呂に入ると、体の表面温度は上がるものの、逆に深部の体温は下がり

内臓の働きも鈍くなります。

　入浴が深部体温を下げるキッカケとなり心地よく眠れるのです。

　

布団に入る3時間前には食べない！
　代謝機能が低下している睡眠中に胃腸を働かせると、エネルギーがそちらに消費されるため深い睡眠が

とれなくなります。タンパク質や脂肪の消化には２～３時間要することを頭において、食事をとる時間に注

意しましょう。

▶睡眠と食欲の関係
　睡眠不足になると、食欲を増進させる働きを持つグレリンという物質が分泌され、反対に食欲を抑え
るレプチンが減少して食べ過ぎを招きます。要注意！！

問い合わせ先　町保健センター　☎３８－６６７８　FAX38－6679

健 康 手 帳

よりよい睡眠をとるために　

　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、毎月１回「町長
室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。
　日ごろ感じていることや役場への提言など、皆さんのご意見をお聞かせください。

5月の「町長室開放日」及び
町長中山支所勤務日について

　◆町長室開放日　　5月16日（水） 　◆中山支所勤務日　　5月25日（金）
　◎基　準　時　間 午前１０：００から１２：００まで ／ 午後２：００から５：００まで

　※来客の状況により、若干お待ちいただく場合がありますのでご了承ください。

　今年も9月1日の佳日に県内5会場で、高知新聞社・RKC高知放送・高知新聞社会福祉事業団の主催によ

る、「金婚夫婦祝福式典」を次のとおり実施します。

資　　　　　格　昭和43年1月1日から同年12月31日までに婚姻届をしている高知県在住のご夫婦（それ以前の届け

出でも初めて申し込む方は可）

※事情により婚姻届が遅れた方は係にご相談ください。

式　典　日　時　平成30年9月1日（土）午後2時開始

場　　　　　所　安芸市 ホテルタマイ（対象市町村：安芸市、室戸市、安芸郡全町村）

内　　　　　容　関係各位からご祝辞をいただき、祝辞状やおよろこびの品々を贈呈して祝福します。

参加者への通知　8月上旬ごろに直接ハガキでご案内します。

申し込み方法　便箋あるいは申し込み用紙に ①氏名（ふりがな）②生年月日　③年齢　④職業　⑤郵便番号　

⑥住所　⑦電話番号　⑧結婚記念日　⑨氏名等の新聞掲載の可否を明記し、郵送またはご持参く

ださい。インターネット（スマートフォン、タブレット端末、パソコン）からも申し込みできます。

※申し込み用紙およびインターネットによる申し込みは、高知新聞企業ホームページ

（https：//www.kochi-sk.co.jp/event/kinkon/html）で詳細をご確認ください。

申し込み期限　平成30年6月18日（月）まで（必着）

※個人情報の取り扱いに関して

応募の際にご記入いただいた個人情報は、高知新聞紙面での氏名・市町村名の紹介、運営上の管

理及び本人への連絡の用途に限り利用いたします。

申し込み、問い合わせ

〒780-8666　高知市本町3丁目2-15

株式会社 高知新聞企業 事業企画部内「金婚式」係

　担当　山﨑裕一郎

☎088-825-4328　FAX 088-825-4323

E-mail y-yamasaki@kochi-sk.co.jp

第61回 金婚夫婦祝福式典のお知らせ
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　高齢化社会の現在、介護は誰にでも起こりうる問題になっています。家
族が抱えてきた介護の不安や負担を解消するために介護保険制度が実施さ
れています。
　介護保険（介護サービス費等）の財源は、国や県、市町村の負担のほか、
みなさんが納める保険料でまかなわれています。介護が必要となったとき
に誰もが安心してサービスを利用できるように、保険料は納期内に納める
よう心がけましょう。

みなさんが納める介護保険料は、公費（国、県、市町村の負担金）
と合わせて介護保険制度を健全に運営していくための大切な財源
となります。

平成３０年度～３２年度（第７期）の介護保険料の改定により、６５歳以上の方の介護保険
料は、以下のとおりとなりました。
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社協あったかふれあいセンター事業　5・6月の予定　　
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13:30～
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13:30～
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曜日

月

火

水

木

金

時　間 場　所
保健センター
福祉館　

東島老人憩いの家
集落活動センター
ふれあいセンター
保健センター
唐浜老人里の家
福祉館

ふれあいセンター
間下集会所
保健センター

せせらぎの郷小川
不動集会所

集落活動センター
和田集会所
唐浜老人里の家
東谷集会所

　詳しくは、
　町社会福祉協議会（☎38ー5500　FAX 38ー6878
　担当：東・竹内）
　までお問い合わせください。

　各会場で体操の他にもレクリエーション・脳トレなどさま
ざまな活動を行っています。

件　　数 死　　者 傷　　者

件　　数 死　　者 傷　　者

累　計

３０年

２９年

増減

３０年

２９年

増減

件　　　　数

死　　　　者

傷　者
重　傷

軽　傷

物　　　　　　損

人

　
　
　身

１４３

２０７

△６４

４４５

５４８

△１０３

０

３

△３

８

１０

△２

６

１３

△７

２１

３４

△１３

０

０

０

０

１

△１

６

１６

△１０

２７

４４

△１７

０

０

０

０

６

２

０

０

３

１７

３月計

１３４

１８０

△４６

４１０

４７９

△６９

交通事故の概況
（平成３０年１月１日～３月３１日）

１.県内

２.安芸署管内

３.安田町発生件数

（　）内は３月発生件数

（　）内は３月発生件数

※１、２は物損を除く

～行事予定～
◎5/15（火） ときめき中山（音レク）（集落活動センター　10：15～） 
◎5/21（月） 若鮎会（音楽レク）（保健センター　機能回復室13：45～）
 （音楽レク…音楽療法士の森岡由紀先生を招いて懐かしい歌を楽器を使って歌います）
◎5/24（木） 認知症予防交流会（文化センター　多目的ホール　13：30～） 
 （口腔ケア講座「歯無しにならない話」…安芸福祉保健所　高橋　環氏の講話があります）
◎5/31（木） ほたるメンバー　ゆずみどりとの交流（保健センター）
 ほたるカフェのメンバーと北川村のゆずみどりの方と楽しく料理をし、交流をします。
◎6/13（水） ほたるの会（音楽レク）（保健センター　機能回復室10：30～） 
 （音楽レク…音楽療法士の森岡由紀先生を招いて懐かしい歌を楽器を使って歌います） 

介護保険料改定のお知らせ
平成30年度～平成32年度（第7期）平成30年度～平成32年度（第7期）

介護サービス費用の財源内訳

介護サービスの
利用者負担（1割または2割～3割)

65歳以上：
23％ 国：25％

公費負担介護保険料

市町村：
12.5％

40～64歳：
27％

県：
12.5％

+
介護保険料については、介護保険法及び中芸広域連合
介護保険条例により定められています。

介護保険料

中芸広域連合　介護サービス課
〒781-6410　田野町1456番地41/☎32-1165　FAX32-1195

段　階 所得に応じた区分 月額保険料 年額保険料 備　　考

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

基準額×0.45

基準額×0.75

基準額×0.75

基準額×0.90

基準額

基準額×1.20

基準額×1.30

基準額×1.50

基準額×1.70

31,860円

53,100円

53,100円

63,720円

70,800円

84,960円

92,040円

106,200円

120,360円

2,655円

4,425円

4,425円

5,310円

5,900円

7,080円

7,670円

8,850円

10,030円

生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯または住民
税非課税世帯で前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人

住民税非課税世帯で、前年の合計所得金額＋課税年金等収入額が80万円
超120万円以下の人

住民税非課税世帯で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が120万円
超の人

同じ世帯に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税で、前年の合計
所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人

同じ世帯に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税で、第4段階以外
の人

本人が住民税を課税され、前年の合計所得金額が120万円未満の人

本人が住民税を課税され、前年の合計所得金額が120万円以上200万円未
満の人

本人が住民税を課税され、前年の合計所得金額が200万円以上300万円未
満の人

本人が住民税を課税され、前年の合計所得金額が300万円以上の人

・5/  7（月）14：00～東島老人憩いの家
・5/  8（火）10：00～ふれあいセンター
・5/  8（火）13：00～ときめき中山
・5/  9（水）10：30～ほたるの会

・5/10（木） 9：40～福祉館
・5/10（木）13：30～間下
・5/11（金）11：00～せせらぎの郷　小川
・5/11（金）13：40～東谷

・5/14（月）13：45～若鮎会 
・5/16（水）13：30～唐浜

・防犯教室
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Ｈ
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㉑ ⑳広 報 や す だ 平成30年（2018） 5 月 1 日 広 報 や す だ 平成30年（2018） 5 月 1 日No.629No.629

　高齢化社会の現在、介護は誰にでも起こりうる問題になっています。家
族が抱えてきた介護の不安や負担を解消するために介護保険制度が実施さ
れています。
　介護保険（介護サービス費等）の財源は、国や県、市町村の負担のほか、
みなさんが納める保険料でまかなわれています。介護が必要となったとき
に誰もが安心してサービスを利用できるように、保険料は納期内に納める
よう心がけましょう。

みなさんが納める介護保険料は、公費（国、県、市町村の負担金）
と合わせて介護保険制度を健全に運営していくための大切な財源
となります。

平成３０年度～３２年度（第７期）の介護保険料の改定により、６５歳以上の方の介護保険
料は、以下のとおりとなりました。

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

社協あったかふれあいセンター事業　5・6月の予定　　

10:00～

13:30～

10:00～

10:00～
13:30～
9:30～
10:00～

13:30～

10:00～

13:30～

曜日

月

火

水

木

金

時　間 場　所
保健センター
福祉館　

東島老人憩いの家
集落活動センター
ふれあいセンター
保健センター
唐浜老人里の家
福祉館

ふれあいセンター
間下集会所
保健センター

せせらぎの郷小川
不動集会所

集落活動センター
和田集会所
唐浜老人里の家
東谷集会所

　詳しくは、
　町社会福祉協議会（☎38ー5500　FAX 38ー6878
　担当：東・竹内）
　までお問い合わせください。

　各会場で体操の他にもレクリエーション・脳トレなどさま
ざまな活動を行っています。

件　　数 死　　者 傷　　者

件　　数 死　　者 傷　　者

累　計

３０年

２９年

増減

３０年

２９年

増減

件　　　　数

死　　　　者

傷　者
重　傷

軽　傷

物　　　　　　損

人

　
　
　身

１４３

２０７

△６４

４４５

５４８

△１０３

０

３

△３

８

１０

△２

６

１３

△７

２１

３４

△１３

０

０

０

０

１

△１

６

１６

△１０

２７

４４

△１７

０

０

０

０

６

２

０

０

３

１７

３月計

１３４

１８０

△４６

４１０

４７９

△６９

交通事故の概況
（平成３０年１月１日～３月３１日）

１.県内

２.安芸署管内

３.安田町発生件数

（　）内は３月発生件数

（　）内は３月発生件数

※１、２は物損を除く

～行事予定～
◎5/15（火） ときめき中山（音レク）（集落活動センター　10：15～） 
◎5/21（月） 若鮎会（音楽レク）（保健センター　機能回復室13：45～）
 （音楽レク…音楽療法士の森岡由紀先生を招いて懐かしい歌を楽器を使って歌います）
◎5/24（木） 認知症予防交流会（文化センター　多目的ホール　13：30～） 
 （口腔ケア講座「歯無しにならない話」…安芸福祉保健所　高橋　環氏の講話があります）
◎5/31（木） ほたるメンバー　ゆずみどりとの交流（保健センター）
 ほたるカフェのメンバーと北川村のゆずみどりの方と楽しく料理をし、交流をします。
◎6/13（水） ほたるの会（音楽レク）（保健センター　機能回復室10：30～） 
 （音楽レク…音楽療法士の森岡由紀先生を招いて懐かしい歌を楽器を使って歌います） 

介護保険料改定のお知らせ
平成30年度～平成32年度（第7期）平成30年度～平成32年度（第7期）

介護サービス費用の財源内訳

介護サービスの
利用者負担（1割または2割～3割)

65歳以上：
23％ 国：25％

公費負担介護保険料

市町村：
12.5％

40～64歳：
27％

県：
12.5％

+
介護保険料については、介護保険法及び中芸広域連合
介護保険条例により定められています。

介護保険料

中芸広域連合　介護サービス課
〒781-6410　田野町1456番地41/☎32-1165　FAX32-1195

段　階 所得に応じた区分 月額保険料 年額保険料 備　　考

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

基準額×0.45

基準額×0.75

基準額×0.75

基準額×0.90

基準額

基準額×1.20

基準額×1.30

基準額×1.50

基準額×1.70

31,860円

53,100円

53,100円

63,720円

70,800円

84,960円

92,040円

106,200円

120,360円

2,655円

4,425円

4,425円

5,310円

5,900円

7,080円

7,670円

8,850円

10,030円

生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯または住民
税非課税世帯で前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人

住民税非課税世帯で、前年の合計所得金額＋課税年金等収入額が80万円
超120万円以下の人

住民税非課税世帯で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が120万円
超の人

同じ世帯に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税で、前年の合計
所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人

同じ世帯に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税で、第4段階以外
の人

本人が住民税を課税され、前年の合計所得金額が120万円未満の人

本人が住民税を課税され、前年の合計所得金額が120万円以上200万円未
満の人

本人が住民税を課税され、前年の合計所得金額が200万円以上300万円未
満の人

本人が住民税を課税され、前年の合計所得金額が300万円以上の人

・5/  7（月）14：00～東島老人憩いの家
・5/  8（火）10：00～ふれあいセンター
・5/  8（火）13：00～ときめき中山
・5/  9（水）10：30～ほたるの会

・5/10（木） 9：40～福祉館
・5/10（木）13：30～間下
・5/11（金）11：00～せせらぎの郷　小川
・5/11（金）13：40～東谷

・5/14（月）13：45～若鮎会 
・5/16（水）13：30～唐浜

・防犯教室
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㉓ ㉒議 会 だ よ り 平成30年（2018） 5 月 1 日 議 会 だ よ り 平成30年（2018） 5 月 1 日No.629No.629

3月定例会

第 153 号

　3
月
6
日
開
会
。
契
約
締
結
、
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
、
全
5
会
計
の
平
成
30
年
度
当
初
予
算
等
、
23
議
案
を
審
議
、

1
人
が
一
般
質
問
を
行
い
9
日
に
閉
会
し
た
。

黒岩之浩町長

執
行
方
針（
概
要
）

新
年
度
に
向
け
た

主
要
施
策
の
概
要

　
人
口
定
住
対
策
は
、
サ
ザ
ン
ヒ

ル
ズ
桜
坂
の
第
２
期
分
譲
地
拡
張

計
画
を
立
て
、
現
在
、
予
定
面
積

の
８
割
方
を
買
収
し
、
早
期
買
収

に
向
け
、
地
権
者
と
交
渉
を
進
め

て
い
る
が
、
相
続
人
に
連
絡
不
通

の
方
も
あ
り
、
苦
慮
し
て
い
る
。

今
後
、
早
期
買
収
に
努
め
、
平
成

３０
年
度
中
に
は
測
量
、
翌
年
度
か

ら
造
成
に
着
手
し
た
い
。

　
移
住
促
進
対
策
は
、
空
き
家
改

修
支
援
事
業
と
併
せ
、
新
規
事
業

と
し
て
、
空
き
屋
等
を
中
長
期
に

借
り
上
げ
、
町
が
改
修
工
事
を
実

施
し
、
移
住
・

定
住
希
望
者
に

貸
し
付
け
を
行

う
、
中
間
保
有

に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
建
設

中
の
移
住
促
進

住
宅
や
、
お
試

し
滞
在
施
設
は
、

移
住
希
望
者
へ

の
貸
し
出
し
の

ほ
か
、
新
規
就

農
研
修
支
援
事

業
と
の
連
携
に

よ
り
、
住
居
や

仕
事
な
ど
の
情

報
収
集
の
た
め

　
国
に
よ
る
地
方
交
付
税
総
額
縮

減
等
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く

状
況
か
ら
、
継
続
し
た
財
政
改
革

の
取
り
組
み
と
弾
力
的
な
財
政
運

用
に
よ
り
、
地
域
振
興
等
の
行
政

課
題
へ
の
重
点
化
を
図
る
こ
と
と

し
て
、
町
総
合
振
興
計
画
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を

基
本
に
、
町
民
の
希
望
や
望
む
町

の
将
来
像
を
職
員
一
人
一
人
が
よ

く
聞
き
、
感
じ
、
考
え
、
次
の
ま

ち
づ
く
り
の
重
点
施
策
を
分
野
横

断
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

◆
自
然
と
共
存
し
た
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
◆

　
ご
め
ん
・
な
は
り
線
は
、
鉄
道

利
用
拡
大
や
経
営
安
定
に
向
け
て

支
援
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

南
海
地
震
対
策
と
し
て
、
西
北
高

架
橋
に
続
き
、
西
島
高
架
橋
の
耐

震
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。

　
生
活
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
公
共
交
通
機
関
確
保
の
た

め
の
助
成
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

　
地
域
公
共
交
通
へ
の
取
り
組
み

は
、
生
活
交
通
に
関
す
る
現
状
把

握
等
の
調
査
結
果
を
基
に
、
地
域

公
共
交
通
会
議
設
置
に
よ
る
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
く
。

　
国
土
交
通
省
の
補
助
事
業
で
あ

る
「
ま
ち
・
住
ま
い
・
交
通
の
創

蓄
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
モ
デ
ル
構
築

支
援
事
業
」
は
、
構
想
案
に
対
す

る
国
の
審
査
を
経
て
、
現
在
最
終

調
整
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
、
今

後
、
ま
ち
づ
く
り
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
の
関
係
に
着
目
し
た
構
想
の

実
行
付
け
に
向
け
、
中
・
長
期
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
道
路
整
備
は
、
国
道
を
は
じ
め
、

基
幹
道
の
整
備
と
合
わ
せ
、
年
次

的
、
計
画
的
な
対
応
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
高
規
格
阿
南
安
芸
自

動
車
道
「
奈
半
利
〜
安
芸
間
」
に

つ
い
て
、
３
ル
ー
ト
の
整
備
案
が

示
さ
れ
た
。

　
今
後
、
ル
ー
ト
案
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
位
置
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
等
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
町
が
望
む
ル
ー
ト
で

の
早
期
整
備
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
住
民
や
関
係
市
町
村
が
一
丸
と

な
っ
て
、
国
や
関
係
機
関
に
強
く

働
き
か
け
て
い
く
。

の
短
期
滞
在
施
設
と
し
て
活
用
を

図
っ
て
い
く
。

　
安
田
地
区
簡
易
水
道
施
設
は
、

唐
浜
地
区
及
び
東
島
地
区
の
一
部

の
配
水
管
敷
設
等
、
２.８
㎞
の
整
備

を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
生
活
用
水
確
保
事
業
と

し
て
、
西
ノ
川
地
区
の
露
出
配
水

管
の
埋
設
工
事
を
実
施
す
る
。

　
安
全
・
安
心
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
は
、
交
通
安
全
や
防

犯
施
設
等
の
整
備
推
進
、
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
、
砂
防
対
策
等
、
自

然
的
、
社
会
的
災
害
か
ら
命
と
財

産
を
守
る
た
め
の
対
策
を
推
進
し
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
で
は
、
木

造
住
宅
の
耐
震
化
や
避
難
誘
導
灯

の
設
置
、
避
難
路
整
備
等
を
進
め

る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る

職
員
の
初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
や
災
害
時
初
動
対
応
訓
練
等
の

実
施
に
よ
り
、
職
員
の
災
害
対
応

能
力
の
強
化
を
図
る
。

　
安
田
川
分
水
問
題
は
、
平
成
３０

年
度
か
ら
の
分
水
関
連
諸
対
策
事

業
５
カ
年
計
画
に
つ
い
て
、
分
水

対
策
連
絡
協
議
会
に
て
、
各
事
業

の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
前
５

カ
年
計
画
で
未
実
施
区
間
の
護
岸

整
備
や
河
川
環
境
の
改
善
、
森
林

保
全
な
ど
、
関
連
諸
対
策
事
業
の

早
期
実
施
を
図
る
た
め
、
計
画
書

併
せ
、
町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。

　
観
光
振
興
対
策
は
、
安
田
の
夢

プ
ラ
ン
推
進
会
や
東
部
観
光
協
議

会
等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
日

本
遺
産
を
は
じ
め
、
町
内
の
観
光

関
連
情
報
の
一
元
管
理
と
合
わ
せ
、

町
内
周
遊
促
進
や
旅
行
商
品
の
造

成
を
図
る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税

や
移
住
促
進
施
策
も
含
め
た
総
合

的
な
情
報
発
信
に
よ
る
戦
略
的
な

観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
安
田
朗
」
は
、
安
田
町
を
広

く
認
知
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
、

取
り
組
み
強
化
を
図
っ
た
結
果
、

知
名
度
の
向
上
と
と
も
に
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

グ
ッ
ズ
の
開
発
、
販
売
に
も
つ
な

が
っ
て
お
り
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト

へ
の
積
極
的
な
参
加
や
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
等
で
、
町
へ
の
誘
客
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

◆
健
康
で
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く

り
◆

　
保
健
福
祉
業
務
は
、
中
芸
広
域

連
合
で
共
同
処
理
を
行
う
中
、
年

次
的
に
検
証
を
行
い
、
事
務
事
業

の
見
直
し
や
制
度
改
正
等
へ
の
対

応
を
図
っ
て
お
り
、
本
町
で
の
健

へ
の
事
業
の
位
置
付
け
を
強
く
要

請
し
て
い
る
。

　◆
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
◆

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
を

核
と
し
た
、
一
次
産
業
の
活
性
化

を
主
要
施
策
と
位
置
付
け
、
農
地

集
積
や
担
い
手
の
経
営
基
盤
強
化
、

生
産
物
の
６
次
産
業
化
に
よ
る
販

売
力
強
化
等
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
県
の
施
策
と
も
連
携
し
、
持

続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
、

環
境
制
御
技
術
導
入
支
援
や
農
業

後
継
者
・
新
規
就
農
者
育
成
支
援

等
に
よ
り
、
農
業
所
得
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
担
い
手
確
保
対
策
と
し

て
、１
月
に
大
阪
市
で
開
催
の
「
新
・

農
業
人
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
、
本

町
農
業
の
特
色
や
町
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
た
と
こ
ろ
、
相
談
者
の
う
ち

２
人
が
本
町
を
訪
れ
、
お
試
し
滞

在
施
設
を
活
用
し
て
、
農
業
体
験

や
農
家
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、

就
農
へ
の
検
討
を
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
本
年
度
も
、
県
外
で
の
移
住
フ
ェ

ア
や
県
内
大
学
及
び
県
担
い
手
育

成
セ
ン
タ
ー
等
に
足
を
運
び
、
就

農
へ
の
働
き
掛
け
を
行
う
ほ
か
、Ｐ

Ｒ
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
農

業
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
、
担

い
手
確
保
に
取
り
組
む
。

　
畜
産
業
で
は
、
昨
年
Ｉ
タ
ー
ン

に
よ
る
繁
殖
牛
経
営
で
の
新
規
就

農
者
が
あ
っ
た
が
、
新
た
に
町
内

の
方
が
繁
殖
牛
経
営
の
準
備
を
進

め
て
お
り
、
レ
ン
タ
ル
畜
舎
や
肉

用
牛
導
入
事
業
な
ど
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
円
滑
な
就
農
を
支
援

し
て
い
く
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
有
害
鳥
獣

被
害
対
策
協
議
会
を
中
心
に
、
国
、

県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
計
画
的

な
捕
獲
や
駆
除
、
防
護
柵
の
設
置

等
、
年
間
を
通
じ
た
被
害
防
止
対

策
を
推
進
し
、
特
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
サ
ル
被
害
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
生
息
状
況
調
査
を
実
施
中

で
、
調
査
結
果
を
基
に
、
サ
ル
捕

獲
檻
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
林
業
対
策
は
、
環
境
保
全
に
果

た
す
森
林
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、

国
で
は
、
森
林
環
境
税
の
創
設
に

よ
り
、
平
成
３１
年
度
か
ら
、
新
た

な
森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て
市
町

村
が
森
林
管
理
を
行
う
制
度
を
計

画
し
て
お
り
、
間
伐
や
人
材
育
成
・

担
い
手
確
保
、
木
材
の
利
用
促
進

な
ど
へ
の
使
途
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。

　
町
と
し
て
も
、
間
伐
の
推
進
や

水
源
涵
養
の
機
能
回
復
に
向
け
た

取
り
組
み
に
努
め
る
。
ま
た
、
電

源
開
発
（
株
）
等
と
の
協
定
に
よ

る
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
は
、
平

成
３０
年
度
更
新
時
期
と
な
る
こ
と

か
ら
、
公
社
造
林
の
み
な
ら
ず
民

有
林
を
含
め
た
協
定
を
検
討
し
て

い
る
。

　
水
産
業
振
興
対
策
は
、
稚
魚
放

流
や
産
卵
場
整
備
等
に
よ
る
水
産

資
源
の
増
殖
対
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
漁
業
生
産
量
の
維
持
・

確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
安
田
川

の
清
流
保
全
、
河
川
整
備
等
の
基

礎
資
料
と
し
て
の
活
用
を
目
的
に
、

ア
ユ
生
息
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
商
工
業
振
興
対
策
は
、
新
庁
舎

建
設
を
契
機
に
、
地
元
商
店
及
び

中
芸
地
区
商
工
会
と
連
携
し
、
専

門
講
師
等
を
招
い
て
、
商
店
街
活

性
化
対
策
の
協
議
・
検
討
を
計
画

し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
農
林
水

産
物
等
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開

発
や
地
産
外
商
の
推
進
に
向
け
た

販
売
促
進
活
動
等
へ
の
支
援
を

図
っ
て
い
く
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
返
礼
品
を

通
じ
た
安
田
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
と

同
時
に
、
特
産
品
の
外
商
に
つ
な

げ
、
生
産
者
等
の
所
得
向
上
と
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
基
本

に
、
貴
重
な
自
主
財
源
の
確
保
と

第2期分譲計画地



㉓ ㉒議 会 だ よ り 平成30年（2018） 5 月 1 日 議 会 だ よ り 平成30年（2018） 5 月 1 日No.629No.629

3月定例会

第 153 号

　3
月
6
日
開
会
。
契
約
締
結
、
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
、
全
5
会
計
の
平
成
30
年
度
当
初
予
算
等
、
23
議
案
を
審
議
、

1
人
が
一
般
質
問
を
行
い
9
日
に
閉
会
し
た
。

黒岩之浩町長

執
行
方
針（
概
要
）

新
年
度
に
向
け
た

主
要
施
策
の
概
要

　
人
口
定
住
対
策
は
、
サ
ザ
ン
ヒ

ル
ズ
桜
坂
の
第
２
期
分
譲
地
拡
張

計
画
を
立
て
、
現
在
、
予
定
面
積

の
８
割
方
を
買
収
し
、
早
期
買
収

に
向
け
、
地
権
者
と
交
渉
を
進
め

て
い
る
が
、
相
続
人
に
連
絡
不
通

の
方
も
あ
り
、
苦
慮
し
て
い
る
。

今
後
、
早
期
買
収
に
努
め
、
平
成

３０
年
度
中
に
は
測
量
、
翌
年
度
か

ら
造
成
に
着
手
し
た
い
。

　
移
住
促
進
対
策
は
、
空
き
家
改

修
支
援
事
業
と
併
せ
、
新
規
事
業

と
し
て
、
空
き
屋
等
を
中
長
期
に

借
り
上
げ
、
町
が
改
修
工
事
を
実

施
し
、
移
住
・

定
住
希
望
者
に

貸
し
付
け
を
行

う
、
中
間
保
有

に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
建
設

中
の
移
住
促
進

住
宅
や
、
お
試

し
滞
在
施
設
は
、

移
住
希
望
者
へ

の
貸
し
出
し
の

ほ
か
、
新
規
就

農
研
修
支
援
事

業
と
の
連
携
に

よ
り
、
住
居
や

仕
事
な
ど
の
情

報
収
集
の
た
め

　
国
に
よ
る
地
方
交
付
税
総
額
縮

減
等
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く

状
況
か
ら
、
継
続
し
た
財
政
改
革

の
取
り
組
み
と
弾
力
的
な
財
政
運

用
に
よ
り
、
地
域
振
興
等
の
行
政

課
題
へ
の
重
点
化
を
図
る
こ
と
と

し
て
、
町
総
合
振
興
計
画
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を

基
本
に
、
町
民
の
希
望
や
望
む
町

の
将
来
像
を
職
員
一
人
一
人
が
よ

く
聞
き
、
感
じ
、
考
え
、
次
の
ま

ち
づ
く
り
の
重
点
施
策
を
分
野
横

断
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

◆
自
然
と
共
存
し
た
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
◆

　
ご
め
ん
・
な
は
り
線
は
、
鉄
道

利
用
拡
大
や
経
営
安
定
に
向
け
て

支
援
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

南
海
地
震
対
策
と
し
て
、
西
北
高

架
橋
に
続
き
、
西
島
高
架
橋
の
耐

震
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。

　
生
活
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
公
共
交
通
機
関
確
保
の
た

め
の
助
成
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

　
地
域
公
共
交
通
へ
の
取
り
組
み

は
、
生
活
交
通
に
関
す
る
現
状
把

握
等
の
調
査
結
果
を
基
に
、
地
域

公
共
交
通
会
議
設
置
に
よ
る
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
く
。

　
国
土
交
通
省
の
補
助
事
業
で
あ

る
「
ま
ち
・
住
ま
い
・
交
通
の
創

蓄
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
モ
デ
ル
構
築

支
援
事
業
」
は
、
構
想
案
に
対
す

る
国
の
審
査
を
経
て
、
現
在
最
終

調
整
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
、
今

後
、
ま
ち
づ
く
り
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
の
関
係
に
着
目
し
た
構
想
の

実
行
付
け
に
向
け
、
中
・
長
期
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
道
路
整
備
は
、
国
道
を
は
じ
め
、

基
幹
道
の
整
備
と
合
わ
せ
、
年
次

的
、
計
画
的
な
対
応
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
高
規
格
阿
南
安
芸
自

動
車
道
「
奈
半
利
〜
安
芸
間
」
に

つ
い
て
、
３
ル
ー
ト
の
整
備
案
が

示
さ
れ
た
。

　
今
後
、
ル
ー
ト
案
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
位
置
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
等
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
町
が
望
む
ル
ー
ト
で

の
早
期
整
備
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
住
民
や
関
係
市
町
村
が
一
丸
と

な
っ
て
、
国
や
関
係
機
関
に
強
く

働
き
か
け
て
い
く
。

の
短
期
滞
在
施
設
と
し
て
活
用
を

図
っ
て
い
く
。

　
安
田
地
区
簡
易
水
道
施
設
は
、

唐
浜
地
区
及
び
東
島
地
区
の
一
部

の
配
水
管
敷
設
等
、
２.８
㎞
の
整
備

を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
生
活
用
水
確
保
事
業
と

し
て
、
西
ノ
川
地
区
の
露
出
配
水

管
の
埋
設
工
事
を
実
施
す
る
。

　
安
全
・
安
心
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
は
、
交
通
安
全
や
防

犯
施
設
等
の
整
備
推
進
、
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
、
砂
防
対
策
等
、
自

然
的
、
社
会
的
災
害
か
ら
命
と
財

産
を
守
る
た
め
の
対
策
を
推
進
し
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
で
は
、
木

造
住
宅
の
耐
震
化
や
避
難
誘
導
灯

の
設
置
、
避
難
路
整
備
等
を
進
め

る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る

職
員
の
初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
や
災
害
時
初
動
対
応
訓
練
等
の

実
施
に
よ
り
、
職
員
の
災
害
対
応

能
力
の
強
化
を
図
る
。

　
安
田
川
分
水
問
題
は
、
平
成
３０

年
度
か
ら
の
分
水
関
連
諸
対
策
事

業
５
カ
年
計
画
に
つ
い
て
、
分
水

対
策
連
絡
協
議
会
に
て
、
各
事
業

の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
前
５

カ
年
計
画
で
未
実
施
区
間
の
護
岸

整
備
や
河
川
環
境
の
改
善
、
森
林

保
全
な
ど
、
関
連
諸
対
策
事
業
の

早
期
実
施
を
図
る
た
め
、
計
画
書

併
せ
、
町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。

　
観
光
振
興
対
策
は
、
安
田
の
夢

プ
ラ
ン
推
進
会
や
東
部
観
光
協
議

会
等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
日

本
遺
産
を
は
じ
め
、
町
内
の
観
光

関
連
情
報
の
一
元
管
理
と
合
わ
せ
、

町
内
周
遊
促
進
や
旅
行
商
品
の
造

成
を
図
る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税

や
移
住
促
進
施
策
も
含
め
た
総
合

的
な
情
報
発
信
に
よ
る
戦
略
的
な

観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
安
田
朗
」
は
、
安
田
町
を
広

く
認
知
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
、

取
り
組
み
強
化
を
図
っ
た
結
果
、

知
名
度
の
向
上
と
と
も
に
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

グ
ッ
ズ
の
開
発
、
販
売
に
も
つ
な

が
っ
て
お
り
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト

へ
の
積
極
的
な
参
加
や
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
等
で
、
町
へ
の
誘
客
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

◆
健
康
で
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く

り
◆

　
保
健
福
祉
業
務
は
、
中
芸
広
域

連
合
で
共
同
処
理
を
行
う
中
、
年

次
的
に
検
証
を
行
い
、
事
務
事
業

の
見
直
し
や
制
度
改
正
等
へ
の
対

応
を
図
っ
て
お
り
、
本
町
で
の
健

へ
の
事
業
の
位
置
付
け
を
強
く
要

請
し
て
い
る
。

　◆
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
◆

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
を

核
と
し
た
、
一
次
産
業
の
活
性
化

を
主
要
施
策
と
位
置
付
け
、
農
地

集
積
や
担
い
手
の
経
営
基
盤
強
化
、

生
産
物
の
６
次
産
業
化
に
よ
る
販

売
力
強
化
等
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
県
の
施
策
と
も
連
携
し
、
持

続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
、

環
境
制
御
技
術
導
入
支
援
や
農
業

後
継
者
・
新
規
就
農
者
育
成
支
援

等
に
よ
り
、
農
業
所
得
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
担
い
手
確
保
対
策
と
し

て
、１
月
に
大
阪
市
で
開
催
の
「
新
・

農
業
人
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
、
本

町
農
業
の
特
色
や
町
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
た
と
こ
ろ
、
相
談
者
の
う
ち

２
人
が
本
町
を
訪
れ
、
お
試
し
滞

在
施
設
を
活
用
し
て
、
農
業
体
験

や
農
家
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、

就
農
へ
の
検
討
を
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
本
年
度
も
、
県
外
で
の
移
住
フ
ェ

ア
や
県
内
大
学
及
び
県
担
い
手
育

成
セ
ン
タ
ー
等
に
足
を
運
び
、
就

農
へ
の
働
き
掛
け
を
行
う
ほ
か
、Ｐ

Ｒ
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
農

業
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
、
担

い
手
確
保
に
取
り
組
む
。

　
畜
産
業
で
は
、
昨
年
Ｉ
タ
ー
ン

に
よ
る
繁
殖
牛
経
営
で
の
新
規
就

農
者
が
あ
っ
た
が
、
新
た
に
町
内

の
方
が
繁
殖
牛
経
営
の
準
備
を
進

め
て
お
り
、
レ
ン
タ
ル
畜
舎
や
肉

用
牛
導
入
事
業
な
ど
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
円
滑
な
就
農
を
支
援

し
て
い
く
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
有
害
鳥
獣

被
害
対
策
協
議
会
を
中
心
に
、
国
、

県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
計
画
的

な
捕
獲
や
駆
除
、
防
護
柵
の
設
置

等
、
年
間
を
通
じ
た
被
害
防
止
対

策
を
推
進
し
、
特
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
サ
ル
被
害
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
生
息
状
況
調
査
を
実
施
中

で
、
調
査
結
果
を
基
に
、
サ
ル
捕

獲
檻
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
林
業
対
策
は
、
環
境
保
全
に
果

た
す
森
林
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、

国
で
は
、
森
林
環
境
税
の
創
設
に

よ
り
、
平
成
３１
年
度
か
ら
、
新
た

な
森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て
市
町

村
が
森
林
管
理
を
行
う
制
度
を
計

画
し
て
お
り
、
間
伐
や
人
材
育
成
・

担
い
手
確
保
、
木
材
の
利
用
促
進

な
ど
へ
の
使
途
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。

　
町
と
し
て
も
、
間
伐
の
推
進
や

水
源
涵
養
の
機
能
回
復
に
向
け
た

取
り
組
み
に
努
め
る
。
ま
た
、
電

源
開
発
（
株
）
等
と
の
協
定
に
よ

る
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
は
、
平

成
３０
年
度
更
新
時
期
と
な
る
こ
と

か
ら
、
公
社
造
林
の
み
な
ら
ず
民

有
林
を
含
め
た
協
定
を
検
討
し
て

い
る
。

　
水
産
業
振
興
対
策
は
、
稚
魚
放

流
や
産
卵
場
整
備
等
に
よ
る
水
産

資
源
の
増
殖
対
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
漁
業
生
産
量
の
維
持
・

確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
安
田
川

の
清
流
保
全
、
河
川
整
備
等
の
基

礎
資
料
と
し
て
の
活
用
を
目
的
に
、

ア
ユ
生
息
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
商
工
業
振
興
対
策
は
、
新
庁
舎

建
設
を
契
機
に
、
地
元
商
店
及
び

中
芸
地
区
商
工
会
と
連
携
し
、
専

門
講
師
等
を
招
い
て
、
商
店
街
活

性
化
対
策
の
協
議
・
検
討
を
計
画

し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
農
林
水

産
物
等
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開

発
や
地
産
外
商
の
推
進
に
向
け
た

販
売
促
進
活
動
等
へ
の
支
援
を

図
っ
て
い
く
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
返
礼
品
を

通
じ
た
安
田
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
と

同
時
に
、
特
産
品
の
外
商
に
つ
な

げ
、
生
産
者
等
の
所
得
向
上
と
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
基
本

に
、
貴
重
な
自
主
財
源
の
確
保
と

第2期分譲計画地
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議会は公開が原則です

議会を傍聴してみませんか

＊次回の定例会は、6月中旬にひらかれます。
皆さんお気軽においでください

康
づ
く
り
対
策
で
は
、
特
定
健
診

や
各
種
予
防
検
診
の
受
診
率
向
上
、

町
独
自
の
事
業
実
施
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
改

定
に
よ
り
、
健
康
課
題
を
抽
出
し
、

保
健
事
業
戦
略
を
構
築
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
と
な
る
、
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託
に

よ
り
、
町
内
１２
カ
所
で
実
施
中
で

あ
る
が
、
地
域
独
自
の
活
動
に
取

り
組
む
会
場
も
出
て
き
て
お
り
、

高
齢
者
等
の
生
活
支
援
を
地
域
ぐ

　
心
身
と
も
に

健
や
か
な
子
ど

も
の
育
成
で
は
、

幼
児
期
か
ら
、

豊
か
な
心
や
基

本
的
生
活
習
慣

を
育
む
教
育
の

推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
学
習

障
が
い
な
ど
の

あ
る
子
ど
も
に

対
し
て
は
、
一

人
一
人
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
支
援
教

育
の
充
実
や
予

防
的
指
導
に
よ

る
、
い
じ
め
や

不
登
校
の
未
然
防
止
対
策
を
推
進

し
て
い
く
。

　
学
校
教
育
環
境
の
充
実
で
は
、

防
災
教
育
や
安
全
教
育
と
と
も
に
、

教
室
の
冷
暖
房
設
備
や
照
明
器
具

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
施
設
改
修
整

備
も
進
め
て
い
く
。

　
社
会
教
育
で
は
、
生
涯
学
習
推

進
体
制
の
整
備
・
充
実
に
努
め
、

各
種
文
化
教
室
の
開
設
や
地
域
の

学
習
活
動
支
援
、
い
き
い
き
学
習

講
座
の
開
催
等
、
生
涯
学
習
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
。

　
地
域
文
化
の
伝
承
で
は
、
ま
ち

る
み
で
互
助
・
共
助
す
る
モ
デ
ル

的
な
地
域
や
活
動
は
、
本
事
業
で

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
今
後
と
も
、
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
事
業
と
合
わ
せ
、
補
助
事

業
の
活
用
や
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
で
の
見

守
り
・
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く

り
の
構
築
の
ほ
か
、
新
た
に
、
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
看
護
専
門
職
を
配

置
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
と
行
政

が
、
お
互
い
の
役
割
を
担
い
協
働

す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

　
児
童
福
祉
対

策
は
、
町
子
ど

も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に

基
づ
く
、
各
種

施
策
の
拡
充
や

質
的
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
な

ど
、
子
育
て
環

境
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

　
少
子
化
対
策

の
一
環
で
あ
る
、

出
会
い
の
き
っ

か
け
応
援
事
業
は
「
や
す
だ
出
会

い
応
援
隊
」
の
協
力
に
よ
り
、
専

門
家
に
よ
る
相
談
や
未
婚
男
性
の

意
識
改
革
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
等
で

成
婚
者
の
増
加
に
努
め
る
ほ
か
、

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
の
充
実
な

ど
に
よ
り
、
出
生
率
の
上
昇
を
図
っ

て
い
く
。

◆
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
人
づ
く
り
◆

　
学
校
教
育
で
は
、
県
版
及
び
全

国
学
力
学
習
状
況
調
査
結
果
等
に

よ
り
、
学
力
状
況
を
把
握
し
、
県

教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
密
に
、

校
内
研
修
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

探
求
心
や
課
題
解
決
力
の
育
成
を

目
指
し
た
教
科
指
導
や
授
業
改
善

に
取
り
組
み
、
基
礎
学
力
の
定
着
、

向
上
等
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
中
学
校
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
社
会
に
向
け
た
英
語
能
力

向
上
対
策
と
し
て
、
英
語
検
定
受

験
へ
の
助
成
に
加
え
、
県
の
英
語

教
育
推
進
事
業
指
定
校
と
し
て
、

実
践
研
究
を
実
施
す
る
。

　
さ
ら
に
、
ス
ペ
イ
ン
・
モ
ン
テ

フ
リ
オ
町
と
の
姉
妹
都
市
締
結
に

伴
い
、
教
育
分
野
で
も
、
学
校
間

で
の
交
流
計
画
を
立
て
、
計
画
に

基
づ
い
た
交
流
活
動
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
幼
小
中
連
携
教
育
で
は
、
子
ど

も
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
重

視
し
、
保
育
・
幼
稚
園
か
ら
小
学

校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が
で
き

る
よ
う
、
施
設
間
で
の
意
見
交
換

や
授
業
参
観
、
行
事
等
で
の
交
流

に
よ
り
、
保
幼
小
の
連
携
・
協
力

を
密
に
し
、
９
年
間
の
教
育
課
程

を
見
通
し
た
教
育
活
動
を
推
進
す

る
。

　
ま
た
、
郷
土
の
偉
人
や
歴
史
、

産
業
な
ど
を
学
ぶ
、
ふ
る
さ
と
学

習
や
子
ど
も
の
夢
実
現
事
業
等
、

町
独
自
の
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。

な
み
交
流
館
「
和
」
で
、
現
在
「
石

田
英
吉
」
に
関
す
る
企
画
展
を
開

催
中
だ
が
、
新
年
度
の
企
画
と
し

て
、
浄
瑠
璃
の
世
界
で
名
を
残
し

た
「
竹
本
土
佐
太
夫
」
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
文

楽
公
演
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
指
定
文
化
財
の
適
切
な

管
理
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
文
化

財
の
保
存
推
進
や
森
林
鉄
道
遺
産

な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
交

流
人
口
の
拡
大
等
、
観
光
担
当
課

や
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
文
化
財
の
継
承
・
活
用
対

策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
地
域
の
教
育
力
再
生
・
向
上
の

推
進
で
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化

を
は
じ
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育

力
の
再
生
、
向
上
を
目
指
す
と
と

も
に
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
・
確
保
に
努
め
つ
つ
、

運
営
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、

地
域
ぐ
る
み
で
学
校
運
営
を
支
援

す
る
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の

さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
を
図
る
。

◆
み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
◆

　
各
地
域
の
自
治
組
織
等
が
行
う
、

防
災
や
環
境
等
を
通
じ
た
地
域
の

支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
対

す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地

域
課
題
解
決
の
た
め
の
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
特
別
事
業
枠
の
充
実
を

図
り
、
時
代
に
即
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

　
町
施
策
の
根
幹
と
な
る
現
総
合

振
興
計
画
が
、
平
成
３１
年
度
ま
で

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
期
計
画
策

定
の
準
備
作
業
と
し
て
、
施
策
課

題
把
握
等
の
た
め
の
意
識
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
計
画
策
定
は
、
多
く
の

住
民
が
参
画
し
、
実
効
性
の
高
い

も
の
と
す
る
た
め
、
住
民
の
積
極

的
な
参
加
や
支
援
を
願
う
。

　
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
審

査
委
員
会
に
よ
り
、
書
類
審
査
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
二
次
審
査
を
実

施
し
た
結
果
、
清
水
建
設
・
若
竹

ま
ち
づ
く
り
研
究
所
建
設
事
業
共

同
企
業
体
が
最
優
秀
提
案
者
と
し

て
選
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
企

業
体
を
最
優
秀
者
と
決
定
し
、
仮

契
約
を
行
っ
た
う
え
、
今
議
会
に

契
約
締
結
議
案
を
提
出
し
て
い
る
。

　
な
お
、
平
成
３０
年
度
に
は
、
基

本
設
計
及
び
実
施
設
計
を
計
画
し

て
い
る
が
、
基
本
設
計
が
概
ね
完

了
し
た
段
階
で
、
設
計
に
対
す
る

意
見
公
募
を
行
う
と
と
も
に
、
住

民
や
議
会
と
の
意
見
交
換
等
を
重

ね
、
十
分
な
合
意
形
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、「
中
山

を
元
気
に
す
る
会
」
を
主
体
に
、

自
然
薯
栽
培
の
普
及
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
、
大
学
連
携
事
業
等
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
地
域

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動

の
充
実
に
よ
り
、
誰
も
が
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
地
域
と
し
て
い
き
た

い
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
隊
は
、
３
月
末

で
２
人
が
退
職
し
、
２
人
体
制
と

な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
活
性
化
の

推
進
役
と
な
る
隊
員
の
確
保
に
努

め
て
い
く
。

　
旧
中
山
小
中
学
校
の
活
用
は
、

検
討
委
員
会
に
よ
る
協
議
を
進
め

て
お
り
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
や
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト

教
室
、
画
像
村
構
想
な
ど
の
提
案

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
活
性
化
の

交
流
拠
点
施
設
と
し
て
、
早
急
に

基
本
構
想
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

　
日
本
遺
産
の
取
り
組
み
は
、
交

流
人
口
拡
大
に
向
け
た
情
報
発
信

事
業
や
ガ
イ
ド
の
育
成
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
構
築
等
を
進
め
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
な
ど
の
、
人

材
育
成
事
業
等
を

進
め
る
。

　
ま
た
、
普
及
啓

発
事
業
と
し
て
、

地
域
の
文
化
財
や

産
業
、
生
活
文
化

等
の
調
査
研
究
を

進
め
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
理
解

向
上
を
図
り
、
地

域
の
魅
力
創
出
に

よ
る
観
光
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、

拠
点
施
設
と
し
て

の
施
設
整
備
の
検

討
や
事
務
局
体
制

の
見
直
し
を
行

う
。

あったかふれあいセンタ－事業（東島老人憩いの家）

スペイン・モンテフリオ町と姉妹都市協定の締結

新庁舎建設予定地
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議会は公開が原則です

議会を傍聴してみませんか

＊次回の定例会は、6月中旬にひらかれます。
皆さんお気軽においでください

康
づ
く
り
対
策
で
は
、
特
定
健
診

や
各
種
予
防
検
診
の
受
診
率
向
上
、

町
独
自
の
事
業
実
施
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
改

定
に
よ
り
、
健
康
課
題
を
抽
出
し
、

保
健
事
業
戦
略
を
構
築
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
と
な
る
、
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託
に

よ
り
、
町
内
１２
カ
所
で
実
施
中
で

あ
る
が
、
地
域
独
自
の
活
動
に
取

り
組
む
会
場
も
出
て
き
て
お
り
、

高
齢
者
等
の
生
活
支
援
を
地
域
ぐ

　
心
身
と
も
に

健
や
か
な
子
ど

も
の
育
成
で
は
、

幼
児
期
か
ら
、

豊
か
な
心
や
基

本
的
生
活
習
慣

を
育
む
教
育
の

推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
学
習

障
が
い
な
ど
の

あ
る
子
ど
も
に

対
し
て
は
、
一

人
一
人
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
支
援
教

育
の
充
実
や
予

防
的
指
導
に
よ

る
、
い
じ
め
や

不
登
校
の
未
然
防
止
対
策
を
推
進

し
て
い
く
。

　
学
校
教
育
環
境
の
充
実
で
は
、

防
災
教
育
や
安
全
教
育
と
と
も
に
、

教
室
の
冷
暖
房
設
備
や
照
明
器
具

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
施
設
改
修
整

備
も
進
め
て
い
く
。

　
社
会
教
育
で
は
、
生
涯
学
習
推

進
体
制
の
整
備
・
充
実
に
努
め
、

各
種
文
化
教
室
の
開
設
や
地
域
の

学
習
活
動
支
援
、
い
き
い
き
学
習

講
座
の
開
催
等
、
生
涯
学
習
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
。

　
地
域
文
化
の
伝
承
で
は
、
ま
ち

る
み
で
互
助
・
共
助
す
る
モ
デ
ル

的
な
地
域
や
活
動
は
、
本
事
業
で

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
今
後
と
も
、
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
事
業
と
合
わ
せ
、
補
助
事

業
の
活
用
や
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
で
の
見

守
り
・
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く

り
の
構
築
の
ほ
か
、
新
た
に
、
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
看
護
専
門
職
を
配

置
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
と
行
政

が
、
お
互
い
の
役
割
を
担
い
協
働

す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

　
児
童
福
祉
対

策
は
、
町
子
ど

も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に

基
づ
く
、
各
種

施
策
の
拡
充
や

質
的
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
な

ど
、
子
育
て
環

境
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

　
少
子
化
対
策

の
一
環
で
あ
る
、

出
会
い
の
き
っ

か
け
応
援
事
業
は
「
や
す
だ
出
会

い
応
援
隊
」
の
協
力
に
よ
り
、
専

門
家
に
よ
る
相
談
や
未
婚
男
性
の

意
識
改
革
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
等
で

成
婚
者
の
増
加
に
努
め
る
ほ
か
、

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
の
充
実
な

ど
に
よ
り
、
出
生
率
の
上
昇
を
図
っ

て
い
く
。

◆
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
人
づ
く
り
◆

　
学
校
教
育
で
は
、
県
版
及
び
全

国
学
力
学
習
状
況
調
査
結
果
等
に

よ
り
、
学
力
状
況
を
把
握
し
、
県

教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
密
に
、

校
内
研
修
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

探
求
心
や
課
題
解
決
力
の
育
成
を

目
指
し
た
教
科
指
導
や
授
業
改
善

に
取
り
組
み
、
基
礎
学
力
の
定
着
、

向
上
等
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
中
学
校
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
社
会
に
向
け
た
英
語
能
力

向
上
対
策
と
し
て
、
英
語
検
定
受

験
へ
の
助
成
に
加
え
、
県
の
英
語

教
育
推
進
事
業
指
定
校
と
し
て
、

実
践
研
究
を
実
施
す
る
。

　
さ
ら
に
、
ス
ペ
イ
ン
・
モ
ン
テ

フ
リ
オ
町
と
の
姉
妹
都
市
締
結
に

伴
い
、
教
育
分
野
で
も
、
学
校
間

で
の
交
流
計
画
を
立
て
、
計
画
に

基
づ
い
た
交
流
活
動
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
幼
小
中
連
携
教
育
で
は
、
子
ど

も
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
重

視
し
、
保
育
・
幼
稚
園
か
ら
小
学

校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が
で
き

る
よ
う
、
施
設
間
で
の
意
見
交
換

や
授
業
参
観
、
行
事
等
で
の
交
流

に
よ
り
、
保
幼
小
の
連
携
・
協
力

を
密
に
し
、
９
年
間
の
教
育
課
程

を
見
通
し
た
教
育
活
動
を
推
進
す

る
。

　
ま
た
、
郷
土
の
偉
人
や
歴
史
、

産
業
な
ど
を
学
ぶ
、
ふ
る
さ
と
学

習
や
子
ど
も
の
夢
実
現
事
業
等
、

町
独
自
の
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。

な
み
交
流
館
「
和
」
で
、
現
在
「
石

田
英
吉
」
に
関
す
る
企
画
展
を
開

催
中
だ
が
、
新
年
度
の
企
画
と
し

て
、
浄
瑠
璃
の
世
界
で
名
を
残
し

た
「
竹
本
土
佐
太
夫
」
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
文

楽
公
演
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
指
定
文
化
財
の
適
切
な

管
理
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
文
化

財
の
保
存
推
進
や
森
林
鉄
道
遺
産

な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
交

流
人
口
の
拡
大
等
、
観
光
担
当
課

や
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
文
化
財
の
継
承
・
活
用
対

策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
地
域
の
教
育
力
再
生
・
向
上
の

推
進
で
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化

を
は
じ
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育

力
の
再
生
、
向
上
を
目
指
す
と
と

も
に
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
・
確
保
に
努
め
つ
つ
、

運
営
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、

地
域
ぐ
る
み
で
学
校
運
営
を
支
援

す
る
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の

さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
を
図
る
。

◆
み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
◆

　
各
地
域
の
自
治
組
織
等
が
行
う
、

防
災
や
環
境
等
を
通
じ
た
地
域
の

支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
対

す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地

域
課
題
解
決
の
た
め
の
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
特
別
事
業
枠
の
充
実
を

図
り
、
時
代
に
即
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

　
町
施
策
の
根
幹
と
な
る
現
総
合

振
興
計
画
が
、
平
成
３１
年
度
ま
で

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
期
計
画
策

定
の
準
備
作
業
と
し
て
、
施
策
課

題
把
握
等
の
た
め
の
意
識
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
計
画
策
定
は
、
多
く
の

住
民
が
参
画
し
、
実
効
性
の
高
い

も
の
と
す
る
た
め
、
住
民
の
積
極

的
な
参
加
や
支
援
を
願
う
。

　
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
審

査
委
員
会
に
よ
り
、
書
類
審
査
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
二
次
審
査
を
実

施
し
た
結
果
、
清
水
建
設
・
若
竹

ま
ち
づ
く
り
研
究
所
建
設
事
業
共

同
企
業
体
が
最
優
秀
提
案
者
と
し

て
選
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
企

業
体
を
最
優
秀
者
と
決
定
し
、
仮

契
約
を
行
っ
た
う
え
、
今
議
会
に

契
約
締
結
議
案
を
提
出
し
て
い
る
。

　
な
お
、
平
成
３０
年
度
に
は
、
基

本
設
計
及
び
実
施
設
計
を
計
画
し

て
い
る
が
、
基
本
設
計
が
概
ね
完

了
し
た
段
階
で
、
設
計
に
対
す
る

意
見
公
募
を
行
う
と
と
も
に
、
住

民
や
議
会
と
の
意
見
交
換
等
を
重

ね
、
十
分
な
合
意
形
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、「
中
山

を
元
気
に
す
る
会
」
を
主
体
に
、

自
然
薯
栽
培
の
普
及
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
、
大
学
連
携
事
業
等
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
地
域

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動

の
充
実
に
よ
り
、
誰
も
が
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
地
域
と
し
て
い
き
た

い
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
隊
は
、
３
月
末

で
２
人
が
退
職
し
、
２
人
体
制
と

な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
活
性
化
の

推
進
役
と
な
る
隊
員
の
確
保
に
努

め
て
い
く
。

　
旧
中
山
小
中
学
校
の
活
用
は
、

検
討
委
員
会
に
よ
る
協
議
を
進
め

て
お
り
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
や
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト

教
室
、
画
像
村
構
想
な
ど
の
提
案

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
活
性
化
の

交
流
拠
点
施
設
と
し
て
、
早
急
に

基
本
構
想
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

　
日
本
遺
産
の
取
り
組
み
は
、
交

流
人
口
拡
大
に
向
け
た
情
報
発
信

事
業
や
ガ
イ
ド
の
育
成
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
構
築
等
を
進
め
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
な
ど
の
、
人

材
育
成
事
業
等
を

進
め
る
。

　
ま
た
、
普
及
啓

発
事
業
と
し
て
、

地
域
の
文
化
財
や

産
業
、
生
活
文
化

等
の
調
査
研
究
を

進
め
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
理
解

向
上
を
図
り
、
地

域
の
魅
力
創
出
に

よ
る
観
光
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、

拠
点
施
設
と
し
て

の
施
設
整
備
の
検

討
や
事
務
局
体
制

の
見
直
し
を
行

う
。

あったかふれあいセンタ－事業（東島老人憩いの家）

スペイン・モンテフリオ町と姉妹都市協定の締結

新庁舎建設予定地
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質
疑

補
正
予
算
で
減
額
さ
れ
た
う
え
で
、

新
年
度
予
算
に
一
定
額
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。

答
　
平
成
２９
年
度
は
、
薬
剤
の
樹

幹
注
入
事
業
と
し
て
事
業
は
完
了

し
て
い
る
が
、
補
助
対
象
要
件
の

見
直
し
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
計

画
事
業
費
が
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
新
年
度
は
伐
倒
対
応
が

主
と
な
る
。

問

　自
殺
対
策
計
画
策
定
が
予
算

化
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
で
も
推

進
す
べ
き
状
況
と
な
っ
て
き
て
い

る
の
か
。

答
　
近
年
、
い
じ
め
や
長
時
間
労

働
等
に
よ
る
自
殺
増
加
が
社
会
問

題
化
し
て
お
り
、
対
策
強
化
の
閣

議
決
定
や
法
律
に
よ
り
策
定
義
務

化
が
さ
れ
た
こ
と
に
対
応
し
た
も

の
。

問

　生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援

事
業
補
助
金
と
は
ど
う
い
っ
た
事

業
か
。
以
前
、
県
に
あ
っ
た
生
活

保
護
対
策
の
よ
う
な
事
業
か
。

答
　
補
助
金
の
事
業
名
で
あ
り
、

補
助
区
分
の
一
つ
と
し
て
、
本
町

で
は
、
安
心
生
活
創
造
事
業
の
名

称
で
、
高
齢
者
や
要
介
護
者
等
を

対
象
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
見
守
り

体
制
を
構
築
し
て
い
く
と
い
っ
た

こ
と
を
推
進
し
て
い
る
。

人
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
新
た
な
施
策
と
し
て
、
２
人

目
、
３
人
目
に
加
算
金
を
設
け
、

１５
人
を
想
定
し
て
い
る
。
な
お
、

出
産
一
時
金
は
、
出
産
費
用
に
対

す
る
支
援
で
、
祝
い
金
は
、
子
育

て
の
経
済
負
担
へ
の
支
援
で
あ
り
、

出
産
一
時
金
は
国
保
加
入
者
が
対

象
の
た
め
、
加
入
者
割
合
に
応
じ
、

祝
い
金
の
１/３
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
。

審
議
結
果…

5
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

◆
安
田
町
新
庁
舎
建
設
事
業
（
契

約
）◆

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
新
庁
舎
建
設
事
業
実
施
の
た

め
、
設
計
・
施
工
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
、
基
本
設
計
及
び

実
施
設
計
、
消
防
屯
所
を
含
む
建

築
主
体
工
事
、
機
械
・
電
気
設
備

工
事
、
備
品
等
整
備
、
外
構
工
事
、

旧
庁
舎
取
り
壊
し
を
一
体
的
に
発

注
す
る
。

　
新
庁
舎
建
設
設
計
施
工
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
で
選
定
さ

　
質
問
の
事
業
は
、
現
在
、
県
社

協
が
実
施
し
て
お
り
、
東
部
地
区

の
窓
口
と
し
て
、
奈
半
利
町
社
協

に
就
労
支
援
相
談
員
を
配
置
し
、

郡
下
の
町
村
に
対
応
し
て
い
る
。

問

　新
規
事
業
と
し
て
、
レ
ン
タ

ル
畜
産
施
設
等
整
備
事
業
が
あ
る

が
、
新
規
就
農
等
か
。

答
　
事
業
主
体
は
Ｊ
Ａ
で
、
畜
舎

及
び
堆
肥
舎
の
各
２
棟
を
整
備
予

定
で
あ
り
、
１
棟
は
、
既
存
事
業

者
の
規
模
拡
大
に
伴
う
も
の
で
、

１
棟
は
、
町
内
在
住
者
の
繁
殖
牛

で
の
新
規
就
農
で
あ
る
。

問

　清
掃
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ

て
以
降
、
施
設
が
放
置
状
態
で
あ

る
が
、
取
り
壊
し
は
計
画
さ
れ
な

い
の
か
。

答
　
検
討
は
し
て
い
る
が
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
対
策
等
で
相
当
な
費
用

が
必
要
と
な
る
。
適
当
な
跡
地
利

用
が
計
画
で
き
れ
ば
、
補
助
事
業

も
あ
る
が
、
立
地
的
に
厳
し
い
面

が
あ
り
、
合
わ
せ
て
隣
接
す
る
不

燃
物
処
理
施
設
の
掘
り
起
こ
し
整

備
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
有

利
な
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

　空
家
活
用
改
修
事
業
と
し
て
、

相
当
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

一
軒
新
築
を
建
て
る
方
が
良
く
は

な
い
か
。

答
　
本
事
業
は
、
改
修
す
れ
ば
貸

し
出
し
可
能
な
住
宅
を
行
政
が
借

り
上
げ
、
改
修
を
行
っ
た
う
え
で
、

移
住
者
等
に
貸
し
出
す
も

の
で
、
補
助
事
業
と
し
て
、

２
軒
分
を
計
上
し
て
い

る
。

問

　ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
は
、
30
％
程
度
へ
の

返
礼
品
の
割
合
削
減
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
も
う

少
し
余
裕
を
持
た
せ
、
地

場
産
品
の
産
出
と
雇
用
創

出
に
努
め
て
い
く
べ
き
で

な
い
か
。

答
　
返
礼
品
に
つ
い
て

は
、
産
品
の
認
知
、
普
及

と
町
の
Ｐ
Ｒ
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
結
果
が
寄
付
額
の
増
に

つ
な
が
る
が
、
基
本
的
に
は
、
安

田
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
主
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
寄
付
額
の
増
に
向
け
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
等
、
取
り

組
み
は
進
め
て
い
る
が
、
現
状
以

上
を
目
標
と
す
れ
ば
、
人
員
体
制

等
、
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。

　
返
礼
割
合
に
つ
い
て
は
、
品
物

に
よ
っ
て
、
難
し
い
部
分
は
あ
る

が
、
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

活
性
化
の
流
れ
が
、
し
ぼ
む
こ
と

の
な
い
よ
う
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て

い
き
た
い
。

問

　（
細
部
に
わ
た
り
予
算
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、）
特
に
山
間
部
で
は
、

町
道
の
傷
み
が
激
し
い
。
懇
話
会

等
で
話
も
聞
く
と
思
う
が
、
早
急

な
対
応
が
で
き
な
い
か
。

答
　
道
路
維
持
補
修
工
事
費
と
し

て
一
定
額
を
計
上
し
て
お
り
、
計

画
に
は
、
懇
話
会
や
町
長
室
開
放

日
で
聞
い
た
箇
所
等
も
反
映
さ
せ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
道

全
体
で
は
、
相
当
な
距
離
も
あ
り
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
計
画
的
に

実
施
し
て
い
く
。

問

　国
保
事
業
で
の
出
産
育
児
一

時
金
は
５
人
分
と
の
説
明
だ
っ
た

が
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
は
何

ど
う
い
っ
た
内
容
か
。
ま
た
、
町

内
に
は
何
カ
所
か
の
ト
イ
レ
が
あ

り
、
ト
イ
レ
は
観
光
面
も
含
め
、

そ
の
町
の
顔
と
な
る
も
の
だ
が
、

そ
の
点
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
唐
浜
西
の
ト
イ
レ
で
、
老
朽

化
が
著
し
く
、
便
器
の
基
数
も
多

い
施
設
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

眺
望
を
活
か
し
て
休
憩
所
を
備
え

た
小
規
模
化
を
考
え
て
い
る
。

　
他
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
、
一

部
洋
式
化
等
の
対
応
は
し
て
い
る

も
の
の
、
施
設
自
体
が
古
い
こ
と

か
ら
、
指
摘
の
点
も
含
め
、
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　松
く
い
防
除
に
つ
い
て
は
、

◆
平
成
30
年
度
町
一
般
会
計
及
び

特
別
4（
国
保・後
期
高
齢・簡
水
・

土
地
開
発
）
会
計
予
算
◆

問

　新
庁
舎
の
設
計
段
階
に
あ

た
っ
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
は

考
慮
さ
れ
る
の
か
。

答
　
法
律
で
一
定
の
施
設
基
準
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
県
条
例
等
も

含
め
対
応
し
て
い
く
。

問

　国
土
地
籍
調
査
の
進
捗
状
況

及
び
完
了
見
込
み
は
ど
う
か
。

答
　
平
成
２９
年
度
末
で
約
５０
％
で

あ
る
。
平
成
３４
年
ま
で
の
２５
カ
年

事
業
と
し
て
着
手
し
た
が
、
最
近

の
国
の
補
助
事
業
の
変
化
に
伴
い
、

今
後
、
ま
だ
１０
年
程
度
の
期
間
が

見
込
ま
れ
る
。

問

　通
学
路
及
び
漁
港
へ
の
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
内
容
は
。
ま
た
、

新
庁
舎
へ
も
整
備
さ
れ
る
の
か
。

答
　
子
ど
も
の
安
全
確
認
の
た
め
、

通
学
路
へ
本
年
度
２
台
の
設
置
を

計
画
し
て
お
り
、
補
助
事
業
も
考

慮
し
な
が
ら
、
後
年
度
も
設
置
を

計
画
し
て
い
く
。
漁
港
は
、
現
在

１
台
設
置
し
て
い
る
が
、
施
設
管

理
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
今
回
２

台
を
追
加
す
る
も
の
。

　
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
不
法
侵
入

防
止
の
検
討
を
し
て
お
り
、
設
計

を
進
め
る
中
で
、
必
要
と
判
断
す

れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

問

　林
道
中
芸
北
上
線
の
維
持
工

事
費
に
は
、
高
刈
り
も
含
ま
れ
る

か
。
ま
た
、
ど
の
程
度
の
計
画
か
。

答
　
高
刈
り
も
含
め
、
路
面
補
修

等
で
、
約
５
㎞
を
計
画
し
て
い
る
。

問

　東
西
島
橋
の
修
繕
、
耐
震
工

事
の
内
容
は
。

答
　
橋
梁
点
検
結
果
に
基
づ
く
、

長
寿
命
化
計
画
の
改
修
整
備
で
、

落
橋
防
止
措
置
や
老
朽
箇
所
の
補

修
、
改
修
等
を
行
う
も
の
。

問

　東
西
島
橋
だ
け

で
な
く
、
安
田
川
に

は
多
数
の
橋
が
架

か
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
対
応
は
ど
う

か
。

答
　
町
内
に
は
８１
橋

が
あ
り
、
す
べ
て
点

検
を
終
え
て
い
る
。

そ
の
う
ち
１２
橋
が
修

繕
が
必
要
と
の
判
定

と
な
っ
て
お
り
、
計

画
に
基
づ
き
、
順
次

対
応
し
て
い
く
。

問

　間
下
地
区
の
道

路
整
備
に
ア
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
委
託
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

答
　
県
の
急
傾
斜
地

対
策
工
事
に
伴
い
、

仮
設
道
が
設
置
さ
れ

る
が
、
そ
の
仮
設
道

を
町
道
と
し
て
使
用

で
き
る
よ
う
に
急
傾

工
事
に
合
わ
せ
て
、

県
に
整
備
し
て
も
ら

い
、
必
要
額
を
委
託

料
と
し
て
町
が
負
担

す
る
も
の
。

問

　唐
浜
ト
イ
レ
の

改
修
設
計
が
あ
る
が
、

当
初
予
算
審
議

耐震及び修繕工事が予定されている東西島橋

老朽化が著しい唐浜西トイレ

廃止された清掃センター

内
容 契

約
締
結・変
更

平成30年度予算総額37億6,580万円を可決
一般会計　29億8,300万円
特別会計　  7億8,280万円
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質
疑

補
正
予
算
で
減
額
さ
れ
た
う
え
で
、

新
年
度
予
算
に
一
定
額
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。

答
　
平
成
２９
年
度
は
、
薬
剤
の
樹

幹
注
入
事
業
と
し
て
事
業
は
完
了

し
て
い
る
が
、
補
助
対
象
要
件
の

見
直
し
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
計

画
事
業
費
が
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
新
年
度
は
伐
倒
対
応
が

主
と
な
る
。

問

　自
殺
対
策
計
画
策
定
が
予
算

化
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
で
も
推

進
す
べ
き
状
況
と
な
っ
て
き
て
い

る
の
か
。

答
　
近
年
、
い
じ
め
や
長
時
間
労

働
等
に
よ
る
自
殺
増
加
が
社
会
問

題
化
し
て
お
り
、
対
策
強
化
の
閣

議
決
定
や
法
律
に
よ
り
策
定
義
務

化
が
さ
れ
た
こ
と
に
対
応
し
た
も

の
。

問

　生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援

事
業
補
助
金
と
は
ど
う
い
っ
た
事

業
か
。
以
前
、
県
に
あ
っ
た
生
活

保
護
対
策
の
よ
う
な
事
業
か
。

答
　
補
助
金
の
事
業
名
で
あ
り
、

補
助
区
分
の
一
つ
と
し
て
、
本
町

で
は
、
安
心
生
活
創
造
事
業
の
名

称
で
、
高
齢
者
や
要
介
護
者
等
を

対
象
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
見
守
り

体
制
を
構
築
し
て
い
く
と
い
っ
た

こ
と
を
推
進
し
て
い
る
。

人
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
新
た
な
施
策
と
し
て
、
２
人

目
、
３
人
目
に
加
算
金
を
設
け
、

１５
人
を
想
定
し
て
い
る
。
な
お
、

出
産
一
時
金
は
、
出
産
費
用
に
対

す
る
支
援
で
、
祝
い
金
は
、
子
育

て
の
経
済
負
担
へ
の
支
援
で
あ
り
、

出
産
一
時
金
は
国
保
加
入
者
が
対

象
の
た
め
、
加
入
者
割
合
に
応
じ
、

祝
い
金
の
１/３
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
。

審
議
結
果…

5
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

◆
安
田
町
新
庁
舎
建
設
事
業
（
契

約
）◆

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
新
庁
舎
建
設
事
業
実
施
の
た

め
、
設
計
・
施
工
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
、
基
本
設
計
及
び

実
施
設
計
、
消
防
屯
所
を
含
む
建

築
主
体
工
事
、
機
械
・
電
気
設
備

工
事
、
備
品
等
整
備
、
外
構
工
事
、

旧
庁
舎
取
り
壊
し
を
一
体
的
に
発

注
す
る
。

　
新
庁
舎
建
設
設
計
施
工
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
で
選
定
さ

　
質
問
の
事
業
は
、
現
在
、
県
社

協
が
実
施
し
て
お
り
、
東
部
地
区

の
窓
口
と
し
て
、
奈
半
利
町
社
協

に
就
労
支
援
相
談
員
を
配
置
し
、

郡
下
の
町
村
に
対
応
し
て
い
る
。

問

　新
規
事
業
と
し
て
、
レ
ン
タ

ル
畜
産
施
設
等
整
備
事
業
が
あ
る

が
、
新
規
就
農
等
か
。

答
　
事
業
主
体
は
Ｊ
Ａ
で
、
畜
舎

及
び
堆
肥
舎
の
各
２
棟
を
整
備
予

定
で
あ
り
、
１
棟
は
、
既
存
事
業

者
の
規
模
拡
大
に
伴
う
も
の
で
、

１
棟
は
、
町
内
在
住
者
の
繁
殖
牛

で
の
新
規
就
農
で
あ
る
。

問

　清
掃
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ

て
以
降
、
施
設
が
放
置
状
態
で
あ

る
が
、
取
り
壊
し
は
計
画
さ
れ
な

い
の
か
。

答
　
検
討
は
し
て
い
る
が
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
対
策
等
で
相
当
な
費
用

が
必
要
と
な
る
。
適
当
な
跡
地
利

用
が
計
画
で
き
れ
ば
、
補
助
事
業

も
あ
る
が
、
立
地
的
に
厳
し
い
面

が
あ
り
、
合
わ
せ
て
隣
接
す
る
不

燃
物
処
理
施
設
の
掘
り
起
こ
し
整

備
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
有

利
な
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

　空
家
活
用
改
修
事
業
と
し
て
、

相
当
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

一
軒
新
築
を
建
て
る
方
が
良
く
は

な
い
か
。

答
　
本
事
業
は
、
改
修
す
れ
ば
貸

し
出
し
可
能
な
住
宅
を
行
政
が
借

り
上
げ
、
改
修
を
行
っ
た
う
え
で
、

移
住
者
等
に
貸
し
出
す
も

の
で
、
補
助
事
業
と
し
て
、

２
軒
分
を
計
上
し
て
い

る
。

問

　ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
は
、
30
％
程
度
へ
の

返
礼
品
の
割
合
削
減
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
も
う

少
し
余
裕
を
持
た
せ
、
地

場
産
品
の
産
出
と
雇
用
創

出
に
努
め
て
い
く
べ
き
で

な
い
か
。

答
　
返
礼
品
に
つ
い
て

は
、
産
品
の
認
知
、
普
及

と
町
の
Ｐ
Ｒ
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
結
果
が
寄
付
額
の
増
に

つ
な
が
る
が
、
基
本
的
に
は
、
安

田
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
主
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
寄
付
額
の
増
に
向
け
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
等
、
取
り

組
み
は
進
め
て
い
る
が
、
現
状
以

上
を
目
標
と
す
れ
ば
、
人
員
体
制

等
、
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。

　
返
礼
割
合
に
つ
い
て
は
、
品
物

に
よ
っ
て
、
難
し
い
部
分
は
あ
る

が
、
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

活
性
化
の
流
れ
が
、
し
ぼ
む
こ
と

の
な
い
よ
う
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て

い
き
た
い
。

問

　（
細
部
に
わ
た
り
予
算
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、）
特
に
山
間
部
で
は
、

町
道
の
傷
み
が
激
し
い
。
懇
話
会

等
で
話
も
聞
く
と
思
う
が
、
早
急

な
対
応
が
で
き
な
い
か
。

答
　
道
路
維
持
補
修
工
事
費
と
し

て
一
定
額
を
計
上
し
て
お
り
、
計

画
に
は
、
懇
話
会
や
町
長
室
開
放

日
で
聞
い
た
箇
所
等
も
反
映
さ
せ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
道

全
体
で
は
、
相
当
な
距
離
も
あ
り
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
計
画
的
に

実
施
し
て
い
く
。

問

　国
保
事
業
で
の
出
産
育
児
一

時
金
は
５
人
分
と
の
説
明
だ
っ
た

が
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
は
何

ど
う
い
っ
た
内
容
か
。
ま
た
、
町

内
に
は
何
カ
所
か
の
ト
イ
レ
が
あ

り
、
ト
イ
レ
は
観
光
面
も
含
め
、

そ
の
町
の
顔
と
な
る
も
の
だ
が
、

そ
の
点
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
唐
浜
西
の
ト
イ
レ
で
、
老
朽

化
が
著
し
く
、
便
器
の
基
数
も
多

い
施
設
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

眺
望
を
活
か
し
て
休
憩
所
を
備
え

た
小
規
模
化
を
考
え
て
い
る
。

　
他
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
、
一

部
洋
式
化
等
の
対
応
は
し
て
い
る

も
の
の
、
施
設
自
体
が
古
い
こ
と

か
ら
、
指
摘
の
点
も
含
め
、
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　松
く
い
防
除
に
つ
い
て
は
、

◆
平
成
30
年
度
町
一
般
会
計
及
び

特
別
4（
国
保・後
期
高
齢・簡
水
・

土
地
開
発
）
会
計
予
算
◆

問

　新
庁
舎
の
設
計
段
階
に
あ

た
っ
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
は

考
慮
さ
れ
る
の
か
。

答
　
法
律
で
一
定
の
施
設
基
準
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
県
条
例
等
も

含
め
対
応
し
て
い
く
。

問

　国
土
地
籍
調
査
の
進
捗
状
況

及
び
完
了
見
込
み
は
ど
う
か
。

答
　
平
成
２９
年
度
末
で
約
５０
％
で

あ
る
。
平
成
３４
年
ま
で
の
２５
カ
年

事
業
と
し
て
着
手
し
た
が
、
最
近

の
国
の
補
助
事
業
の
変
化
に
伴
い
、

今
後
、
ま
だ
１０
年
程
度
の
期
間
が

見
込
ま
れ
る
。

問

　通
学
路
及
び
漁
港
へ
の
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
内
容
は
。
ま
た
、

新
庁
舎
へ
も
整
備
さ
れ
る
の
か
。

答
　
子
ど
も
の
安
全
確
認
の
た
め
、

通
学
路
へ
本
年
度
２
台
の
設
置
を

計
画
し
て
お
り
、
補
助
事
業
も
考

慮
し
な
が
ら
、
後
年
度
も
設
置
を

計
画
し
て
い
く
。
漁
港
は
、
現
在

１
台
設
置
し
て
い
る
が
、
施
設
管

理
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
今
回
２

台
を
追
加
す
る
も
の
。

　
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
不
法
侵
入

防
止
の
検
討
を
し
て
お
り
、
設
計

を
進
め
る
中
で
、
必
要
と
判
断
す

れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

問

　林
道
中
芸
北
上
線
の
維
持
工

事
費
に
は
、
高
刈
り
も
含
ま
れ
る

か
。
ま
た
、
ど
の
程
度
の
計
画
か
。

答
　
高
刈
り
も
含
め
、
路
面
補
修

等
で
、
約
５
㎞
を
計
画
し
て
い
る
。

問

　東
西
島
橋
の
修
繕
、
耐
震
工

事
の
内
容
は
。

答
　
橋
梁
点
検
結
果
に
基
づ
く
、

長
寿
命
化
計
画
の
改
修
整
備
で
、

落
橋
防
止
措
置
や
老
朽
箇
所
の
補

修
、
改
修
等
を
行
う
も
の
。

問

　東
西
島
橋
だ
け

で
な
く
、
安
田
川
に

は
多
数
の
橋
が
架

か
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
対
応
は
ど
う

か
。

答
　
町
内
に
は
８１
橋

が
あ
り
、
す
べ
て
点

検
を
終
え
て
い
る
。

そ
の
う
ち
１２
橋
が
修

繕
が
必
要
と
の
判
定

と
な
っ
て
お
り
、
計

画
に
基
づ
き
、
順
次

対
応
し
て
い
く
。

問

　間
下
地
区
の
道

路
整
備
に
ア
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
委
託
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

答
　
県
の
急
傾
斜
地

対
策
工
事
に
伴
い
、

仮
設
道
が
設
置
さ
れ

る
が
、
そ
の
仮
設
道

を
町
道
と
し
て
使
用

で
き
る
よ
う
に
急
傾

工
事
に
合
わ
せ
て
、

県
に
整
備
し
て
も
ら

い
、
必
要
額
を
委
託

料
と
し
て
町
が
負
担

す
る
も
の
。

問

　唐
浜
ト
イ
レ
の

改
修
設
計
が
あ
る
が
、

当
初
予
算
審
議

耐震及び修繕工事が予定されている東西島橋

老朽化が著しい唐浜西トイレ

廃止された清掃センター

内
容 契

約
締
結・変
更

平成30年度予算総額37億6,580万円を可決
一般会計　29億8,300万円
特別会計　  7億8,280万円



㉙ ㉘議 会 だ よ り 平成30年（2018） 5 月 1 日 議 会 だ よ り 平成30年（2018） 5 月 1 日No.629No.629

質
疑

公
文
議
員

　
議
案
第
１
号
、
契
約
締
結
に
つ

い
て
、
賛
成
の
立
場
で
意
見
を
述

べ
る
。

　
現
在
の
役
場
庁
舎
は
、
昭
和
４６

年
の
建
築
以
来
４６
年
以
上
が
経
過

し
、
耐
震
性
の
不
足
に
よ
り
、
非

常
に
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
の
庁
舎
の
状
況
を
考
え

る
と
、
仮
に
大
地
震
が
起
き
た
と

し
た
ら
、
ス
ペ
ー
ス
は
狭
く
、
水

や
食
糧
の
備
蓄
が
十
分
に
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
防
災
措
置
施
設

と
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
機
能
を
備
え
て
い
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　
新
庁
舎
の
建
設
に
よ
り
、
防
災

拠
点
施
設
と
し
て
機
能
を
早
期
に

確
保
し
、
来
る
南
海
地
震
へ
の
備

え
を
万
全
に
す
る
こ
と
は
、
行
政
、

議
会
共
通
の
責
任
と
し
て
果
た
す

べ
き
務
め
で
あ
り
、
住
民
の
命
を

守
る
庁
舎
と
し
て
、
一
日
も
早
い

完
成
を
期
待
し
て
い
る
。

　
議
員
各
位
の
賛
同
を
お
願
い
し
、

私
の
賛
成
意
見
と
す
る
。

小
松
（
憲
）
議
員

　
第
１
号
議
案
、
契
約
締
結
に
つ

い
て
、
賛
成
の
立
場
で
意
見
を
述

◆
安
田
町
在
宅
介
護
手
当
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
要
介
護
者
等
を
家
庭
で
介
護
す

る
場
合
、
介
護
者
に
対
し
在
宅
介

護
手
当
が
支
給
さ
れ
る
が
、
医
療

制
度
改
革
等
に
よ
り
、
今
後
、
在

宅
介
護
の
重
要
度
が
増
す
こ
と
か

ら
、
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
緩
和

す
る
た
め
、
現
月
額
支
給
額
５
千

円
を
１
万
円
に
改
定
す
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
◆

◆
安
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
◆

　
国
保
制
度
改
革
に
伴
い
、
国
保

運
営
を
審
議
す
る
組
織
の
名
称
を

「
安
田
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
に
関
す
る
協
議
会
」
に
改
め

る
と
と
も
に
、
県
か
ら
示
さ
れ
た

標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
、
税
率

改
正
を
行
う
も
の
。

　
な
お
、
県
算
定
の
税
率
を
適
用

し
た
場
合
、
税
負
担
が
急
増
す
る

こ
と
か
ら
、
激
変
緩
和
措
置
と
し

て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

べ
る
。

　
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
南
海
地

震
対
策
の
面
で
機
能
充
実
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

今
回
計
画
さ
れ
て
い
る
土
佐
あ
き

農
協
安
田
支
所
及
び
安
田
郵
便
局

の
誘
致
に
よ
り
、
住
民
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

で
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
と
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
行
政
、
農
協
、
郵
便
局
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
同
じ
屋
根
の

下
と
な
る
こ
と
か
ら
、
交
流
す
る

中
で
、
意
見
交
換
を
進
め
、
よ
り

良
い
政
策
を
見
出
し
、
小
さ
く
て

も
輝
く
安
田
町
と
し
て
、
地
方
創

生
に
挑
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
私
も
一
議
員
と
し
て
、
微
力

な
が
ら
力
添
え
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　
議
員
各
位
の
賛
同
を
お
願
い
し
、

私
の
賛
成
意
見
と
す
る
。田

之
上
議
員

　
第
１
号
議
案
、
契
約
締
結
に
つ

い
て
、
賛
成
の
立
場
で
意
見
を
述

べ
る
。

　
現
庁
舎
は
、
建
築
し
て
４６
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
利
便
性

の
低
下
や
、
何
よ
り
も
南
海
地
震

の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
、

庁
舎
の
耐
震
性
に
非
常
に
不
安
が

あ
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
で
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災
拠

点
と
し
て
、
町
民
の
安
心
・
安
全

を
支
え
る
場
と
し
て
の
機
能
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。

　
安
田
町
消
防
団
の
現
在
地
は
、

津
波
の
浸
水
予
想
区
域
で
あ
り
、

建
物
も
老
朽
化
し
て
い
る
。
今
回

の
新
庁
舎
計
画
の
中
に
は
、
消
防

屯
所
も
含
ま
れ
て
お
り
、
庁
舎
を

拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
も
、
早
期
の
完
成
が

必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
町
民
、
行
政
、
議
会
と

の
会
話
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
皆

の
思
い
が
形
に
な
っ
た
、
長
く
愛

さ
れ
る
庁
舎
と
な
る
よ
う
期
待
し

て
、
私
の
賛
成
意
見
と
す
る
。

　
議
員
各
位
の
賛
同
を
お
願
い
す

る
。

審
議
結
果…

賛
成
多
数
（
可
決
）

◆
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派

遣
に
関
し
、
東
部
地
域
の
観
光
振

興
を
図
る
た
め
、
東
部
９
市
町
村

で
組
織
す
る
一
般
社
団
法
人
高
知

県
東
部
観
光
協
議
会
を
、
派
遣
先

と
し
て
追
加
す
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
◆

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
期
間
等

に
つ
い
て
、
規
定
の
整
備
を
行
う

も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
◆

　
地
方
創
生
の
さ
ら
な
る
推
進
を

図
る
た
め
、
国
の
機
関
と
の
人
事

交
流
を
行
う
条
件
整
備
と
し
て
、

県
の
規
定
に
準
じ
た
人
事
異
動
に

伴
う
赴
任
旅
費
の
支
給
要
件
を
、

条
例
上
に
位
置
付
け
す
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

れ
た
清
水
建
設
・
若
竹
ま
ち
づ
く

り
研
究
所
建
設
事
業
共
同
企
業
体

を
最
優
秀
者
と
決
定
し
、
１４
億
７６

万
円
で
契
約
。

問

　企
業
体
を
構
成
す
る
清
水
建

設
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
等
で

問
題
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
審

査
委
員
会
の
中
で
、
特
に
意
見
等

は
な
か
っ
た
か
。

答
　
選
定
委
員
会
で
は
、
業
者
名

を
伏
せ
た
状
態
で
、
各
審
査
を
行
っ

て
い
る
。

　
指
摘
の
件
は
、
過
日
の
協
議
会

で
も
説
明
し
た
が
、
公
共
工
事
の

入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
で
基
準
等
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
一
連
の
報
道
の
件

は
、
こ
の
法
律
の
定
め
に
該
当
し

な
い
と
、
内
閣
府
で
閣
議
決
定
も

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
こ

と
も
踏
ま
え
、
十
分
に
検
討
し
た

う
え
で
判
断
し
て
い
る
。

問

　工
事
期
間
中
は
事
故
の
な
い

よ
う
、
業
者
に
は
十
分
な
対
応
を

さ
せ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
学
校
や

周
辺
住
民
へ
の
説
明
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
行
わ
れ
る

の
か
。

答
　
施
工
業
者
決
定
前
と
な
る
が
、

先
月
、
周
辺
住
民
に
対
す
る
説
明

問
で
も
意
見
を
述
べ
た
と
お
り
、

こ
の
庁
舎
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
実
施
に
よ
る
随
意
契
約
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
法
律
を
適
用
し
て

も
条
件
に
沿
わ
な
い
。
特
殊
な
建

築
物
で
は
な
く
、
随
意
契
約
に
不

的
確
と
思
わ
れ
る
建
築
物
で
あ
る
。

　
こ
の
契
約
に
際
し
て
、
そ
の
後

納
得
の
い
く
説
明
も
な
く
、
町
長

の
政
治
姿
勢
も
意
味
が
分
か
ら
な

い
。

　
随
意
契
約
の
見
直
し
に
お
け
る

法
と
の
整
合
性
も
大
き
く
乖
離
し
、

そ
の
具
体
的
理
由
、
真
に
や
む
を

得
な
い
場
合
に
の
み
随
契
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
に
違
反
し
て

お
り
、
納
得
が
い
く
も
の
で
は
な

い
。

　
そ
し
て
、
足
り
る
情
報
公
開
な

ど
は
な
く
、
特
に
血
税
を
使
っ
て

２５０
万
円
も
の
予
算
を
組
み
な
が
ら
、

１
社
し
か
図
面
、
金
入
り
の
仕
様

書
な
り
を
議
会
に
提
出
し
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
議
会
を
軽
視
す

る
も
の
で
あ
り
、
執
行
部
を
信
用

す
る
し
か
手
立
て
が
な
い
。
こ
の

よ
う
な
議
会
で
良
い
の
か
ど
う
か
、

議
員
各
位
の
賢
明
で
良
識
あ
る
判

断
に
よ
っ
て
、
賛
同
を
願
う
も
の

で
あ
り
、
私
は
、
ど
う
考
え
て
も

違
法
性
が
高
い
と
考
え
、
反
対
意

見
と
す
る
。

と
、
懸
念
事
項
等
の
意
見
集
約
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
業
者
も
交
え
な
が
ら
、

改
め
て
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
も

含
め
、
住
民
の
不
安
を
取
り
除
け

る
よ
う
、
説
明
会
も
何
回
か
開
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

　オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
て
、

資
材
の
高
騰
や
工
期
の
遅
延
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答
　
十
分
検
討
の
う
え
、
行
政
と

し
て
の
責
任
の
果
た
せ
る
契
約
内

容
と
し
て
い
く
。

問

　本
町
を
含
め
、
多
く
で
行
わ

れ
て
い
る
の
が
、
設
計
が
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
、
施
工
は
入
札
の
手
法
で
あ

る
。
設
計
の
提
案
は
、
独
創
性
や

意
匠
等
、
業
者
の
知
的
財
産
の
部

分
と
な
る
が
、
施
工
は
技
術
で
あ

り
、
庁
舎
は
、
極
端
に
独
創
性
や

特
殊
技
術
が
求
め
ら
れ
る
建
物
で

な
い
と
考
え
ら
れ
、
設
計
施
工
一

括
の
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
、Ｊ
Ａ
と
郵
便
局
は
入
居
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
書
面
等
で
確

約
は
で
き
て
い
る
か
。
途
中
で
中
止

に
な
る
と
い
っ
た
心
配
は
な
い
か
。

答
　
基
本
設
計
は
、
予
定
金
額
内

で
見
込
ま
れ
る
完
成
イ
メ
ー
ジ
で

あ
り
、
詳
細
設
計
の
段
階
で
、
要

望
事
項
等
を
反
映
さ
せ
て
い
っ
た

場
合
、
予
定
額
を
超
え
る
可
能
性

が
あ
る
う
え
、
そ
う
し
て
で
き
た

設
計
書
を
も
っ
て
入
札
に
臨
ん
で

も
、
不
落
と
な
れ
ば
設
計
見
直
し
、

入
札
の
繰
り
返
し
と
な
り
、
他
の

自
治
体
で
は
実
例
も
発
生
し
て
い

る
。

　
本
町
で
も
、
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
実
施
経
緯
は
あ
る
が
、
平
成

１７
年
以
降
、
地
方
団
体
に
お
け
る

設
計
施
工
一
括
方
式
の
推
進
に
つ

い
て
、
国
か
ら
の
通
達
が
順
次
出

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
、

総
合
的
に
一
括
方
式
採
用
の
判
断

を
し
て
い
る
。

　
な
お
、
今
回
は
定
め
ら
れ
た
金

額
、
要
求
水
準
内
で
、
特
殊
な
工

法
や
技
術
を
自
由
に
採
用
し
た
う

え
で
、
実
施
可
能
な
業
者
が
応
募

し
て
き
て
お
り
、
今
後
、
新
た
な

要
望
等
を
し
な
い
限
り
、
請
負
金

額
を
変
更
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
Ｊ
Ａ
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

確
約
書
的
な
書
面
は
交
わ
し
て
い

な
い
が
、
組
合
長
か
ら
口
頭
で
の

返
事
が
あ
り
、
郵
便
局
も
四
国
支

店
長
と
大
筋
で
の
合
意
に
至
っ
て

お
り
、
今
後
の
詳
細
設
計
で
事
務

所
の
配
置
や
家
賃
等
の
協
議
が
整

い
次
第
、
契
約
と
な
る
。

問

　審
査
結
果
に
つ
い
て
、
一
次

審
査
で
は
審
査
委
員
の
評
価
が
適

度
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
二
次
審

査
で
は
、
全
員
が
一
社
を
１
位
と

し
て
い
る
。
一
種
の
談
合
と
も
受
け

取
れ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　ま
た
、
消
防
屯
所
が
移
転
す
る

計
画
だ
が
、
現
在
地
か
ら
の
緊
急
出

動
を
考
え
れ
ば
、
周
辺
の
道
路
整

備
も
一
体
に
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

答
　
一
次
審
査
は
、
施
工
実
績
や

技
術
職
員
数
、
事
業
執
行
体
制
な

ど
を
評
価
し
た
も
の
で
、
二
次
審

査
の
内
容
は
全
く
別
物
で
あ
る
。

審
査
結
果
は
希
な
こ
と
と
思
う
が
、

一
人
一
人
が
結
果
を
講
評
し
た
中

で
全
員
が
１
位
と
評
価
し
て
お
り
、

そ
れ
だ
け
、
そ
の
業
者
の
提
案
が

良
か
っ
た
と
理
解
願
い
た
い
。

　
屯
所
の
位
置
は
、
図
面
に
示
す

場
所
が
確
定
で
は
な
く
、
位
置
に

つ
い
て
は
敷
地
内
で
検
討
し
て
い

く
。
道
路
整
備
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
理
解
し
て
お
り
、
住
民
要

望
も
あ
る
。
県
道
か
ら
の
進
入
路

等
も
含
め
て
検
討
し
て
お
り
、
庁

舎
建
設
と
は
別
に
進
め
て
い
く
。

竹
内
（
隆
）
議
員

　
議
案
第
１
号
、
庁
舎
建
設
に
係

る
契
約
締
結
に
つ
い
て
、
反
対
の

意
を
唱
え
る
。

　
昨
年
、
１２
月
定
例
会
の
一
般
質

内
容

内
容

内
容

内
容

内
容

条
例
制
定・改
正

反
対
討
論

賛
成
討
論
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質
疑

公
文
議
員

　
議
案
第
１
号
、
契
約
締
結
に
つ

い
て
、
賛
成
の
立
場
で
意
見
を
述

べ
る
。

　
現
在
の
役
場
庁
舎
は
、
昭
和
４６

年
の
建
築
以
来
４６
年
以
上
が
経
過

し
、
耐
震
性
の
不
足
に
よ
り
、
非

常
に
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
の
庁
舎
の
状
況
を
考
え

る
と
、
仮
に
大
地
震
が
起
き
た
と

し
た
ら
、
ス
ペ
ー
ス
は
狭
く
、
水

や
食
糧
の
備
蓄
が
十
分
に
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
防
災
措
置
施
設

と
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
機
能
を
備
え
て
い
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　
新
庁
舎
の
建
設
に
よ
り
、
防
災

拠
点
施
設
と
し
て
機
能
を
早
期
に

確
保
し
、
来
る
南
海
地
震
へ
の
備

え
を
万
全
に
す
る
こ
と
は
、
行
政
、

議
会
共
通
の
責
任
と
し
て
果
た
す

べ
き
務
め
で
あ
り
、
住
民
の
命
を

守
る
庁
舎
と
し
て
、
一
日
も
早
い

完
成
を
期
待
し
て
い
る
。

　
議
員
各
位
の
賛
同
を
お
願
い
し
、

私
の
賛
成
意
見
と
す
る
。

小
松
（
憲
）
議
員

　
第
１
号
議
案
、
契
約
締
結
に
つ

い
て
、
賛
成
の
立
場
で
意
見
を
述

◆
安
田
町
在
宅
介
護
手
当
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
要
介
護
者
等
を
家
庭
で
介
護
す

る
場
合
、
介
護
者
に
対
し
在
宅
介

護
手
当
が
支
給
さ
れ
る
が
、
医
療

制
度
改
革
等
に
よ
り
、
今
後
、
在

宅
介
護
の
重
要
度
が
増
す
こ
と
か

ら
、
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
緩
和

す
る
た
め
、
現
月
額
支
給
額
５
千

円
を
１
万
円
に
改
定
す
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
◆

◆
安
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
◆

　
国
保
制
度
改
革
に
伴
い
、
国
保

運
営
を
審
議
す
る
組
織
の
名
称
を

「
安
田
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
に
関
す
る
協
議
会
」
に
改
め

る
と
と
も
に
、
県
か
ら
示
さ
れ
た

標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
、
税
率

改
正
を
行
う
も
の
。

　
な
お
、
県
算
定
の
税
率
を
適
用

し
た
場
合
、
税
負
担
が
急
増
す
る

こ
と
か
ら
、
激
変
緩
和
措
置
と
し

て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

べ
る
。

　
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
南
海
地

震
対
策
の
面
で
機
能
充
実
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

今
回
計
画
さ
れ
て
い
る
土
佐
あ
き

農
協
安
田
支
所
及
び
安
田
郵
便
局

の
誘
致
に
よ
り
、
住
民
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

で
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
と
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
行
政
、
農
協
、
郵
便
局
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
同
じ
屋
根
の

下
と
な
る
こ
と
か
ら
、
交
流
す
る

中
で
、
意
見
交
換
を
進
め
、
よ
り

良
い
政
策
を
見
出
し
、
小
さ
く
て

も
輝
く
安
田
町
と
し
て
、
地
方
創

生
に
挑
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
私
も
一
議
員
と
し
て
、
微
力

な
が
ら
力
添
え
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　
議
員
各
位
の
賛
同
を
お
願
い
し
、

私
の
賛
成
意
見
と
す
る
。田

之
上
議
員

　
第
１
号
議
案
、
契
約
締
結
に
つ

い
て
、
賛
成
の
立
場
で
意
見
を
述

べ
る
。

　
現
庁
舎
は
、
建
築
し
て
４６
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
利
便
性

の
低
下
や
、
何
よ
り
も
南
海
地
震

の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
、

庁
舎
の
耐
震
性
に
非
常
に
不
安
が

あ
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
で
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災
拠

点
と
し
て
、
町
民
の
安
心
・
安
全

を
支
え
る
場
と
し
て
の
機
能
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。

　
安
田
町
消
防
団
の
現
在
地
は
、

津
波
の
浸
水
予
想
区
域
で
あ
り
、

建
物
も
老
朽
化
し
て
い
る
。
今
回

の
新
庁
舎
計
画
の
中
に
は
、
消
防

屯
所
も
含
ま
れ
て
お
り
、
庁
舎
を

拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
も
、
早
期
の
完
成
が

必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
町
民
、
行
政
、
議
会
と

の
会
話
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
皆

の
思
い
が
形
に
な
っ
た
、
長
く
愛

さ
れ
る
庁
舎
と
な
る
よ
う
期
待
し

て
、
私
の
賛
成
意
見
と
す
る
。

　
議
員
各
位
の
賛
同
を
お
願
い
す

る
。

審
議
結
果…
賛
成
多
数
（
可
決
）

◆
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派

遣
に
関
し
、
東
部
地
域
の
観
光
振

興
を
図
る
た
め
、
東
部
９
市
町
村

で
組
織
す
る
一
般
社
団
法
人
高
知

県
東
部
観
光
協
議
会
を
、
派
遣
先

と
し
て
追
加
す
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
◆

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
期
間
等

に
つ
い
て
、
規
定
の
整
備
を
行
う

も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
◆

　
地
方
創
生
の
さ
ら
な
る
推
進
を

図
る
た
め
、
国
の
機
関
と
の
人
事

交
流
を
行
う
条
件
整
備
と
し
て
、

県
の
規
定
に
準
じ
た
人
事
異
動
に

伴
う
赴
任
旅
費
の
支
給
要
件
を
、

条
例
上
に
位
置
付
け
す
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

れ
た
清
水
建
設
・
若
竹
ま
ち
づ
く

り
研
究
所
建
設
事
業
共
同
企
業
体

を
最
優
秀
者
と
決
定
し
、
１４
億
７６

万
円
で
契
約
。

問

　企
業
体
を
構
成
す
る
清
水
建

設
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
等
で

問
題
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
審

査
委
員
会
の
中
で
、
特
に
意
見
等

は
な
か
っ
た
か
。

答
　
選
定
委
員
会
で
は
、
業
者
名

を
伏
せ
た
状
態
で
、
各
審
査
を
行
っ

て
い
る
。

　
指
摘
の
件
は
、
過
日
の
協
議
会

で
も
説
明
し
た
が
、
公
共
工
事
の

入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
で
基
準
等
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
一
連
の
報
道
の
件

は
、
こ
の
法
律
の
定
め
に
該
当
し

な
い
と
、
内
閣
府
で
閣
議
決
定
も

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
こ

と
も
踏
ま
え
、
十
分
に
検
討
し
た

う
え
で
判
断
し
て
い
る
。

問

　工
事
期
間
中
は
事
故
の
な
い

よ
う
、
業
者
に
は
十
分
な
対
応
を

さ
せ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
学
校
や

周
辺
住
民
へ
の
説
明
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
行
わ
れ
る

の
か
。

答
　
施
工
業
者
決
定
前
と
な
る
が
、

先
月
、
周
辺
住
民
に
対
す
る
説
明

問
で
も
意
見
を
述
べ
た
と
お
り
、

こ
の
庁
舎
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
実
施
に
よ
る
随
意
契
約
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
法
律
を
適
用
し
て

も
条
件
に
沿
わ
な
い
。
特
殊
な
建

築
物
で
は
な
く
、
随
意
契
約
に
不

的
確
と
思
わ
れ
る
建
築
物
で
あ
る
。

　
こ
の
契
約
に
際
し
て
、
そ
の
後

納
得
の
い
く
説
明
も
な
く
、
町
長

の
政
治
姿
勢
も
意
味
が
分
か
ら
な

い
。

　
随
意
契
約
の
見
直
し
に
お
け
る

法
と
の
整
合
性
も
大
き
く
乖
離
し
、

そ
の
具
体
的
理
由
、
真
に
や
む
を

得
な
い
場
合
に
の
み
随
契
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
に
違
反
し
て

お
り
、
納
得
が
い
く
も
の
で
は
な

い
。

　
そ
し
て
、
足
り
る
情
報
公
開
な

ど
は
な
く
、
特
に
血
税
を
使
っ
て

２５０
万
円
も
の
予
算
を
組
み
な
が
ら
、

１
社
し
か
図
面
、
金
入
り
の
仕
様

書
な
り
を
議
会
に
提
出
し
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
議
会
を
軽
視
す

る
も
の
で
あ
り
、
執
行
部
を
信
用

す
る
し
か
手
立
て
が
な
い
。
こ
の

よ
う
な
議
会
で
良
い
の
か
ど
う
か
、

議
員
各
位
の
賢
明
で
良
識
あ
る
判

断
に
よ
っ
て
、
賛
同
を
願
う
も
の

で
あ
り
、
私
は
、
ど
う
考
え
て
も

違
法
性
が
高
い
と
考
え
、
反
対
意

見
と
す
る
。

と
、
懸
念
事
項
等
の
意
見
集
約
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
業
者
も
交
え
な
が
ら
、

改
め
て
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
も

含
め
、
住
民
の
不
安
を
取
り
除
け

る
よ
う
、
説
明
会
も
何
回
か
開
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

　オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
て
、

資
材
の
高
騰
や
工
期
の
遅
延
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答
　
十
分
検
討
の
う
え
、
行
政
と

し
て
の
責
任
の
果
た
せ
る
契
約
内

容
と
し
て
い
く
。

問

　本
町
を
含
め
、
多
く
で
行
わ

れ
て
い
る
の
が
、
設
計
が
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
、
施
工
は
入
札
の
手
法
で
あ

る
。
設
計
の
提
案
は
、
独
創
性
や

意
匠
等
、
業
者
の
知
的
財
産
の
部

分
と
な
る
が
、
施
工
は
技
術
で
あ

り
、
庁
舎
は
、
極
端
に
独
創
性
や

特
殊
技
術
が
求
め
ら
れ
る
建
物
で

な
い
と
考
え
ら
れ
、
設
計
施
工
一

括
の
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
、Ｊ
Ａ
と
郵
便
局
は
入
居
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
書
面
等
で
確

約
は
で
き
て
い
る
か
。
途
中
で
中
止

に
な
る
と
い
っ
た
心
配
は
な
い
か
。

答
　
基
本
設
計
は
、
予
定
金
額
内

で
見
込
ま
れ
る
完
成
イ
メ
ー
ジ
で

あ
り
、
詳
細
設
計
の
段
階
で
、
要

望
事
項
等
を
反
映
さ
せ
て
い
っ
た

場
合
、
予
定
額
を
超
え
る
可
能
性

が
あ
る
う
え
、
そ
う
し
て
で
き
た

設
計
書
を
も
っ
て
入
札
に
臨
ん
で

も
、
不
落
と
な
れ
ば
設
計
見
直
し
、

入
札
の
繰
り
返
し
と
な
り
、
他
の

自
治
体
で
は
実
例
も
発
生
し
て
い

る
。

　
本
町
で
も
、
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
実
施
経
緯
は
あ
る
が
、
平
成

１７
年
以
降
、
地
方
団
体
に
お
け
る

設
計
施
工
一
括
方
式
の
推
進
に
つ

い
て
、
国
か
ら
の
通
達
が
順
次
出

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
、

総
合
的
に
一
括
方
式
採
用
の
判
断

を
し
て
い
る
。

　
な
お
、
今
回
は
定
め
ら
れ
た
金

額
、
要
求
水
準
内
で
、
特
殊
な
工

法
や
技
術
を
自
由
に
採
用
し
た
う

え
で
、
実
施
可
能
な
業
者
が
応
募

し
て
き
て
お
り
、
今
後
、
新
た
な

要
望
等
を
し
な
い
限
り
、
請
負
金

額
を
変
更
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
Ｊ
Ａ
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

確
約
書
的
な
書
面
は
交
わ
し
て
い

な
い
が
、
組
合
長
か
ら
口
頭
で
の

返
事
が
あ
り
、
郵
便
局
も
四
国
支

店
長
と
大
筋
で
の
合
意
に
至
っ
て

お
り
、
今
後
の
詳
細
設
計
で
事
務

所
の
配
置
や
家
賃
等
の
協
議
が
整

い
次
第
、
契
約
と
な
る
。

問

　審
査
結
果
に
つ
い
て
、
一
次

審
査
で
は
審
査
委
員
の
評
価
が
適

度
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
二
次
審

査
で
は
、
全
員
が
一
社
を
１
位
と

し
て
い
る
。
一
種
の
談
合
と
も
受
け

取
れ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　ま
た
、
消
防
屯
所
が
移
転
す
る

計
画
だ
が
、
現
在
地
か
ら
の
緊
急
出

動
を
考
え
れ
ば
、
周
辺
の
道
路
整

備
も
一
体
に
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

答
　
一
次
審
査
は
、
施
工
実
績
や

技
術
職
員
数
、
事
業
執
行
体
制
な

ど
を
評
価
し
た
も
の
で
、
二
次
審

査
の
内
容
は
全
く
別
物
で
あ
る
。

審
査
結
果
は
希
な
こ
と
と
思
う
が
、

一
人
一
人
が
結
果
を
講
評
し
た
中

で
全
員
が
１
位
と
評
価
し
て
お
り
、

そ
れ
だ
け
、
そ
の
業
者
の
提
案
が

良
か
っ
た
と
理
解
願
い
た
い
。

　
屯
所
の
位
置
は
、
図
面
に
示
す

場
所
が
確
定
で
は
な
く
、
位
置
に

つ
い
て
は
敷
地
内
で
検
討
し
て
い

く
。
道
路
整
備
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
理
解
し
て
お
り
、
住
民
要

望
も
あ
る
。
県
道
か
ら
の
進
入
路

等
も
含
め
て
検
討
し
て
お
り
、
庁

舎
建
設
と
は
別
に
進
め
て
い
く
。

竹
内
（
隆
）
議
員

　
議
案
第
１
号
、
庁
舎
建
設
に
係

る
契
約
締
結
に
つ
い
て
、
反
対
の

意
を
唱
え
る
。

　
昨
年
、
１２
月
定
例
会
の
一
般
質

内
容

内
容

内
容

内
容

内
容

条
例
制
定・改
正

反
対
討
論

賛
成
討
論
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質
疑

◆
平
成
29
年
度
町
一
般
会
計
及
び

特
別
4
（
国
保
・
後
期
高
齢
・

簡
水
・
土
地
開
発
）
会
計
補
正

予
算
◆

◎
一
般
会
計
（
第
8
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
に
よ
る

総
括
的
な
追
加
、
更
正
を
行
う
も

の
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、

○
来
年
度
以
降
の
国
の
地
方
財
政

対
策
の
影
響
を
考
慮
し
、
歳
出

全
般
に
わ
た
る
不
用
額
の
整
理

○
国
・
県
補
助
金
等
、
歳
入
全
般

に
わ
た
る
追
加
、
更
生
及
び
将

来
の
財
源
確
保
対
策
と
し
て
の

各
種
基
金
の
調
整

総
額
１
億
５
７
８
０
万
円
減
額

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　28
億
1
6
6
0
万
円

　
な
お
、
実
施
及
び
計
画
事
業
の

う
ち
、
移
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
、

中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業
、

県
営
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
負

担
金
等
、
７
事
業
に
つ
い
て
、
国

の
補
正
予
算
対
応
や
用
地
交
渉
の

遅
延
等
か
ら
、
翌
年
度
に
繰
り
越

し
て
執
行
す
る
繰
越
明
許
の
措
置

を
執
る
。

◎
国
保
会
計
（
第
2
号
）

○
保
険
給
付
実
績
、
補
助
・
交
付

金
等
、
決
算
見
込
み
に
よ
る
減

額
補
正
後
の
予
算
総
額

5
億
7
7
0
4
万
円

◎
後
期
高
齢
会
計
（
第
2
号
）

○
保
険
料
の
実
績
見
込
み
等
に
伴

う
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
減
額

補
正
後
の
予
算
総
額5

1
0
6
万
円

◎
簡
水
会
計
（
第
3
号
）

○
水
道
施
設
整
備
事
業
の
確
定
に

伴
う
減
額

補
正
後
の
予
算
総
額

2
億
8
0
6
4
万
円

◎
土
地
開
発
会
計
（
第
1
号
）

○
分
譲
用
地
の
取
得
実
績
に
伴
う

減
額

補
正
後
の
予
算
総
額

6
8
8
万
円

問

　町
道
井
ノ
岡
線
舗
装
工
事
外

と
し
て
、
繰
越
見
込
額
が
増
額
さ
れ

て
い
る
が
、
付
帯
工
事
と
し
て
、
周

辺
接
続
路
線
の
舗
装
も
行
う
の
か
。

答
　
井
ノ
岡
線
に
つ

い
て
は
、
前
回
の
報

告
ど
お
り
、
舗
装
工

事
が
繰
越
と
な
る
。

今
回
の
増
額
は
、
井

ノ
岡
外
と
記
載
の
よ

う
に
、
国
の
補
正
予

算
に
伴
い
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
と
し
て
、
他
の

路
線
整
備
を
追
加
し

た
も
の
。

審
議
結
果…

5
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

濵
口
議
員

　平
成
の
大
合
併
の
時
期
に
は
、

全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
、
国
・

県
政
と
も
に
大
き
な
課
題
で
あ
っ

た
。　中

芸
地
区
で
も
、
最
終
的
に
奈

半
利
町
、
北
川
村
と
の
３
町
村
合

併
が
課
題
と
な
っ
た
が
、
北
川
村

が
民
意
と
し
て
反
対
と
な
り
、
合

併
中
止
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
が
、

今
後
の
広
域
市
町
村
合
併
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

黒
岩
町
長

　
平
成
の
大
合
併
で
は
、
全
国
的

に
市
町
村
合
併
が
進
ん
だ
が
、
高

知
県
の
よ
う
に
中
山
間
地
を
抱
え

に
よ
る
増
税
幅
を
抑
え
た
税
率
設

定
と
し
、
今
後
、
５
年
間
で
、
赤

字
解
消
計
画
に
よ
り
、
繰
入
措
置

を
解
消
し
て
い
く
。

審
議
結
果…
2
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
◆

　
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
を
審

議
す
る
機
関
と
し
て
「
地
域
公
共

交
通
会
議
」
を
条
例
上
に
位
置
付

け
る
と
と
も
に
、
国
保
制
度
改
正

に
伴
う
国
保
運
営
に
関
す
る
協
議

会
の
名
称
変
更
を
行
う
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直

し
に
伴
い
、
対
象
施
設
が
多
く
所

在
す
る
市
町
村
の
財
政
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
国
保
の
住
所
地
特

例
の
適
用
を
受
け
る
被
保
険
者
が
、

対
象
施
設
へ
の
入
所
等
を
継
続
す

定
手
続
き
を
行
っ
た
結
果
、
次
の

と
お
り
指
定
す
る
も
の
で
、
指
定

期
間
は
５
年
間
と
す
る
。

○
地
場
産
品
販
売
セ
ン
タ
ー
（
み

き
グ
ル
ー
プ
）

○
味
工
房
じ
ね
ん
（
な
か
や
ま
山

菜
工
房
）

審
議
結
果…

2
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

る
間
、
前
住
地
の
広
域
連
合
が
保

険
者
と
な
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
移
住
促
進
住
宅
設
置
及
び

管
理
条
例
の
制
定
◆

　
移
住
・
定
住
対
策
及
び
新
規
就

農
者
等
の
短
期
滞
在
施
設
と
し
て
、

西
島
地
区
に
建
築
中
の
移
住
促
進

住
宅
に
つ
い
て
、
完
成
後
、
速
や

か
な
施
設
運
用
が
可
能
と
な
る
よ

う
条
例
整
備
を
す
る
も
の
。

　
住
宅
規
模
は
、
１
階
を
世
帯
向

け
、
２
階
を
単
身
者
向
け
３
室
と

し
た
、
４
戸
対
応
と
し
て
い
る
。

問

　入
居
者
の
選
考
は
、
入
居
審

査
委
員
会
等
の
組
織
で
行
わ
れ
る

の
か
。

答
　
審
査
委
員
会
等
の
対
応
は
行

わ
ず
、
入
居
申
請
書
に
記
載
さ
れ

る
移
住
希
望
の
内
容
等
を
十
分
検

討
し
、
判
断
し
て
い
く
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
町
道
路
線
の
認

定
◆

　
サ
ザ
ン
ヒ
ル
ズ

桜
坂
の
第
２
期
分

譲
団
地
造
成
を
進

め
る
に
当
た
り
、

整
備
期
間
中
の
通

行
の
安
全
確
保
と

整
備
後
の
利
便
性

向
上
等
を
図
る
た

め
、
桜
坂
団
地
と

不
動
団
地
周
辺
を

結
ぶ
延
長
１６０
ｍ
を

「
町
道
椎
ノ
木
線
」

と
し
て
、
新
た

に
路
線
認
定
す

る
も
の
。

問

　新
た
な
道

路
の
新
設
か
、

既
設
路
線
の
整

備
な
の
か
。

答
　
既
存
の
赤

線
道
を
拡
幅
整

備
す
る
も
の

で
、
路
線
認
定

す
る
こ
と
で
、

補
助
事
業
等
の

活
用
を
図
る
も

の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
地
場
産
品
販
売
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
◆

◆
安
田
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
味
工

房
じ
ね
ん
」
の
指
定
管
理
者
の
指

定
◆

　
両
施
設
の
指
定
管
理
期
間
が
、

本
年
３
月
末
で
終
了
す
る
た
め
、

新
た
な
指
定
管
理
者
の
公
募
、
選

る
町
村
で
は
、
平
成
の
合
併
に
よ

る
効
果
等
に
つ
い
て
、
十
分
に
検

証
を
行
っ
た
う
え
で
、
今
後
、
ま

ち
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、
合
併

が
必
要
な
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う

か
と
い
っ
た
こ
と
等
を
、
慎
重
に

検
討
し
、
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
平
成
の
合
併
時
に
も
、
そ
う
し

た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
う

え
で
、
安
芸
広
域
９
市
町
村
に
始

ま
り
、
中
芸
５
町
村
、
最
終
的
に

は
３
町
村
の
合
併
を
模
索
し
た
中

で
、
合
併
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯

が
あ
る
こ
と
を
含
め
、
現
時
点
で

は
、
国
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
も

不
明
確
な
こ
と
か
ら
、
当
面
は
、

単
独
自
立
で
い
か
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
答
え

が
出
せ
る
課
題
で
な
い
こ
と
を
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

質
疑

質
疑

内
容

内
容

内
容

内
容

内
容

内
容

町
道
認
定

指
定
管
理
者
の
指
定

補
正
予
算

建設中の移住促進住宅
繰越施工される町道西ノ久保野田川線改良工事

地場産品販売センター

濵口智惠男議員

Q

A

こ
こ
が
知
り
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

広
域
市
町
村
合
併
等
に
つ
い
て

国
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
慎
重
に
判
断
し
て
い
く

ＱＡＱＡ
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質
疑

◆
平
成
29
年
度
町
一
般
会
計
及
び

特
別
4
（
国
保
・
後
期
高
齢
・

簡
水
・
土
地
開
発
）
会
計
補
正

予
算
◆

◎
一
般
会
計
（
第
8
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
に
よ
る

総
括
的
な
追
加
、
更
正
を
行
う
も

の
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、

○
来
年
度
以
降
の
国
の
地
方
財
政

対
策
の
影
響
を
考
慮
し
、
歳
出

全
般
に
わ
た
る
不
用
額
の
整
理

○
国
・
県
補
助
金
等
、
歳
入
全
般

に
わ
た
る
追
加
、
更
生
及
び
将

来
の
財
源
確
保
対
策
と
し
て
の

各
種
基
金
の
調
整

総
額
１
億
５
７
８
０
万
円
減
額

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　28
億
1
6
6
0
万
円

　
な
お
、
実
施
及
び
計
画
事
業
の

う
ち
、
移
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
、

中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業
、

県
営
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
負

担
金
等
、
７
事
業
に
つ
い
て
、
国

の
補
正
予
算
対
応
や
用
地
交
渉
の

遅
延
等
か
ら
、
翌
年
度
に
繰
り
越

し
て
執
行
す
る
繰
越
明
許
の
措
置

を
執
る
。

◎
国
保
会
計
（
第
2
号
）

○
保
険
給
付
実
績
、
補
助
・
交
付

金
等
、
決
算
見
込
み
に
よ
る
減

額
補
正
後
の
予
算
総
額

5
億
7
7
0
4
万
円

◎
後
期
高
齢
会
計
（
第
2
号
）

○
保
険
料
の
実
績
見
込
み
等
に
伴

う
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
減
額

補
正
後
の
予
算
総
額5

1
0
6
万
円

◎
簡
水
会
計
（
第
3
号
）

○
水
道
施
設
整
備
事
業
の
確
定
に

伴
う
減
額

補
正
後
の
予
算
総
額

2
億
8
0
6
4
万
円

◎
土
地
開
発
会
計
（
第
1
号
）

○
分
譲
用
地
の
取
得
実
績
に
伴
う

減
額

補
正
後
の
予
算
総
額

6
8
8
万
円

問

　町
道
井
ノ
岡
線
舗
装
工
事
外

と
し
て
、
繰
越
見
込
額
が
増
額
さ
れ

て
い
る
が
、
付
帯
工
事
と
し
て
、
周

辺
接
続
路
線
の
舗
装
も
行
う
の
か
。

答
　
井
ノ
岡
線
に
つ

い
て
は
、
前
回
の
報

告
ど
お
り
、
舗
装
工

事
が
繰
越
と
な
る
。

今
回
の
増
額
は
、
井

ノ
岡
外
と
記
載
の
よ

う
に
、
国
の
補
正
予

算
に
伴
い
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
と
し
て
、
他
の

路
線
整
備
を
追
加
し

た
も
の
。

審
議
結
果…

5
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

濵
口
議
員

　平
成
の
大
合
併
の
時
期
に
は
、

全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
、
国
・

県
政
と
も
に
大
き
な
課
題
で
あ
っ

た
。　中

芸
地
区
で
も
、
最
終
的
に
奈

半
利
町
、
北
川
村
と
の
３
町
村
合

併
が
課
題
と
な
っ
た
が
、
北
川
村

が
民
意
と
し
て
反
対
と
な
り
、
合

併
中
止
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
が
、

今
後
の
広
域
市
町
村
合
併
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

黒
岩
町
長

　
平
成
の
大
合
併
で
は
、
全
国
的

に
市
町
村
合
併
が
進
ん
だ
が
、
高

知
県
の
よ
う
に
中
山
間
地
を
抱
え

に
よ
る
増
税
幅
を
抑
え
た
税
率
設

定
と
し
、
今
後
、
５
年
間
で
、
赤

字
解
消
計
画
に
よ
り
、
繰
入
措
置

を
解
消
し
て
い
く
。

審
議
結
果…

2
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
◆

　
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
を
審

議
す
る
機
関
と
し
て
「
地
域
公
共

交
通
会
議
」
を
条
例
上
に
位
置
付

け
る
と
と
も
に
、
国
保
制
度
改
正

に
伴
う
国
保
運
営
に
関
す
る
協
議

会
の
名
称
変
更
を
行
う
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直

し
に
伴
い
、
対
象
施
設
が
多
く
所

在
す
る
市
町
村
の
財
政
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
国
保
の
住
所
地
特

例
の
適
用
を
受
け
る
被
保
険
者
が
、

対
象
施
設
へ
の
入
所
等
を
継
続
す

定
手
続
き
を
行
っ
た
結
果
、
次
の

と
お
り
指
定
す
る
も
の
で
、
指
定

期
間
は
５
年
間
と
す
る
。

○
地
場
産
品
販
売
セ
ン
タ
ー
（
み

き
グ
ル
ー
プ
）

○
味
工
房
じ
ね
ん
（
な
か
や
ま
山

菜
工
房
）

審
議
結
果…

2
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

る
間
、
前
住
地
の
広
域
連
合
が
保

険
者
と
な
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
移
住
促
進
住
宅
設
置
及
び

管
理
条
例
の
制
定
◆

　
移
住
・
定
住
対
策
及
び
新
規
就

農
者
等
の
短
期
滞
在
施
設
と
し
て
、

西
島
地
区
に
建
築
中
の
移
住
促
進

住
宅
に
つ
い
て
、
完
成
後
、
速
や

か
な
施
設
運
用
が
可
能
と
な
る
よ

う
条
例
整
備
を
す
る
も
の
。

　
住
宅
規
模
は
、
１
階
を
世
帯
向

け
、
２
階
を
単
身
者
向
け
３
室
と

し
た
、
４
戸
対
応
と
し
て
い
る
。

問

　入
居
者
の
選
考
は
、
入
居
審

査
委
員
会
等
の
組
織
で
行
わ
れ
る

の
か
。

答
　
審
査
委
員
会
等
の
対
応
は
行

わ
ず
、
入
居
申
請
書
に
記
載
さ
れ

る
移
住
希
望
の
内
容
等
を
十
分
検

討
し
、
判
断
し
て
い
く
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
町
道
路
線
の
認

定
◆

　
サ
ザ
ン
ヒ
ル
ズ

桜
坂
の
第
２
期
分

譲
団
地
造
成
を
進

め
る
に
当
た
り
、

整
備
期
間
中
の
通

行
の
安
全
確
保
と

整
備
後
の
利
便
性

向
上
等
を
図
る
た

め
、
桜
坂
団
地
と

不
動
団
地
周
辺
を

結
ぶ
延
長
１６０
ｍ
を

「
町
道
椎
ノ
木
線
」

と
し
て
、
新
た

に
路
線
認
定
す

る
も
の
。

問

　新
た
な
道

路
の
新
設
か
、

既
設
路
線
の
整

備
な
の
か
。

答
　
既
存
の
赤

線
道
を
拡
幅
整

備
す
る
も
の

で
、
路
線
認
定

す
る
こ
と
で
、

補
助
事
業
等
の

活
用
を
図
る
も

の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
地
場
産
品
販
売
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
◆

◆
安
田
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
味
工

房
じ
ね
ん
」
の
指
定
管
理
者
の
指

定
◆

　
両
施
設
の
指
定
管
理
期
間
が
、

本
年
３
月
末
で
終
了
す
る
た
め
、

新
た
な
指
定
管
理
者
の
公
募
、
選

る
町
村
で
は
、
平
成
の
合
併
に
よ

る
効
果
等
に
つ
い
て
、
十
分
に
検

証
を
行
っ
た
う
え
で
、
今
後
、
ま

ち
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、
合
併

が
必
要
な
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う

か
と
い
っ
た
こ
と
等
を
、
慎
重
に

検
討
し
、
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
平
成
の
合
併
時
に
も
、
そ
う
し

た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
う

え
で
、
安
芸
広
域
９
市
町
村
に
始

ま
り
、
中
芸
５
町
村
、
最
終
的
に

は
３
町
村
の
合
併
を
模
索
し
た
中

で
、
合
併
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯

が
あ
る
こ
と
を
含
め
、
現
時
点
で

は
、
国
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
も

不
明
確
な
こ
と
か
ら
、
当
面
は
、

単
独
自
立
で
い
か
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
答
え

が
出
せ
る
課
題
で
な
い
こ
と
を
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

質
疑

質
疑

内
容

内
容

内
容

内
容

内
容

内
容

町
道
認
定

指
定
管
理
者
の
指
定

補
正
予
算

建設中の移住促進住宅
繰越施工される町道西ノ久保野田川線改良工事

地場産品販売センター

濵口智惠男議員

Q

A

こ
こ
が
知
り
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

広
域
市
町
村
合
併
等
に
つ
い
て

国
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
慎
重
に
判
断
し
て
い
く

ＱＡＱＡ
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

日
時
　
平
成
３０
年
２
月
２３
日

調
査
事
項

①
平
成
２９
年
度
総
務
課
・
地
域
創
生
課
・
教

育
委
員
会
の
主
要
事
業
の
執
行
状
況
に
つ

い
て

②
そ
の
他

経
過

　
総
務
課
、
地
域
創
生
課
、
教
育
委
員
会
か

ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
、
協
議
の

後
、
次
の
と
お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
建
設
中
の
移
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て
は
、

利
用
基
準
や
家
賃
設
定
等
を
十
分
に
検
討

し
、
適
切
な
運
用
に
努
め
る
こ
と
。

◎
児
童
、
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
い
て
は
一

定
の
成
果
が
見
ら
れ
る
が
、
指
導
方
法
の

さ
ら
な
る
見
直
し
や
手
法
の
検
討
に
努

め
、
一
層
の
学
力
定
着
を
図
る
こ
と
。

日
時
　
平
成
３０
年
２
月
２７
日

調
査
事
項

①
平
成
２９
年
度
経
済
建
設
課
・
町
民
生
活
課

の
主
要
事
業
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
経
済
建
設
課
、
町
民
生
活
課
か
ら
資
料
に

基
づ
き
説
明
を
受
け
、
協
議
の
後
、
次
の

と
お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
国
土
地
籍
調
査
に
お
け
る
個
人
間
の
用
地

境
界
確
定
に
当
た
っ
て
は
、
町
と
し
て
も

で
き
る
限
り
調
整
等
の
協
力
を
行
い
、
筆

界
未
定
区
間
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
努
め

る
こ
と
。

◎
国
保
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
産
業
や
就

業
形
態
、
疾
病
動
向
等
の
把
握
、
分
析
に

努
め
、
医
療
費
削
減
を
図
る
こ
と
。

　
総
務
教
育
・
産
業
厚
生
の
両
常
任
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど
所
管
事
項
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
次
の
と
お
り
議
長
に
報
告
し
た
。

26
日
＝
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　―

　2

　月
　―

1
日
＝
南
国
土
佐
観
光
び
ら
き（

高
知
市
）

5
日
＝
県
知
事
に
よ
る
対
話
と
実
行
行

脚

20
日
＝
安
田
町
・
ス
ペ
イ
ン
・
モ
ン
テ
フ

リ
オ
町
姉
妹
都
市
締
結
調
印
式

22
日
＝
高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
第
69

回
定
期
総
会

　
　 

　（高
知
市
）

　
　
　高
知
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議

長
大
会
及
び
意
見
交
換
会

（
高
知
市
）

23
日
＝
総
務
教
育
常
任
委
員
会

26
日
＝
東
島
・
中
山
分
団
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
入
魂
式
・
納
車

祝
い

27
日
＝
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　―

　3

　月
　―

1
日
＝
議
員
協
議
会

2
日
＝
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　第
1
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
議
会
定
例
会
（
安
芸
市
）

　
　
　―

　12

　月
　―

21
日
＝
第
5
回
中
芸
広
域
連
合
議
会
12

月
定
例
会

　
　
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

総
会

　
　
　
　
　
　

 （
田
野
町
）

25
日
＝
第
3
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

定
例
会

　
　
　
　

 （
奈
半
利
町
）

　
　
　第
3
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
議
会
定
例
会
（
安
芸
市
）

　
　
　―

　1

　月
　―

3
日
＝
成
人
式

11
日
＝
議
員
協
議
会

13
日
＝
公
明
党
東
高
知
総
支
部
賀
詞
交

歓
会

　
　
　
　
　

 

　（南
国
市
）

14
日
＝
中
芸
広
域
連
合
消
防
出
初
め
式
・

火
鎮
祭

17
日
＝
高
知
県
内
の
阿
南
安
芸
自
動
車

道
の
整
備
促
進
に
向
け
た
勉
強

会

　
　
　
　
　
　
　 （
田
野
町
）

　
　
　中
芸
地
区
町
村
長
・
議
長
及
び

商
工
会
正
副
会
長
意
見
交
換
会

（
田
野
町
）

議
会
の
う
ご
き

濵
口
議
員

　①
新
庁
舎
建
設
を
進
め
る
中
で
、

時
代
の
要
請
と
し
て
、「
町
営
の
テ

レ
ビ
放
送
」
と
し
て
、
議
会
等
の

放
映
が
で
き
る
施
設
整
備
を
す
べ

き
で
な
い
か
。

　過
日
の
テ
レ
ビ
番
組
で
、
本
町

と
同
程
度
の
自
治
体
が
、
保
育
園

児
の
遠
足
な
ど
、
身
近
な
情
報
の

放
映
に
よ
り
、
地
域
住
民
か
ら
高

い
視
聴
率
を
得
て
い
る
と
い
っ
た

紹
介
が
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、以
前
、

視
察
に
行
っ
た
町
で
は
、
過
疎
地

の
学
校
と
中
心
地
と
の
均
衡
を
保

つ
た
め
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
た
教
育

に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　議
員
は
、
議
会
で
の
や
り
取
り

の
中
で
、
疑
問
点
は
追
求
し
、
ま
た
、

詳
し
い
説
明
も
受
け
る
が
、
住
民

は
、
町
の
広
報
紙
や
「
噂
話
」、
そ

の
「
又
聞
き
」
な
ど
が
、
情
報
源

で
あ
り
、
庁
舎
建
設
に
お
け
る
※

プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
契
約
の
内
容
な
ど
も
、

随
分
と
誤
解
も
あ
る
と
思
う
。

　当
然
、
放
映
に
よ
る
批
判
は
あ

る
と
思
う
が
、
行
政
の
真
剣
な
思

い
を
住
民
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
住
民
の
知
恵
を
引

込
ん
で
お
り
、
実
質
的
な
町
の
借

金
額
は
、
約
４
億
２
千
万
円
と
な

る
。

　
各
起
債
に
対
す
る
交
付
税
算
入

率
は
、
公
共
施
設
等
事
業
債
が
２２
・

５
％
、
緊
急
防
災
事
業
債
が
７０
％

で
、
起
債
額
全
体
に
７０
％
の
交
付

税
措
置
と
は
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
こ
の
金
額
は
、
現
時
点

の
試
算
で
あ
り
、今
後
、実
施
設
計
、

詳
細
設
計
と
進
む
に
つ
れ
、
明
ら

か
に
な
る
も
の
で
、
一
定
の
こ
と

が
判
明
し
た
段
階
で
、
順
次
、
議

会
に
も
報
告
し
て
い
く
と
と
も
に
、

庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
長
期

財
政
収
支
見
通
し
に
基
づ
き
、
適

正
な
財
政
管
理
に
努
め
、
よ
り
良

い
庁
舎
と
な
る
よ
う
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
を
進
め
る
中
で
、
住
民
、

議
会
に
対
し
、
広
く
意
見
も
聴
き
、

十
分
な
説
明
を
行
い
、
皆
さ
ん
に

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
方
式
）
と
は
、

主
に
業
務
の
委
託
先
や
建
築
物

の
設
計
者
等
を
選
定
す
る
際
に
、

複
数
の
者
に
目
的
物
に
対
す
る

企
画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ

の
中
か
ら
優
れ
た
提
案
を
行
っ

た
者
を
選
定
す
る
こ
と
。

き
出
す
パ
イ
プ
役
に
な
り
得
る
も

の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　②
庁
舎
の
建
設
費
用
総
額
は
い

く
ら
に
な
る
の
か
。
町
民
に
も
分

か
る
よ
う
に
収
支
等
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

　ま
た
、
そ
の
中
で
起
債
等
の
借

金
と
な
る
額
は
い
く
ら
か
。
借
入

償
還
額
の
70
％
が
交
付
税
措
置
さ

れ
る
と
い
っ
た
報
告
も
あ
っ
た
が
、

町
民
の
中
に
は
借
金
（
起
債
）
の

性
格
に
つ
い
て
誤
解
を
持
つ
者
も

多
く
、
財
政
環
境
が
厳
し
い
中
で

の
庁
舎
建
設
等
に
疑
問
も
持
た
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

黒
岩
町
長

　
①「
テ
レ
ビ
放
映
」
だ
が
、
現
在
、

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
は
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
や
防
災
行
政
無

線
を
利
用
し
て
の
音
声
情
報
で
あ

る
が
、
質
問
の
よ
う
に
、
町
営
で

の
自
主
放
送
、
放
映
と
な
る
と
、

放
送
許
可
や
費
用
面
等
、
多
く
の

課
題
が
あ
り
、
限
定
的
な
取
り
組

み
は
で
き
な
い
。

　
た
だ
し
、
情
報
の
発
信
は
、
色
々

な
面
で
の
有
効

活
用
も
含
め
検

討
す
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
現

状
と
し
て
、
防

災
行
政
無
線
や

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
通
信
網
の
既

存
設
備
を
活
用

し
、
各
戸
の
告

知
端
末
か
ら
の

音
声
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
に
よ
る
動

画
配
信
な
ど
は

可
能
と
判
断
し

て
い
る
。

　
今
後
、
建
設
を
進
め
る
中
で
は
、

議
会
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
対
応

を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
の
で
、

議
会
と
し
て
も
、
内
容
も
含
め
、

や
る
、
や
ら
な
い
と
い
っ
た
こ
と

を
、
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
協
議
い

た
だ
き
た
い
。

　
②
新
庁
舎
の
建
設
費
用
総
額
は
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
の
結
果
、
約

１５
億
円
で
進
め
て
い
く
。

　
こ
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
現
状
、

試
算
段
階
と
は
な
る
が
、
公
共
施

設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
が
約

５
億
円
、
緊
急
防
災
・
減
災
対
策

事
業
債
が
約
１
億
円
、
施
設
整
備

等
基
金
繰
入
金
が
約
８
億
円
、
工

損
調
査
や
電
算
シ
ス
テ
ム
移
設
費

等
に
要
す
る
一
般
財
源
が
約
１
億

円
と
見
込
ん
で
お
り
、
原
則
、
庁

舎
建
設
に
は
、
補
助
金
や
優
良
起

債
の
適
用
は
な
く
、
起
債
も
借
り

れ
ば
、
利
子
を
含
め
全
額
を
町
の

財
源
で
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
し
か
し
、
熊
本
地
震
の
発
生
に

伴
い
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
施
設

の
適
正
管
理
に
関
す
る
起
債
が
創

設
さ
れ
、
従
来
の
防
災
関
連
の
起

債
も
活
用
し
、
合
わ
せ
て
、
約
１

億
８
千
万
円
の
交
付
税
措
置
を
見

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

自
主
放
送
で
の
情
報
発
信
は
、
動
画
配
信
等
を
検
討
す
る

ＱＡＱＡ

各戸の告知端末
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

日
時
　
平
成
３０
年
２
月
２３
日

調
査
事
項

①
平
成
２９
年
度
総
務
課
・
地
域
創
生
課
・
教

育
委
員
会
の
主
要
事
業
の
執
行
状
況
に
つ

い
て

②
そ
の
他

経
過

　
総
務
課
、
地
域
創
生
課
、
教
育
委
員
会
か

ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
、
協
議
の

後
、
次
の
と
お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
建
設
中
の
移
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て
は
、

利
用
基
準
や
家
賃
設
定
等
を
十
分
に
検
討

し
、
適
切
な
運
用
に
努
め
る
こ
と
。

◎
児
童
、
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
い
て
は
一

定
の
成
果
が
見
ら
れ
る
が
、
指
導
方
法
の

さ
ら
な
る
見
直
し
や
手
法
の
検
討
に
努

め
、
一
層
の
学
力
定
着
を
図
る
こ
と
。

日
時
　
平
成
３０
年
２
月
２７
日

調
査
事
項

①
平
成
２９
年
度
経
済
建
設
課
・
町
民
生
活
課

の
主
要
事
業
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
経
済
建
設
課
、
町
民
生
活
課
か
ら
資
料
に

基
づ
き
説
明
を
受
け
、
協
議
の
後
、
次
の

と
お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
国
土
地
籍
調
査
に
お
け
る
個
人
間
の
用
地

境
界
確
定
に
当
た
っ
て
は
、
町
と
し
て
も

で
き
る
限
り
調
整
等
の
協
力
を
行
い
、
筆

界
未
定
区
間
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
努
め

る
こ
と
。

◎
国
保
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
産
業
や
就

業
形
態
、
疾
病
動
向
等
の
把
握
、
分
析
に

努
め
、
医
療
費
削
減
を
図
る
こ
と
。

　
総
務
教
育
・
産
業
厚
生
の
両
常
任
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど
所
管
事
項
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
次
の
と
お
り
議
長
に
報
告
し
た
。

26
日
＝
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　―

　2

　月
　―

1
日
＝
南
国
土
佐
観
光
び
ら
き（

高
知
市
）

5
日
＝
県
知
事
に
よ
る
対
話
と
実
行
行

脚

20
日
＝
安
田
町
・
ス
ペ
イ
ン
・
モ
ン
テ
フ

リ
オ
町
姉
妹
都
市
締
結
調
印
式

22
日
＝
高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
第
69

回
定
期
総
会

　
　 

　（高
知
市
）

　
　
　高
知
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議

長
大
会
及
び
意
見
交
換
会

（
高
知
市
）

23
日
＝
総
務
教
育
常
任
委
員
会

26
日
＝
東
島
・
中
山
分
団
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
入
魂
式
・
納
車

祝
い

27
日
＝
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　―

　3

　月
　―

1
日
＝
議
員
協
議
会

2
日
＝
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　第
1
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
議
会
定
例
会
（
安
芸
市
）

　
　
　―

　12

　月
　―

21
日
＝
第
5
回
中
芸
広
域
連
合
議
会
12

月
定
例
会

　
　
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

総
会

　
　
　
　
　
　

 （
田
野
町
）

25
日
＝
第
3
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

定
例
会

　
　
　
　

 （
奈
半
利
町
）

　
　
　第
3
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
議
会
定
例
会
（
安
芸
市
）

　
　
　―

　1

　月
　―

3
日
＝
成
人
式

11
日
＝
議
員
協
議
会

13
日
＝
公
明
党
東
高
知
総
支
部
賀
詞
交

歓
会

　
　
　
　
　

 

　（南
国
市
）

14
日
＝
中
芸
広
域
連
合
消
防
出
初
め
式
・

火
鎮
祭

17
日
＝
高
知
県
内
の
阿
南
安
芸
自
動
車

道
の
整
備
促
進
に
向
け
た
勉
強

会

　
　
　
　
　
　
　 （
田
野
町
）

　
　
　中
芸
地
区
町
村
長
・
議
長
及
び

商
工
会
正
副
会
長
意
見
交
換
会

（
田
野
町
）

議
会
の
う
ご
き

濵
口
議
員

　①
新
庁
舎
建
設
を
進
め
る
中
で
、

時
代
の
要
請
と
し
て
、「
町
営
の
テ

レ
ビ
放
送
」
と
し
て
、
議
会
等
の

放
映
が
で
き
る
施
設
整
備
を
す
べ

き
で
な
い
か
。

　過
日
の
テ
レ
ビ
番
組
で
、
本
町

と
同
程
度
の
自
治
体
が
、
保
育
園

児
の
遠
足
な
ど
、
身
近
な
情
報
の

放
映
に
よ
り
、
地
域
住
民
か
ら
高

い
視
聴
率
を
得
て
い
る
と
い
っ
た

紹
介
が
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、以
前
、

視
察
に
行
っ
た
町
で
は
、
過
疎
地

の
学
校
と
中
心
地
と
の
均
衡
を
保

つ
た
め
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
た
教
育

に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　議
員
は
、
議
会
で
の
や
り
取
り

の
中
で
、
疑
問
点
は
追
求
し
、
ま
た
、

詳
し
い
説
明
も
受
け
る
が
、
住
民

は
、
町
の
広
報
紙
や
「
噂
話
」、
そ

の
「
又
聞
き
」
な
ど
が
、
情
報
源

で
あ
り
、
庁
舎
建
設
に
お
け
る
※

プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
契
約
の
内
容
な
ど
も
、

随
分
と
誤
解
も
あ
る
と
思
う
。

　当
然
、
放
映
に
よ
る
批
判
は
あ

る
と
思
う
が
、
行
政
の
真
剣
な
思

い
を
住
民
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
住
民
の
知
恵
を
引

込
ん
で
お
り
、
実
質
的
な
町
の
借

金
額
は
、
約
４
億
２
千
万
円
と
な

る
。

　
各
起
債
に
対
す
る
交
付
税
算
入

率
は
、
公
共
施
設
等
事
業
債
が
２２
・

５
％
、
緊
急
防
災
事
業
債
が
７０
％

で
、
起
債
額
全
体
に
７０
％
の
交
付

税
措
置
と
は
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
こ
の
金
額
は
、
現
時
点

の
試
算
で
あ
り
、今
後
、実
施
設
計
、

詳
細
設
計
と
進
む
に
つ
れ
、
明
ら

か
に
な
る
も
の
で
、
一
定
の
こ
と

が
判
明
し
た
段
階
で
、
順
次
、
議

会
に
も
報
告
し
て
い
く
と
と
も
に
、

庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
長
期

財
政
収
支
見
通
し
に
基
づ
き
、
適

正
な
財
政
管
理
に
努
め
、
よ
り
良

い
庁
舎
と
な
る
よ
う
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
を
進
め
る
中
で
、
住
民
、

議
会
に
対
し
、
広
く
意
見
も
聴
き
、

十
分
な
説
明
を
行
い
、
皆
さ
ん
に

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
方
式
）
と
は
、

主
に
業
務
の
委
託
先
や
建
築
物

の
設
計
者
等
を
選
定
す
る
際
に
、

複
数
の
者
に
目
的
物
に
対
す
る

企
画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ

の
中
か
ら
優
れ
た
提
案
を
行
っ

た
者
を
選
定
す
る
こ
と
。

き
出
す
パ
イ
プ
役
に
な
り
得
る
も

の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　②
庁
舎
の
建
設
費
用
総
額
は
い

く
ら
に
な
る
の
か
。
町
民
に
も
分

か
る
よ
う
に
収
支
等
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

　ま
た
、
そ
の
中
で
起
債
等
の
借

金
と
な
る
額
は
い
く
ら
か
。
借
入

償
還
額
の
70
％
が
交
付
税
措
置
さ

れ
る
と
い
っ
た
報
告
も
あ
っ
た
が
、

町
民
の
中
に
は
借
金
（
起
債
）
の

性
格
に
つ
い
て
誤
解
を
持
つ
者
も

多
く
、
財
政
環
境
が
厳
し
い
中
で

の
庁
舎
建
設
等
に
疑
問
も
持
た
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

黒
岩
町
長

　
①「
テ
レ
ビ
放
映
」
だ
が
、
現
在
、

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
は
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
や
防
災
行
政
無

線
を
利
用
し
て
の
音
声
情
報
で
あ

る
が
、
質
問
の
よ
う
に
、
町
営
で

の
自
主
放
送
、
放
映
と
な
る
と
、

放
送
許
可
や
費
用
面
等
、
多
く
の

課
題
が
あ
り
、
限
定
的
な
取
り
組

み
は
で
き
な
い
。

　
た
だ
し
、
情
報
の
発
信
は
、
色
々

な
面
で
の
有
効

活
用
も
含
め
検

討
す
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
現

状
と
し
て
、
防

災
行
政
無
線
や

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
通
信
網
の
既

存
設
備
を
活
用

し
、
各
戸
の
告

知
端
末
か
ら
の

音
声
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
に
よ
る
動

画
配
信
な
ど
は

可
能
と
判
断
し

て
い
る
。

　
今
後
、
建
設
を
進
め
る
中
で
は
、

議
会
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
対
応

を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
の
で
、

議
会
と
し
て
も
、
内
容
も
含
め
、

や
る
、
や
ら
な
い
と
い
っ
た
こ
と

を
、
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
協
議
い

た
だ
き
た
い
。

　
②
新
庁
舎
の
建
設
費
用
総
額
は
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
の
結
果
、
約

１５
億
円
で
進
め
て
い
く
。

　
こ
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
現
状
、

試
算
段
階
と
は
な
る
が
、
公
共
施

設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
が
約

５
億
円
、
緊
急
防
災
・
減
災
対
策

事
業
債
が
約
１
億
円
、
施
設
整
備

等
基
金
繰
入
金
が
約
８
億
円
、
工

損
調
査
や
電
算
シ
ス
テ
ム
移
設
費

等
に
要
す
る
一
般
財
源
が
約
１
億

円
と
見
込
ん
で
お
り
、
原
則
、
庁

舎
建
設
に
は
、
補
助
金
や
優
良
起

債
の
適
用
は
な
く
、
起
債
も
借
り

れ
ば
、
利
子
を
含
め
全
額
を
町
の

財
源
で
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
し
か
し
、
熊
本
地
震
の
発
生
に

伴
い
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
施
設

の
適
正
管
理
に
関
す
る
起
債
が
創

設
さ
れ
、
従
来
の
防
災
関
連
の
起

債
も
活
用
し
、
合
わ
せ
て
、
約
１

億
８
千
万
円
の
交
付
税
措
置
を
見

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

自
主
放
送
で
の
情
報
発
信
は
、
動
画
配
信
等
を
検
討
す
る

ＱＡＱＡ
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さ
あ
出
発
す
る
ぞ
ー
！
…
（
3/25 安

田
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
）

平
成
30年

(2018) 5 月
 1 日

発
行
　　編

集・発
行
  〒７８１

-６４２１
 高
知
県
安
芸
郡
安
田
町
役
場
　
☎
㈹
０８８７－３８－６７１１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow
n.yasuda.kochi.jp/　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 FA
X０８８７－３８－６７８０

日
本
一
の
鮎
が
棲
む
ま
ち

平
成
30 年（

2018 年
）

N
o.629

男

合
　
計

女

世
帯
数

１
,３３５

人（
－２
）

２
,７２８（

－２
）

１
,３９３

人（
±０
）

１
,２９６

世
帯（
+３
）

5
人
口・世

帯
状
況
 30年

3月
末
時
点（
前
月
比
）

②
～
⑤
　
平
成
30年

度
当
初
予
算
特
集

⑧
～
　
　
町
新
規
採
用
職
員
等
紹
介

⑮
　
　
　
安
田
川
ウ
ォ
ー
ク

㉒
～
33
　
議
会
だ
よ
り（
第
153号

）

和通信
なごみ

　新緑の色増す季節
　行きかう人も明るくさわやか
　大空に鯉のぼりがはためいています。
　安田まちなみ交流館・和は 4 月より館長を配置、新体制で船出しました。職員一
同今まで以上にはりきっています。
　志国高知 幕末維新博関連企画展「其の後の海援隊士たち」益々好評です。県内外
から延期の要望の声が寄せられており、期間を6月30日まで延長することにいたし
ました。ぜひ、ご来館くださいませ、お待ちしています。

安田まちなみ交流館・和
開 館 時 間／午前9：00～午後5：00
企画展観覧料／200円
　　　　　　　（高校生以下、障害者手帳所持者無料）
定　休　日／水曜日
【※企画展開催期間中は無休】

安田町大字安田１６７４－１　☎・FAX 38-3047
安田町歴史･文化･観光ナビサイト　なごみの旅
　http://yasuda-nagomi.com/

なごみ

安

　田

　文

　芸

（順不同）

　川

　柳

出
る
わ
出
る

　ご
み
よ
り
多
い

　う
そ
の
山

影
法
師

　背
中
ま
る
め
た

　だ
ん
ご
虫

清
岡

　恭
子

春
が
来
た

　花
よ
り
物
価
が

　気
に
か
か
る

老
い
の
坂

　ブ
レ
ー
キ
か
け
て
も

　止
ま
ら
な
い

中

　
　淑
美

名
も
忘
れ

　あ
だ
名
で
呼
び
合
う

　同
窓
会

春
う
ら
ら

　歩
く
遍
路
は

　国
際
化西

岡
佐
千
子

届
い
た
よ

　心
臓
パ
ク
パ
ク
初
メ
ー
ル

割
れ
目
か
ら

　根
性
た
ん
ぽ
ぽ

　整
列
し

西
岡

　益
子

呆
然
と

　か
す
み
の
ご
と
し

　花
粉
症

春
風
や

　愚
痴
の
み
こ
ん
で

　家
平
和

小
松
由
加
子

水
温
む

　仁
淀
ブ
ル
ー
の

　川
下
り

オ
ム
ラ
イ
ス

　と
ろ
と
ろ
卵

　胃
を
す
べ
る

長
戸

　寿
子

お父さん、お母さん、ありがとう！ぼく、1歳になりました。

大きく
　なったでしょ！

今月号では平成２９年４月生まれの子どもを紹介します。

とびっきりの笑顔でデビューです。

４月２０日生まれ

田之上　真広くん
（唐浜）父：健太さん
　　　  母：あゆみさん

よく食べよく笑う真広ちゃん
いつも笑顔をありがとう！！

ま ひろ

安
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町
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ー
ジ
キ
ャ
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ー

「
安
田
朗
」

あ
ん
た
ろ
う

ⓒ
安
田
町


